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秋
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物
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伝

本

解

題

並

び

に

郁

印

三

種

|

|

平

沢

五

郎

正
徳
六
年
刊

「
秋
の
夜
の
長
物
語
」

附

属

慶
慮
義
塾
大
学
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵

刊
本
、
二
冊
。

装
臓
、
美
濃
紙
袋
綴
。
堅
二
十
六
・
四
糎
。
横
十
八
・
四
糎
。

表
紙
、
繰
色
元
表
紙
。

匡
郭
、
四
周
単
辺
。
竪
二
十
二
糎
。
横
十
五
・
七
糎
。

題
媛
、
「
絵
入
秋
の
夜
の
長
物
語
玄
恵
法
印
上
(
下
)
」
。
(
但
し
絵
入
の
二
字
は
圏
で
囲
む
富
島
@

内
題
、
「
秋
の
夜
の
長
物
語
」

刊
記
、
正
徳
六
丙
申
正
月
吉
日

二
九



二
九
二

江
戸
日
本
橋
南
壱
丁
目

須
原
屋
茂
兵
衛
開

洛
陽
京
極
通
五
条
上
ル
町

新
井
弥
兵
衛
版

丁
数
、
全
四
十
一
丁
(
上
巻
二
十
一
丁
、
下
巻
二
十
丁
)
。
丁
附
に
重
複
箇
所
が
あ
る
。
即
ち
、

一
l
l
三
、
又
三
(
絵
)
、

四

l
九、

又
九

〈
絵
〉
、
十
|
十
四
、
又
十
四
(
絵
〉
、
十
五
|
二
十
て

又
二
十
一

(
絵
)
、
二
十
二
t
a
-
-

二
十
六
、

又
二
十
六
(
絵
)
、

二
十
七
l

三
十
一
、

又
三
十
一

(
絵
)
、
三
十
二
l
l
三
十
五
、

で
あ
り
、
挿
絵
六
丁
分
が
重
複
し
て
ゐ
る
。
田
口
明
良
の

「
典
籍
奏
鏡
」
に
、

丁
数
三
十
五
丁

と
あ
る
の
は
、

こ
の
挿
絵
の
部
分
を
見
落
し
た
た
め
で
あ
ら
う
。

行
数
、
十
行
。
字
数
、

十

一一{子。

版
心
、
白
口
、
「
秋
夜
長
」
、
(
丁
附
)
。

本
文
は
、
終
丁
裏
の
九
行
で
終
る
。

そ
の
後
、
裏
表
紙
見
返
し
に
、
応
々
翁
方
山
の
政
文
六
行
と
前
記
の
刊
年
記
が
あ
る
。
即
ち

核此
物
語
は
も
と
玄
恵
法
印
の
述
作
に
て
一
部
全
勝
は
神
祇
釈
/
教
恋
無
常
哀
傷
の
極
致
是
隣
西
上
人
の
一
生
の
徳
を
感
し
/
彼
法
印
の
骨

髄
を
あ
ら
は
せ
し
甚
深
の
物
と
也
最
心
を
と
ゾ
め
/
始
終
を
味
ひ
見
る
へ
し
さ
れ
と
も
古
来
の
板
行
所
々
違
ひ
有
故
に
/
此
度
本
書
の
写

し
を
と
っ
て
改
め
待
る
と
そ
書
林
予
に
放
を
/
こ
ふ
固
辞
す
る
に
不
許
よ
っ
て
右
の
意
趣
を
あ
ら
は
に
す
と
爾
云
/
腹
々
翁
方
山
書
(
黒
印
)

の
政
文
が
あ
る
口

臆
々
翁
方
山
は
、
江
戸
中
期
の
俳
人
、
峯
山
芳
山
と
も
称
し
、
招
鳩
軒
、
臆
々
翁
な
ど
と
号
し
て
、
「
枕
扉
風
」
(
元

禄
九
年
)
、
「
暁
山
集
」
(
同
十
二
年
)
「
北
之
箱
」
(
同
十
三
年
)
等
を
編
し
た
滝
方
山
(
主
水
)
!
慶
安
四
年
生
享
保
十
五
年
没
|
の
事
で
あ

p
り

λ
ノ
。

又
表
表
紙
見
返
し
に
は
、
松
、
竹
等
の
模
様
が
刷
ら
れ
、

そ
の
中
央
に
「
一
指
秋
の
夜
の
長
物
語
」
(
飢
品
開
惜
酬
は
)

と
あ
る
。



本
刊
本
は
現
存
本
が
甚
だ
少
く
、
江
戸
川
乱
歩
氏
、
野
村
八
郎
氏
の
両
御
蔵
本
の
ほ
か
、

そ
の
所
在
を
聞
か
な
か
っ
た
。
江
戸
川
乱
歩

氏
蔵
正
徳
版
は
上
下
二
冊
が
合
綴
さ
れ
、

そ
の
表
紙
は
後
補
改
装
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
最
近
購
入
し
た
本
文
庫
の
そ
れ
は
、
上
下
二
冊

に
分
れ
、
表
紙
、
題
築
等
、
原
装
を
保
持
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
体
裁
等
は
本
文
庫
本
に
依
っ
て
改
め
た
。

備
考
一
、
r

本
書
の
本
文
は
平
仮
名
書
き
を
主
と
し
た
漢
字
交
り
の
文
体
で
あ
る
。
そ
の
漢
字
の
多
く
は
振
仮
名
が
施
さ
れ
、
仮
名
に
は

清
濁
の
区
別
が
ほ
三
附
さ
れ
て
ゐ
る
。
句
読
点
は
な
く
、
和
歌
は
別
行
ニ
字
下
っ
て
上
下
句
二
行
に
書
か
れ
て
ゐ
る
。
印
面
は
鮮
明
で
、

判
読
不
明
の
箇
所
は
僅
か
二
三
を
数
へ
る
に
す
ぎ
な
い
。

此
の
版
本
は
種
彦
「
好
色
本
目
録
」
に
「
類
従
に
入
れ
ら
れ
し
は
、
此
寛
永
本
に
て
正
し
か
ら
ざ
る
本
な
り
、
機
土
を
さ
い
ど
〉
誤
る

の
類
最
多
し
、

は
じ
め
三
本
(
活
版
本
、
古
印
本
、
絵
入
本
)
は
さ
ま
で
異
同
な
し
、
正
徳
版
は
大
に
異
る
と
こ
ろ
あ
り
」
と
誌
す
が
如

く
、
片
仮
名
平
仮
名
両
古
活
字
本
以
下
寛
永
版
江
戸
版
等
の
諸
版
本
に
比
し
、
古
格
を
保
持
し
、
寧
ろ
本
物
語
の
最
古
紗
本
た
る
永
和
三

年
写
本
、
並
び
に
幸
節
氏
蔵
絵
巻
に
最
も
近
似
す
る
関
係
を
示
し
て
ゐ
る
。
種
彦
が
更
に
続
け
て
「
実
に
古
写
本
を
得
て
刊
行
な
し
〉
な

ら
ん
と
思
は
る
〉
こ
と
あ
り
」
と
指
摘
し
た
の
は
、
従
っ
て
此
の
場
合
最
も
当
を
得
た
推
論
で
あ
っ
た
と
い
へ
る
。
永
和
本
が
片
仮
名
交

り
文
で
あ
り
、
本
書
が
平
仮
名
交
り
文
で
あ
る
点
、
或
は
幸
節
氏
蔵
本
が
絵
巻
で
あ
る
等
の
相
違
を
除
け
ば
、
本
文
上
の
異
同
は
、
掲
出

せ
る
が
如
く
、
他
の
諸
写
本
、
諸
版
本
に
比
し
、
甚
だ
僅
少
な
も
の
で
あ
っ
て
、
当
版
本
の
祖
本
は
、
永
和
三
年
写
本
、
幸
節
氏
蔵
絵
巻

等
の
古
紗
本
に
よ
り
由
来
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
以
上
の
三
本
の
比
較
は
頬
わ
し
い
の
で
之
を
避
け
る
が
、
正
徳
版
の

本
文
は
幸
節
氏
蔵
絵
巻
に
最
も
よ
く
近
似
し
、
同
絵
巻
と
の
相
違
点
|
僅
か
な
語
句
上
の
異
同
で
は
あ
る
が
!
の
多
く
は
、
永
和
三
年
写

本
に
依
拠
す
る
処
の
あ
る
の
が
認
め
ら
れ
、
此
の
三
本
の
依
存
関
係
は
非
常
に
緊
密
な
る
も
の
が
存
し
、
本
物
語
の
原
型
を
辿
る
一
系
統

を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ニ
九
三



二
九
四

永
和
本
と
幸
節
氏
蔵
絵
巻
と
の
詞
章
の
関
連
は
本
誌
前
号
に
比
較
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
や
は
り
又
こ
の
系
列
に
属
す
る
文
禄
五
年
写

本
!
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
!
、
小
田
清
雄
氏
事
写
本
|
東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵
i

に
就
い
て
も
同
様
で
あ
る
の
で
、
重
ね
て
措
陳
述
す
る

の
を
避
け
る
が
、
以
上
玉
本
を
、
此
処
に
一
括
す
る
と
、

永
和
本
系

第
一
類

川
刊
高
乗
勲
氏
蔵
永
和
三
年
写
本

同
幸
節
静
彦
氏
蔵
〔
室
町
中
期
〕
絵
巻

川
門
慶
藤
義
塾
大
学
附
属
斯
道
文
庫
蔵
等
正
徳
六
年
版

研
究
所

第
二
類

永
和
本
系

川
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
文
禄
五
年
写
本

同
東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵
小
田
清
雄
事
写
本

の
如
き
系
統
を
示
し
て
ゐ
る
。

そ
し
て
こ
の
第
二
類
例
文
禄
五
年
写
本
は
、
第
一
類
三
本
に
比
し
、
九
丁
表
か
ら
十
丁
裏
に
か
け
て
、

か
な
り
長
文
の
増
補
が
あ
る
。

但
し
右
肩
に
「
此
以
下
イ
本
」
と
あ
り
、
他
本
に
て
加
筆
さ
れ
た
一
文
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
即
ち
「
先
の
童
を
た
つ
ね
た
る
に
、
さ

る
事
あ
り
、
彼
梅
若
公
に
付
奉
v
随
、
桂
寿
と
て
、
万
情
色
深
く
し
て
、
上
下
に
賞
翫
せ
ら
る
〉
事
、
無
v
疑
と
語
れ
は
:
:
:
云
々
」
に
始

ま
り
、
「
臆
雨
、
色
こ
き
紙
に
、
思
ふ
心
を
尽
程
の
事
は
、

い
か
に
書
と
も
つ
く
し
か
た
け
れ
は
、
中
々
奇
計
」
(
前
号
三
百
三
十
四
頁
)
に

終
る
一
章
が
、
顕
著
な
異
同
と
な
っ
て
ゐ
る
。

第
二
類
例
小
田
清
雄
氏
享
写
本
は
、

こ
の
文
禄
写
本
の
増
補
を
殆
ん
ど
そ
の
ま
〉
受
け
継
ぎ
、
加
ふ
る
に
以
下
の
如
き
詞
章
が
増
補
敷



初
さ
れ
て
、
本
書
の
特
色
を
な
し
て
ゐ
る
D

。
文
禄
五
年
写
本
三
十
三
丁
表

ー
念
仏
十
返
計
唱
て
身
を
投
さ
せ
給
ひ
て
候
つ
る
を
余
に
悲
し
く
み
ま
ひ
ら
せ
候
つ
る
程
に
我
等
や
か
て
水
に
入
て
取
上
ま
ひ
ら
せ
ん
と

仕
候
つ
れ
共
つ
ひ
に
み
え
さ
せ
給
ひ
候
は
ぬ
程
に
力
な
く
罷
過
候
也
と
そ
語
て
涙
を
は
ら
ノ
¥
と
こ
ほ
し
け
る
|

の
一
章
は
、
小
田
事
写
本
二
十
三
丁
表
に
於
て
は

ー
念
仏
十
返
計
唱
て
身
を
な
け
さ
せ
給
ひ
候
を
見
ま
い
ら
せ
て
候
か
く
な
ら
せ
給
は
ん
た
め
の
御
十
念
な
ら
は
と
し
り
ま
い
ら
せ
て
候
は

〉
御
恨
の
ほ
と
は
何
共
御
い
り
候
へ
先
御
身
に
す
か
り
と
〉
め
申
候
は
ん
つ
る
物
を
去
な
か
ら
我
ら
水
に
入
て
御
し
か
い
を
と
り
上
心
の

及
は
ん
ほ
と
い
た
は
り
申
さ
ん
と
て
波
の
底
に
わ
け
入
て
た
つ
ね
申
候
へ
と
も
湖
水
の
岩
を
き
り
山
を
く
ず
〉
程
の
は
や
に
て
候
へ
は
さ

か
ま
く
水
に
さ
そ
は
れ
た
ま
ひ
て
候
や
ら
ん
見
え
ず
な
ら
せ
た
ま
ひ
し
う
へ
ち
か
ら
及
は
す
候
御
い
た
は
し
や
か
な
し
ゃ
と
こ
そ
語
り
け

れ
は
互
に
涙
を
こ
ほ
し
げ
る

i

と
描
写
は
至
細
で
あ
る
。

又
文
禄
五
年
写
本
三
十
四
丁
表

ー
同
宿
共
あ
ま
た
取
止
け
れ
は
よ
し
ゃ
其
む
な
し
き
御
質
を
成
共
一
目
見
て
後
こ
そ
兎
も
角
も
な
ら
め
と
思
ひ
て
桂
海
は
つ
な
き
捨
た
る

海
士
小
舟
に
乗
て
淵
の
底
を
望
み
み
れ
は
同
宿
中
間
共
は
皆
裸
に
成
て
岩
の
は
ざ
ま
岸
の
陰
ま
て
残
ら
す
さ
が
し
け
れ
共
曾
市
み
え
給
は

ね
は
天
に
仰
き
地
に
伏
て
泣
叫
ふ
事
不
斜
議
に
時
移
り
て
供
御
の
瀬
と
い
ふ
所
ま
て

l

の
場
面
は
、
小
田
事
写
本
二
十
四
丁
表
に

ー
同
宿
共
あ
ま
た
と
り
と
め
け
れ
は
さ
あ
ら
は
い
か
に
も
し
て
御
死
骸
を
た
つ
ね
出
し
ま
い
ら
せ
む
な
し
き
御
顔
を
も
今
一
目
見
ま
い
ら

二
九
五
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六

せ
て
後
こ
そ
と
も
か
く
も
な
ら
め
と
思
ひ
と
り
て
折
節
か
た
田
あ
ま
の
釣
人
舟
に
竿
さ
し
湖
水
を
栖
と
す
る
か
多
か
り
け
れ
は
律
師
立
寄

し
か
/
¥
の
ゆ
へ
を
語
り
彼
行
衛
を
も
た
つ
ね
候
は
ん
露
の
問
の
わ
さ
を
や
め
て
此
舟
を
か
し
候
へ
か
し
と
申
さ
れ
け
れ
は
し
つ
心
な
き

あ
ま
人
も
岩
木
な
ら
ね
は
あ
ら
/
¥
御
い
た
は
し
ゃ
我
舟
に
て
御
尋
候
へ
と
声
々
申
律
師
う
れ
し
く
て
頓
て
船
に
取
乗
て
同
彼
船
人
を
あ

ま
た
か
た
ら
ひ
愛
の
淵
か
し
こ
の
岩
の
は
さ
ま
を
尋
ね
く
た
る
ほ
と
に
逢
の
す
そ
田
上
の
里
近
く
供
御
の
瀬
と
云
所
迄
i

と
小
田
本
は
逐
一
に
そ
の
情
況
を
詳
述
す
る
。
こ
れ
ら
は
前
書
判
本
と
の
相
違
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
永
和
本
系
第
一
類
三
本
に
較

べ
る
と
、
や
は
り
、

こ
の
両
書
の
類
似
関
係
は
否
む
こ
と
が
出
来
な
い
。
又
、

こ
の
両
書
に
現
れ
た
増
補
敷
約
の
章
句
は
云
ふ
ま
で
も
な

く
後
人
の
加
筆
の
跡
と
思
は
れ
る
が
、
此
等
の
章
句
は
、

い
か
な
る
理
由
に
よ
っ
て
か
、
他
の
諸
写
本
l

天
文
九
年
写
本
、
天
理
図
書
館

蔵
〔
室
町
末
〕
写
本
、
細
川
家
永
青
文
庫
蔵
〔
室
町
後
期
〕
絵
巻
、
武
田
祐
士
口
氏
旧
蔵
奈
良
絵
本
l

或
は
両
古
活
字
版
以
下
諸
版
本
の
中

に
は
そ
の
痕
跡
を
辿
る
べ
く
も
な
く
、
永
和
本
第
二
類
の
本
文
上
の
特
徴
を
呈
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
偶
々
正
徳
版
を
披
見
す
る
こ
と
を
得
た
の
で
、

こ
〉
に
、
永
和
三
年
本
系
と
も
称
す
べ
き
本
物
語
の
一
系
統
を
概
括
し
た
次
第
で

あ
る
。

[
室
町
後
期
〕
絵
巻

「
秋
夜
長
物
語
」

細
川
家
永
青
文
庫
蔵

絵
巻
、
二
軸
。

装
偵
、
料
紙
鳥
の
子
紙
。
紙
幅
三
十

-一ニ糎。

表
紙
、
梨
地
色
絹
表
紙
(
改
装
)
。
見
返
し
は
金
紙
。



本
文
、
竪
約
二
十
九
糎
。

題
媛
、

な
し
。

内
題
、

な
し
。

奥
題
、
奥
書
、
共
に
な
し
。

字
数
、
毎
各
行
約
十
七
字

t
廿
三
字
。

絵
図
、
上
巻
十
図
、
下
巻
九
図
。

備
考
一
、
秋
夜
長
物
語
絵
巻
は
古
く
看
開
御
記
永
享
十
年
十
一
月
十
一
日
の
条
に
|
晴
。
秋
夜
長
物
語
絵
二
巻
。
自
内
裏
被
下
。
一
覧
。

ー
と
記
さ
れ
、
降
つ
て
は
屋
代
弘
賢
が
「
道
の
幸
」
に
|
け
ふ
は
秋
の
夜
夢
(
長
の
誤
か
)
物
語
詞
書
を
う
っ
す
。

詞
寂
蓮
法
師
の
筆
な

り
。
絵
光
長
と
い
ひ
っ
た
へ
た
れ
ど
も
さ
だ
か
な
ら
ず
ー
と
誌
す
が
如
く
、
す
で
に
室
町
江
戸
を
通
じ
、
永
く
人
々
に
脂
矢
さ
れ
た
絵
巻

で
あ
っ
た
ら
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
現
存
絵
巻
と
し
て
識
ら
れ
る
の
は
本
絵
巻
と
、
前
記
幸
節
静
彦
氏
蔵
絵
巻
の
二
部
に

す
ぎ
な
い
。
本
絵
巻
は
後
者
に
較
べ
、
書
写
年
代
も
や
〉
降
り
、
室
町
末
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
の
聞
に
作
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う

か
、
濃
麗
な
彩
色
に
は
と
も
す
れ
ば
そ
の
調
和
を
欠
く
感
じ
も
な
く
も
な
い
が
、

そ
の
結
構
は
詳
密
壮
麗
で
あ
っ
て
、
詞
書
の
進
展
に
つ

れ
、
絵
図
は
物
語
の
背
景
を
十
九
図
に
わ
た
っ
て
、
き
め
こ
ま
や
か
に
描
写
し
て
ゐ
る
。
特
に
登
場
す
る
諸
人
物
の
姿
態
表
情
に
は
生
々

と
し
た
動
き
が
と
ら
へ
ら
れ
、

そ
の
情
感
の
変
化
が
鮮
か
に
描
き
分
け
ら
れ
て
ゐ
て
、
詞
書
以
上
に
本
来
が
絵
と
し
て
賞
翫
す
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
ゐ
る
。

そ
の
絵
図
の
描
か
れ
た
箇
所
で
あ
る
が
、
幸
節
氏
蔵
絵
巻
廿
図
が
、
本
物
語
最
古
紗
本
永
和
三
年
写
本
中
の
文
本
の
段
落
と
ほ
三
一
致

し
、
詞
章
と
絵
図
の
構
成
に
は
、
任
意
的
な
単
な
る
偶
然
の
一
致
と
は
思
は
れ
な
い
も
の
が
存
し
た
が
、
本
絵
巻
の
そ
れ
は
、
永
和
本
の

二
九
七



二
九
八

段
分
け
と
も
、

又
幸
節
氏
蔵
絵
巻
の
絵
図
箇
所
と
も
五
六
ケ
所
に
豆
り
相
違
を
示
し
、
永
和
本
と
幸
節
氏
蔵
絵
巻
と
の
如
き
関
係
は
見
出

し
難
く
、
や
〉
恐
意
的
な
構
想
と
な
っ
て
ゐ
る
。
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
詞
章
と
共
に
!
後
述
ー
そ
の
絵
図
の
構
成
も
先
行
絵
巻
で
あ
る

幸
節
氏
蔵
絵
巻
と
の
関
係
は
余
り
考
へ
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

備
考
二
、
詞
書
は
平
仮
名
交
り
の
文
体
で
あ
る
。
句
点
、
振
仮
名
、
濁
点
は
無
く
、

ま
〉
異
体
字
が
散
点
す
る
。
和
歌
は
本
文
よ
り
数

字
下
げ
上
下
句
二
行
に
分
け
て
書
か
れ
て
ゐ
る
。
墨
跡
は
流
麗
な
草
体
で
、
書
落
し
、
書
入
れ
、
見
消
ち
な
ど
の
乱
れ
は
な
く
、
伝
ふ
る

に
細
川
玄
旨
幽
斉
公
筆
と
い
ふ
が
、

そ
の
真
偽
は
定
か
で
は
な
い
。
た
ゾ
書
写
年
代
か
ら
云
へ
ば
、

ほ
ー
そ
の
時
代
に
該
当
す
る
の
で
は

な
か
ら
う
か
。

さ
て
本
絵
巻
の
詞
書
l

本
文
系
統
に
就
い
て
ゾ
あ
る
が
、
天
文
九
年
写
本
、
天
理
本
、
片
仮
名
古
活
字
本
等
と
同
様
に
、

そ
れ
が
、
永

和
本
系
、
或
は
平
仮
名
古
活
字
本
系
の
如
く
に
、
比
較
的
す
っ
き
り
と
し
た
系
統
を
辿
る
こ
と
は
出
来
難
く
、
強
い
て
言
へ
ば
、
前
掲
両

本
系
の
中
間
に
位
置
す
る
本
文
で
あ
る
と
い
ふ
の
外
は
無
い
。
天
文
九
年
写
本
以
下
本
絵
巻
等
は
、
両
本
系
の
間
に
あ
っ
て
、
前
者
永
和

本
系
か
ら
平
仮
名
古
活
字
本
!
流
布
本
ー
と
を
結
ぶ
、

い
は
三
重
要
な
鞍
帯
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
ら
が
書
写
伝
承
の
間
隙
を
余
す
と
こ
ろ

な
く
補
顛
し
、
説
明
し
得
る
も
の
で
は
な
く
て
、
之
等
は
両
本
系
と
主
体
は
一
致
し
な
が
ら
に
又
各
々
に
相
異
る
と
い
ふ
推
論
し
難
い
一

つ
の
類
を
な
し
て
ゐ
る
が
如
く
で
あ
る
。
且
つ
又
各
々
に
そ
の
特
徴
を
呈
示
し
、
類
似
と
相
違
と
を
持
っ
て
、
言
っ
て
み
れ
ば
各
個
ば
ら

/
¥
な
存
在
で
も
あ
る
。
漠
然
と
両
本
系
の
中
間
に
存
す
る
と
い
ふ
の
も
そ
の
意
味
か
ら
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
本
絵
巻
の
詞
書
も
、

面
に
於
て
は
、
永
和
本
系
特
有
の
詞
章
を
保
持
し
て
ゐ
る
が
、
他
面
、
永
和
本
系
の
み
な
ら
ず
、
流
布
本
系
共
々
に
有
す
る
章
句
の
省
略
、

簡
略
化
が
著
し
く
目
立
っ
て
ゐ
る
の
に
気
付
く
。

先
づ
永
和
本
系
の
み
に
見
ら
れ
る
特
徴
の
数
例
を
本
絵
巻
の
詞
章
と
比
較
し
て
み
る
と
、



O
永
和
三
年
写
本
第
十
三
段

ー
御
門
徒
ノ
大
衆
五
百
余
人
白
昼
ニ
左
府
ノ
第
宅
三
条
京
極
ヱ
打
寄
タ
リ
近
所
ノ
私
候
人
五
十
余
人
身
命
ヲ
軽
シ
テ
塞
戦
ヱ
ト
モ
大
衆
文

ト
モ
セ
ス
責
入
ケ
ル
間
渡
殿
釣
殿
泉
殿
イ
ラ
カ
ヲ
並
ヘ
シ
玉
ノ
欄
干
一
宇
モ
不
残
焼
払
フ
|

O
本
絵
巻

ー
御
門
徒
の
大
衆
五
百
余
人
三
条
京
極
へ
と
り
か
け
た
る
に
近
習
五
十
余
人
身
命
を
か
ろ
し
め
た
〉
か
ふ
と
い
へ
と
も
大
衆
事
と
も
せ
す

責
入
け
り
わ
た
殿
つ
り
殿
蓑
を
な
ら
へ
し
玉
の
欄
干
一
う
も
の
こ
ら
す
焼
は
ら
ふ
|

O
永
和
岡
本
第
第
十
七
段

ー
入
十
有
余
ナ
ル
老
翁
ヲ
一
人
縛
テ
楼
ノ
中
ヱ
入
テ
申
ケ
ル
ハ
比
翁
雨
雲
ノ
ハ
ス
レ
ヨ
リ
フ
ミ
ハ
ツ
シ
テ
落
テ
侠
ツ
ル
ヲ
ト
ラ
ヱ
テ
候
何

ト
モ
名
ヲ
付
テ
召
使
ヒ
候
虚
空
ヲ
朔
候
ハ

γ
事
ハ
誰
ニ
モ
ヲ
ト
リ
侠
ハ

γ
ト
ソ
申
ケ
ル
|

O
本
絵
巻

ー
八
句
は
か
り
な
る
老
翁
を
し
は
り
て
寵
の
中
へ
入
て
申
け
る
は
此
翁
は
日
て
り
の
雨
に
雲
の
は
つ
れ
よ
り
ふ
み
は
つ
し
て
落
て
候
を
と

ち
へ
て
ま
い
ら
せ
候
何
と
も
名
を
御
付
候
て
め
し
っ
か
へ
虚
空
を
か
け
り
侠
へ
き
事
た
れ
に
も
を
と
り
候
は
し
と
そ
申
け
る

l

。
永
和
同
本
第
廿
一
段

ー
童
ハ
脚
ヲ
懐
ノ
中
ニ
イ
タ
キ
テ
ウ
タ
テ
シ
ノ
在
様
ヤ
我
等
ヲ
ハ
イ
カ
ニ
成
ト
思
食
テ
ヵ
、
ル
御
事
ア
リ
ケ
ル
ソ
ヤ
焚
天
帝
釈
天
神
地
祇

只
我
等
カ
寿
ヲ
被
召
テ
今
一
目
ム
ナ
シ
カ
ラ
ヌ
御
カ
タ
チ
ヲ
ミ
セ
玉
へ
芦
モ
ヲ
シ
マ
ス
暗
カ
ナ
シ
メ
ト
モ

l

O
本
絵
巻

ー
童
は
あ
し
を
ふ
と
こ
ろ
の
中
に
い
た
き
う
た
て
し
の
御
あ
り
さ
ま
や
我
等
を
は
い
か
〉
な
れ
と
お
ほ
し
め
し
て
か
〉
る
事
は
あ
り
け
る

二
九
九



三

O
O

そ
や
党
天
帝
尺
天
神
唯
我
等
か
命
め
さ
れ
て
今
一
目
む
な
し
か
ら
ぬ
す
か
た
を
見
せ
給
へ
と
声
を
お
し
ま
す
な
き
か
な
し
め
と
も
|

の
如
く
、
本
絵
巻
は
天
文
九
年
写
本
、
天
理
本
、
片
仮
名
古
活
字
本
等
に
於
て
省
略
さ
れ
た
詞
章
を
有
し
、
市
も
こ
の
例
文
の
み
で
は
永

和
本
系
に
非
常
に
近
似
し
、
一
見
永
和
本
系
の
本
文
を
そ
の
億
伝
存
す
る
か
の
如
く
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
本
絵
巻
に
は
特
有
な
詞
章
省
略

の
あ
と
が
見
え
て
、
永
和
本
系
と
も
天
文
九
年
写
本
以
下
三
本
、
或
は
流
布
本
系
と
も
異
な
っ
た
簡
略
な
本
文
と
な
っ
て
ゐ
る
。
因
み
に
僅

か
五
六
例
を
と
り
上
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
比
較
の
対
象
と
し
た
の
は
永
和
三
年
本
に
最
も
近
似
す
る
幸
節
氏
蔵
絵
巻
の
詞
書
で
あ
る
。

O
人
間
の
八
苦
を
み
て
械
土
を
い
と
ふ
時
は
煩
悩
即
菩
提
と
な
り
天
上
の
五
衰
を
開
て
浄
土
を
求
る
時
は
生
死
即
浬
繋
と
な
る
l

幸
節
氏

蔵
絵
巻
|

O
人
間
の
八
苦
を
み
て
械
土
を
い
と
ふ
と
き
は
生
死
即
沼
撲
と
な
る
l

細
川
家
蔵
絵
巻
|

O
内
に
は
玉
泉
の
流
を
酌
て
四
教
三
観
の
月
を
す
ま
し
め
外
に
は
黄
石
か
道
を
踏
て
葉
砂
背
水
の
風
を
揚
た
り
さ
れ
は
或
時
は
忍
一
辱
の
衣

の
袖
に
接
受
の
慈
悲
を
つ
〉
み
或
時
は
擢
伏
の
剣
の
刃
に
猛
気
の
勇
鋭
を
ふ
る
ふ
|
幸
節
氏
蔵
絵
巻
l

O
内
に
は
く
わ
う
せ
き
か
あ
と
を
ふ
む
て
の
う
し
ゃ
清
涼
の
風
を
あ
け
た
り
あ
る
時
は
忍
辱
の
衣
の
や
い
は
に
念
怒
の
勇
鋭
を
ふ
る
ふ
|

細
川
家
蔵
絵
巻
i

O
桂
寿
に
か
た
ら
ひ
よ
り
て
茶
を
の
み
酒
を
た
〉
へ
て
あ
そ
ひ
け
る
次
に
金
の
打
枝
の
橘
に
薫
入
て
色
々
の
軽
暖
十
重
送
り
た
り
け
れ
は

童
も
は
や
志
の
ふ
か
き
程
を
見
て
よ
ろ
す
心
を
へ
た
て
ぬ
さ
ま
な
り
さ
て
梅
若
公
に
思
迷
る
心
の
や
み
い
つ
晴
へ
し
|
幸
節
氏
蔵
絵
巻
|

O
童
に
か
た
ら
ひ
よ
り
茶
を
の
み
酒
を
た
〉
へ
て
あ
そ
ひ
け
る
次
に
梅
若
公
に
思
ひ
ま
よ
へ
る
心
の
や
み
い
つ
は
れ
へ
し
!
細
川
氏
蔵
絵

巻
ー
O
心
つ
く
し
を
見
も
中
ノ
¥
い
た
は
し
け
れ
は
よ
し
や
た
〉
よ
そ
な
か
ら
み
る
は
か
り
を
我
方
に
あ
る
契
に
て
人
の
情
を
こ
そ
命
に
せ
め



と
お
も
え
は
朝
行
ゆ
き
で
は
帰
り
か
へ
り
て
は
行
日
数
も
十
日
あ
ま
り
に
な
り
に
け
り
い
つ
ま
で
も
と
人
は
い
へ
と
も
長
居
せ
ん
こ
と
も

さ
す
か
な
れ
は
明
日
は
山
へ
帰
な
ん
と
思
ひ
け
る
処
に
|
幸
節
氏
蔵
絵
巻
|

O
心
つ
く
し
を
見
も
中
/
¥
い
た
は
し
け
れ
は
明
日
は
山
へ
帰
ら
む
と
思
け
る
処
に
l

細
川
家
蔵
絵
巻
|

O
心
の
し
た
ひ
も
う
ち
と
け
て
さ
夜
の
枕
を
川
嶋
の
水
の
流
も
浅
か
ら
す
行
す
ゑ
ま
て
の
む
つ
事
も
ま
た
つ
き
な
く
に
闇
寒
し
て
蘭
風
の

夢
さ
め
や
す
く
漏
断
て
紅
涙
の
わ
か
れ
と
〉
め
か
た
け
れ
は
し
の
〉
を
さ
〉
の
一
ふ
し
に
l

幸
節
氏
蔵
絵
巻
|

O
こ
〉
ろ
の
し
た
ひ
も
う
ち
と
け
て
ゆ
く
す
ゑ
ま
て
の
む
つ
こ
と
も
ま
た
つ
き
さ
る
に
し
の
〉
小
篠
の
一
ふ
し
に
l
細
川
家
蔵
絵
巻
l

。
月
日
の
光
を
も
見
す
苔
の
し
つ
く
松
の
嵐
の
ひ
ま
も
な
く
涙
は
そ
て
に
と
こ
ろ
せ
し
わ
れ
の
み
な
ら
す
道
俗
男
女
多
く
と
ら
れ
て
け
り

と
覚
て
暗
室
に
た
〉
泣
声
の
み
そ
聞
け
る
其
夜
よ
り
l

幸
節
氏
蔵
絵
巻
|

。
月
日
の
光
を
も
み
す
な
く
よ
り
外
の
事
そ
な
き
さ
て
夜
よ
り
|
細
川
家
蔵
絵
巻
|

。
利
生
方
便
を
垂
日
か
れ
を
是
と
し
て
福
を
与
も
真
実
の
本
意
に
は
あ
ら
す
是
を
非
し
て
罰
を
行
も
慈
悲
之
至
也
只
順
逆
の
二
縁
を
も
て

遂
に
無
上
菩
提
に
趣
し
め
ん
か
為
也
我
喜
こ
と
を
人
未
可
知

l
幸
節
氏
蔵
絵
巻
|

O
り
し
ゃ
う
方
便
を
た
る
〉
日
か
れ
を
是
し
て
福
を
あ
た
ふ
る
も
慈
悲
の
至
な
り
順
逆
の
え
ん
を
以
て
我
よ
ろ
こ
ふ
と
こ
ろ
を
は
人
い
ま

た
し
ら
す
|
細
川
家
蔵
絵
巻
|

右
の
数
例
の
対
比
に
依
っ
て
も
解
る
や
う
に
、

そ
の
省
略
方
法
は
か
な
り
著
る
し
い
。
処
に
よ
っ
て
は
そ
の
文
意
も
時
に
中
断
し
て
し

ま
ふ
場
合
す
ら
あ
り
、

又
平
仮
名
古
活
字
版
以
下
諸
版
本
に
於
て
伝
存
す
る
と
こ
ろ
の
詞
章
も
本
絵
巻
に
は
省
筆
さ
れ
て
ゐ
る
所
も
あ
っ

て
ー
右
の
例
文
中
に
も
認
め
ら
れ
る

l
市
も
こ
の
様
な
箇
所
が
甚
だ
多
場
面
に
亘
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
本
絵
巻
の
絵
図
筆
跡
等
か
ら

推
し
は
か
つ
て
単
な
る
誤
写
誤
脱
な
ど
と
は
、
到
底
想
像
も
出
来
な
い
。
と
す
れ
ば
本
書
の
詞
書
が
、
依
拠
し
た
原
本
に
は
、
す
で
に
か

三

O
一
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O
ニ

-
〉
る
形
態
が
存
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
の
ほ
か
は
な
い
。
本
絵
巻
の
詞
書
が
一
面
永
和
本
系
と
か
な
り
類
似
す
る
と
こ
ろ
か
ら

考
へ
て
、
永
和
本
系
伝
来
の
過
程
に
於
て
、

一
方
増
補
加
筆
さ
れ
て
ゆ
く
、
文
禄
五
年
写
本
、
小
田
清
雄
氏
墓
写
本
の
如
き
方
向
と
、
省

筆
簡
略
化
さ
れ
て
ゆ
く
経
路
と
が
あ
っ
て
、
後
者
の
如
き
一
例
と
し
て
、

こ
の
詞
書
も
、

そ
の
変
遷
の
或
る
時
相
を
語
る
も
の
で
は
な
か

ら
う
か
と
も
思
は
れ
る
が
、
す
で
に
そ
の
変
化
の
跡
が
余
り
に
も
顕
著
で
あ
る
が
た
め
に
、

な
か
ノ
¥
に
そ
れ
を
辿
る
べ
く
も
な
い
。
且

つ
又
現
存
伝
本
中
に
之
に
類
似
す
る
省
筆
の
姿
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
之
も
又
単
な
る
想
像
に
落
る
が
、

か
う
し
た
中
間
的

な
伝
本
の
存
在
が
、
室
町
末
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
、
様
々
な
形
で
散
在
し
た
の
が
、
単
に
本
物
語
に
限
ら
ず
、
他
の
物
語
群
に
も
現

れ
た
現
象
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

そ
れ
が
又
或
る
点
で
は
本
絵
巻
の
詞
書
の
持
つ
特
質
で
も
あ
り
、

そ
の
意
義
の
存
す
る
と
こ
ろ
と
も

な
っ
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
。

本
絵
巻
が
又
一
方
流
布
本
と
異
っ
て
、
古
写
本
系
に
属
す
る
も
う
一
例
を
附
記
す
る
と
、
片
仮
名
古
活
字
本
の
あ
た
り
か
ら
記
載
さ
れ

た
と
こ
ろ
の
、
梅
若
公
が
釈
迦
獄
の
石
籍
中
で
詠
じ
た
歌
|
寂
莫
ノ
苔
ノ
雫
ニ
袖
ヌ
レ
テ
、
涙
ノ
雨
ノ
カ
ワ
ク
間
ソ
ナ
キ

l
が
同
様
に
末

載
で
あ
り
、
や
は
り
そ
の
辺
か
ら
も
、
永
和
本
系
か
ら
の
分
脈
で
あ
る
と
考
へ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

凡

{7~ 

川
前
号
に
引
続
い
て
此
処
に
織
印
し
た
の
は

け
幸
節
静
彦
氏
蔵
室
町
中
期
頃
絵
巻
三
軸

付
慶
慮
義
塾
大
学
欄
究
開
斯
道
文
庫
蔵
正
徳
六
年
版

日
開
細
川
家
永
青
文
庫
蔵
室
町
後
期
頃
絵
巻
二
軸



の
三
本
で
あ
る
。

凶
前
記
二
本
付
悼
の
両
本
は
、

そ
の
体
裁
を
異
に
す
る
が
、
解
題
中
に
記
せ
る
如
く
、
本
文
系
統
を
同
じ
く
す
る
と
思
は
れ
る
の
で
、
披

見
の
便
宜
上
、
両
本
を
同
頁
上
段
下
段
と
同
時
に
掲
げ
て
、
之
を
比
較
対
照
し
た
。

一
方
が
仮
名
を
主
体
と
し
、
又
僅
か
な
が
ら
本
文
相

違
を
示
す
た
め
、
上
下
段
の
本
文
行
数
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
の
で
、
幸
節
氏
蔵
絵
巻
絵
図
箇
所
を
以
っ
て
、

一
臆
両
本
の
段
落
と
し

て
、
段
落
毎
に
本
文
を
統
一
し
た
。
従
っ
て
間
々
空
白
を
生
ず
る
の
は
巳
む
得
な
か
っ
た
。

刷
本
文
は
す
べ
て
底
本
通
り
と
し
、
誤
字
、
脱
字
仮
名
遣
の
誤
り
等
も
底
本
通
り
そ
の
ま
〉
と
し
た
。
そ
の
内
、
誤
字
脱
字
等
の
特
に
甚

だ
し
い
も
の
に
限
り
、
(
マ
、
)
、
或
は
(
:
:
:
カ
)
と
註
記
を
施
し
た
。

凶
底
本
の
異
体
字
、
略
字
、
異
体
の
仮
名
等
は
、

お
ほ
む
ね
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

同
右
三
本
に
は
、
句
読
点
は
す
べ
て
無
い
が
、
通
読
の
便
を
考
へ
て
、
私
に
読
点
を
多
く
施
し
た
。
そ
れ
は
す
べ
て
、

、
を
も
っ
て
統
一

し
た
。

附
底
本
の
破
損
、
手
ず
れ
等
に
よ
り
、
判
読
し
得
ざ
る
処
に
は
、
大
略
の
字
数
を
口
印
で
埋
め
た
。
又
解
読
に
疑
問
を
猶
残
す
文
字
に
は

口
印
で
之
を
囲
み
、
左
下
に
(
:
:
:
カ
)
と
註
記
し
た
。

川
本
文
の
改
行
は
、
底
本
通
り
に
て
は
如
何
に
も
読
み
づ
ら
い
の
で
私
に
多
く
行
を
改
め
た
。

則
幸
節
静
彦
氏
蔵
絵
巻
に
は
書
写
後
消
除
さ
れ
た
振
仮
名
の
墨
痕
が
猶
薄
く
残
る
が
判
然
た
る
を
除
き
、
之
を
掲
録
し
な
か
っ
た
。

川
間
幸
節
静
彦
氏
蔵
絵
巻
に
は
見
消
ち
の
箇
所
が
数
ケ
所
散
点
す
る
が
、
底
本
通
り
之
を
掲
げ
、

そ
の
本
文
に
点
線
を
施
し
た
。

同
又
幸
節
静
彦
氏
蔵
絵
巻
に
就
い
て
は
本
論
集
前
号
誌
上
に
、

そ
の
解
題
を
掲
載
し
た
の
で
、
本
号
に
は
之
を
省
略
し
た
。

ニ
O
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O
四

御
貴
重
な
る
御
蔵
書
の
披
見
、
鱗
刻
の
御
清
諾
賜
っ
た
幸
節
静
彦
氏
、
江
戸
川
乱
歩
氏
、
細
川
家
永
青
文
庫
に
、
謹
ん
で
絃
に
深
謝
申

上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
本
調
査
に
於
て
所
在
判
明
の
本
物
語
の
伝
存
本
は
、
龍
門
文
庫
蔵
平
仮
名
十
二
行
古
活
字
本
を
除
い
て
、
テ
キ
ス

ト
上
の
調
査
を
一
慮
終
了
し
た
。
更
に
平
仮
名
十
二
行
本
の
欠
を
補
ひ
得
れ
ば
幸
ひ
で
あ
る
。

秋

夜

三五
ロロ

〔
室
町
中
期
〕
絵
巻

長

物

幸
節
静
彦
氏
蔵

夫
、
春
の
花
の
樹
頭
に
昇
は
、
上
求
菩
提
の
機
を
す
〉
め
、
秋
の

月
の
水
底
に
下
は
、
下
化
衆
生
の
相
を
顕
す
、
天
言
な
く
し
て
、

物
々
皆
顕
示
す
、
人
心
あ
り
、
華
々
と
し
て
、
量
不
勤
や
、
若
人

あ
て
、
人
間
の
八
苦
を
み
て
、
械
土
を
い
と
ふ
時
は
、
煩
悩
即
菩

提
と
成
り
、
天
上
の
五
衰
を
聞
て
、
浄
土
を
求
る
時
は
、
生
死
即

垂

浬
繋
と
な
る
、
誌
に
、
諸
仏
薩
援
の
、
順
逆
の
化
道
を
た
つ
ぬ
る

目
、
罪
あ
る
を
は
、
邪
よ
り
正
に
入
、
縁
な
き
を
は
、
悪
よ
り
善

に
誘
給
ふ
、
何
以
か
い
ふ
と
な
ら
は
、
経
論
に
説
所
、
書
伝
に
載

す
る
所
は
、
事
繁
は
、
申
に
言
葉
た
ら
す
、
近
来
、
耳
に
ふ
れ
し

秋

慶
磨、
義
塾
大
ρ; -一子ー 1下
型附極
所属 7て
斯年
道版
文
庫
蔵

夜

の

長

物

語

の

そ
れ
、
春
の
花
の
じ
ゅ
と
う
に
の
ほ
る
は
、
上
求
ぼ
だ
ひ
の
き
を

げ

け

す
〉
め
、
秋
の
月
の
す
い
て
い
に
く
た
る
は
、
下
化
し
ゅ
じ
ゃ
う

の
さ
う
を
あ
ら
は
す
、
天
こ
と
は
な
く
し
て
、
物
々
み
な
あ
ら
は

れ
し
め
す
、
人
心
あ
り
、

へ
ん
ノ
¥
と
し
て
、
あ
に
つ
と
め
さ
ら

ん
や
、
も
し
人
あ
っ
て
、

人
間
の
八
く
を
見
て
、

ゑ
ど
を
い
と
ふ

時
、
ほ
ん
な
う
す
な
は
ち
ぼ
だ
ひ
と
な
り
、
天
上
の
五
す
い
を
聞

て
、
じ
ゃ
う
ど
を
も
と
む
る
時
は
、

し
ゃ
う
じ
す
な
は
ち
ね
は
ん

と
な
る
、
か
る
が
ゆ
へ
に
、
し
よ
仏
ぼ
さ
つ
の
、

け

の
化
だ
う
を
し
」
(
一
オ
)
め
す
日
、

じ
ゅ
ん
ぎ
や
く

つ
み
あ
る
を
は
、
邪
よ
り
正



事
の
、
あ
ま
り
に
あ
わ
れ
に
1

不
思
議
な
り
し
か
は
、
面
々
に
、

枕
を
峠
さ
せ
給
へ
、
老
の
ね
覚
に
、
秋
の
夜
の
長
物
か
た
り
一
申

侍

一
条
院
の
御
宇
に
、
西
山
の
謄
西
上
人

と
聞
て
、
道
学
兼
備
し
た
り
し
人
は
、
本
は
、
北
嶺
東
塔
の
衆
徒

今
は
昔
と
も
や
申
へ
き
、

に
、
西
谷
勧
学
院
の
宰
相
律
師
、
桂
海
と
云
人
に
て
そ
、
あ
り
け

ケ
ウ

玉
泉
の
流
を
砂
て
、
四
教
三
観
の
月
を
す
ま
し
め
、

る
、
内
に
は
、

外
に
は
、
黄
石
が
道
を
踏
て
、
義
砂
背
水
の
風
を
揚
た
り
、
さ
れ

は
、
或
時
は
、
忍
辱
の
衣
の
袖
に
、
接
受
の
慈
悲
を
つ
〉
み
、
或

時
は
、
推
伏
の
銀
の
刃
に
、
猛
気
の
勇
鋭
を
ふ
る
ふ
、
誠
に
、
真

俗
の
侍
頼
、
文
武
の
達
人
な
り

木

壮
年
の
比
、
花
の
落
、

O
葉
の
散
を
見
て
、
ね
ぬ
夜
の
夢
や
、
さ

こ
は
そ
も
、
何
事
哉
、
我
、
適
、
俗
塵
の
境
界
を
は

め
に
け
む
、

な
れ
て
、
釈
氏
の
門
室
に
入
な
か
ら
、
明
暮
は
、

只
名
聞
利
養
に

に
い
れ
、
ゑ
ん
な
き
を
は
、
あ
く
よ
り
善
に
い
さ
な
ひ
給
ふ
、
何
を

も
っ
て
か
い
ふ
と
な
ら
は
、
き
ゃ
う
ろ
ん
の
所
説
、
書
伝
に
の
す

る
と
こ
ろ
、
事
し
げ
〉
れ
ば
、
申
に
こ
と
ば
た
ら
ず
、
き
ん
ら
い
、

み
〉
に
ふ
れ
し
事
、

ふ
し
ぎ
成
し
か
ば
、

あ
ま
り
に
あ
は
れ
に
、

め
ん
/
¥
、
枕
を
そ
ば
だ
て
さ
せ
給
へ
、
老
の
ね
さ
め
に
、
秋
の

一
ッ
申
侍
ら
む

ご
ほ
り
か
は
の
ゐ
ん

今
は
む
か
し
と
も
や
申
ベ
き
、
後
堀
川
院
の
ぎ
ょ
う
か
と
よ
、

し
山
陰
西
上
人
と
聞
え
て
、
皆
殺
釈
僻
一
川
一
た
り
し
人
は
、

よ
の
な
が
物
が
た
り
、

も
と

は

ほ
く
れ
い
ひ
か
し
だ
に
の
し
ゆ
と
」
、
(
一
ウ
)
く
は
ん
が
く

ゐ
ん
の
さ
い
し
ゃ
う
り
つ
し
、
け
い
か
い
と
云
人
に
て
そ
、

あ
り

け
る
、
内
に
は
、
ぎ
よ
く
せ
ん
の
な
か
れ
を
く
み
、
四
け
う
三
く

く
わ
う
せ
き
こ
う

は
ん
の
月
を
す
ま
し
め
、
外
に
は
、
黄
石
公
が
道
を
ふ
み
、
な
う

し
や
は
い
す
い
の
風
を
え
た
り
、
さ
れ
は
、
或
時
は
、

の
衣
の
袖
に
、

に
ん
に
く

せ
っ
し
ゅ
の
じ
ひ
を
つ
〉
み
、
あ
る
時
は
、
け
ん

ま
う
き
の
よ
う
ゑ
つ
を
ふ
る
う
、

た
っ
し
ゃ

ぶ
ん
ふ
の
達
者
也

ふ
く
の
つ
る
ぎ
の
や
い
ば
に
、

ま
こ
と
に
、

し
ん
ぞ
く
の
い
ら
い
、

さ
う
ね
ん
の
比
、
花
の
ち
り
、

は
の
お
つ
る
を
み
て
、

ね
ぬ
夜
の

三

O
玉



の
み
赴
て
、
出
離
生
死
の
い
と
な
み
に
、
情
ぬ
る
事
の
、
あ
さ
ま
し

け
り
は

さ
よ
と
、
思
心
い
て
き
に
け
る
、
擁
、
山
よ
り
山
の
奥
を
も
尋
、

カ
ク

ν
カ

柴
の
い
ほ
り
の
、
し
は
し
は
か
り
の
陰
家
を
も
、
む
す
は
〉
や
と

キ
ウ

は
、
思
け
れ
と
も
、
旧
縁
の
つ
な
く
所
を
は
、
人
こ
と
に
、
は
な

れ
か
た
く
お
も
え
は
、
醤
王
山
王
の
結
縁
も
、
捨
か
た
く
、
同
朋

同
宿
の
別
も
、
さ
す
か
に
、
名
残
を
し
く
て
、

い
た
つ
ら
に
、
月

日
を
そ
送
け
る

其
ノ
心
内
に
う
こ
き
て
、
言
外
に
あ
ら
は
れ
け
る
に
や

朝
々
暮
々
風
塵
底

失
脚
誤
生
三
十
年

何
レ
日
ヵ
人
間
栄
辱
眼

古
松
陰
一
奏
者
雲
眠

こ
れ
ほ
と
に
、
思
立
ぬ
る
事
の
、

か
な
は
ぬ
は
、
邪
魔
外
道
の
、

我
を
妨
に
や
、

さ
ら
は
、
仏
菩
薩
の
、
擁
護
を
恐
て
、
此
ノ
願
を

成
就
せ
ん
と
思
て
、

石
山
に
詣
て
つ
〉
、

七
日
か
あ
ひ
た
、

五

仙

川

を
地
に
な
け
、

一
心
に
誠
を
い
た
し
て
、

道
心
堅
固
即
詮
一
一
無
上

菩
提
一
と
そ
、

い
の
り
け
る

七
日
に
満
し
け
る
夜
、
礼
擦
を
枕
に
て
、

ま
と
ろ
み
た
る
夢
に
、

仏
殿
の
錦
帳
の
中
よ
り
、
容
色
美
麗
な
る
児
の
、

い
ふ
は
か
り
な

三

O
六

は
そ
も

何
事
ぞ
や

釈し 、
や

氏i我
の、

も fこ
んま

ゆ
め
や
、
さ
め
た
り
け
ん
、

ぞ
く
ち
ん

ノ
¥
、
俗
塵
の
け
う
、
が
い
を
は
な
れ
て
」
(
二
オ
)
、

し
つ
に
入
な
か
ら
、
朝
暮
は
、

た
〉
め
う
も
ん
り
ゃ
う
の
み
お
こ

っ
て
、

し
ゆ
っ
り
し
ゃ
う
じ
の
っ
と
め
を
〉
こ
た
り
ぬ
る
事
の
、

あ
さ
ま
し
さ
よ
と
、
思
ふ
心
い
で
き
に
け
れ
は
、
や
か
て
、
山
よ

り
山
の
お
く
を
も
た
つ
ね
、

し
ば
の
い
ほ
り
の
、

し
ば
し
ば
か
り

の
か
く
れ
が
を
も
、

む
す
ば
〉
や
と
、
思
ひ
け
る
が
、
き
う
え
ん

の
つ
な
ぐ
所
を
は
、
人
ご
と
に
、
は
な
れ
が
た
き
な
ら
ひ
な
れ
ば
、

ど
う
句
ほ
う
と
う

い
わ
う
さ
ん
わ
う
の
け
ち
え
ん
も
、
す
て
か
た
く
、
同
朋
同
じ
ゅ

く
の
わ
か
れ
も
、

さ
す
が
に
な
こ
り
お
し
け
れ
ば
、

心
は
か
り
は

あ
ら
ま
し
て
、

い
た
つ
ら
に
、
月
日
を
そ
を
く
り
け
る

共
心
う
ち
に
う
ご
き
て
(
二
ウ
)
こ
と
ば
外
に
あ
ら
は
れ
け
る
に
や

て
う

/t
ほ
ぼ
ふ
う
ち
ん
そ
F

』

し

つ

き

や

く

あ

や

ま

っ

て

し

ゃ

う

朝

々

暮

々

風

塵

底

失

脚

誤

生

三

十

年

い
つ
れ
の
ひ
か
け
ん
え
い
し
ょ
く
の
ま
な
こ
こ
せ
う
ゐ
ん
の
う
ち
に
み
て
く
も
を
ね
む
る

何

日

人

間

栄

辱

眼

古

松

陰

一

畏

看

ν
雲

眠

こ
れ
程
に
、
思
ひ
た
ち
ぬ
る
事
の
、

じ
ゃ
ま
げ
だ

か
な
は
ぬ
は
、

う
の
、
我
を
さ
ま
た
ぐ
る
に
や
、

さ
ら
ば
、
仏
ぼ
さ
つ
の
、
を
う

ご
を
頼
み
て
、
此
ぐ
は
ん
を
じ
ゃ
う
じ
ゅ
せ
ん
と
お
も
ひ
て
、
石



く
、
あ
で
や
か
な
る
か
、
立
い
て
〉
、
散
ま
か
ひ
た
る
、
花
の
木

陰
に
、
立
や
す
ら
ひ
た
れ
は
、
青
葉
か
ち
に
、
繍
た
る
水
干
の
、

'.=b. 

JA 

山

桜
l
花、

ふ
た
〉
ひ
、
さ
き
た
る
か
と
う
た
か
は
れ
て
、

雪
の
知
ふ
り
か
〉
り
た
る
を
、
袖
に
つ
〉
な
か
ら
、

み
脱
カ

お
ほ
え
ぬ
に
、
暮
行
け
し
き
に
、
け
さ
れ
て
、
見
え
す
成

い
っ
ち
へ
行

シ
γ
も、

ぬ
と
見
え
て
、
夢
は
則
さ
め
に
け
り

是
則
、
所
願
成
就
の
、
夢
想
な
り
と
、
う
れ
し
く
思
て
、
ま
た
し

の
〉
め
の
、
あ
け
は
て
ぬ
に
、
立
か
へ
り
、
又
外
よ
り
来
へ
き
物

を
待
様
に
、
今
や
道
心
の
を
こ
る
と
、
待
い
た
れ
は
、
猶
、
山
深

く
す
ま
は
や
と
、
思
し
心
は
、
う
ち
う
せ
て
、
夢
に
見
え
つ
る
、

児
の
面
影
、
時
程
も
、
身
を
は
な
れ
す
、

そ
ふ
も
、
誠
の
う
つ
〉

な
ら
ね
は
、

せ
ん
か
た
な
き
思
に
、

た
え
か
ね
て
、
さ
て
し
ゃ
、

一
輝
の
香
を
焼
て
、
仏
前
に
向
は
、
漢
の
季
夫

若
一
な
く
さ
む
と
、

人
の
、

O
魂
香
の
煙
に
、
身
を
こ
か
し
給
し
、
武
帝
の
御
思
、
身

に
し
ら
れ
、
空
山
の
花
を
一
諒
し
て
、
雲
底
に
よ
れ
は
、

亙
山
の
神

女
、
雲
と
な
り
、
雨
と
な
り
し
、
夢
の
後

O
面
影
に
立
木
も
し
ら

す
と
な
け
き
給
け
む
、
嚢
王
の
御
涙
も
、

よ
そ
な
ら
す

山
に
詣
し
て
、
一
七
日
の
問
、
五
た
ひ
を
地
に
な
け
、

そ
く

2う

こ
と
を
い
た
ら
し
て
、
た
う
し
ん
け
ん
こ
即
詮
無
上
ほ
だ
ひ
と
、

一
心
に
ま

い
の
り
け
る

作
り
い

七
日
に
満
け
る
夜
、
礼
は
ん
を
ま
く
ら
に
し
て
、
ち
と
ま
と
ろ
み

ぷ

つ

で

ん

に

し

き

ち

ゃ

う

た
る
夢
に
、
仏
殿
」
(
三
オ
)
の
錦
の
帳
の
内
よ
り
、
ょ
う
し
よ
く

び
れ
い
な
る
ち
ご
の
、

い
ふ
斗
な
く
、
あ
で
や
か
な
る
か
、
立
出

て
、
ち
り
ま
が
ひ
た
る
、
花
の
木
か
け
に
、
立
や
す
ら
ひ
た
る
を

み
れ
は
、
あ
を
は
か
ち
に
、

ぬ
い
た
る
す
い
か
ん
の
、

と
を
山
さ

く
ら
に
、
花
ふ
た
〉
ひ
さ
き
た
る
か
と
う
た
が
は
れ
て
、
雪
の
こ

と
く
に
、

ふ
り
か
〉
り
た
る
を
、
袖
に
つ
〉
み
な
か
ら
、

い
つ
か

た
へ
ゆ
く
共
、

お
ほ
え
ぬ
に
、
暮
行
け
し
き
に
、
き
え
さ
り
て
、

み
え
す
成
ぬ
と
見
え
て
、
夢
は
す
な
は
ち
さ
め
に
け
り

こ
れ
則
、

し
よ
ぐ
わ
ん
じ
ゃ
う
じ
ゅ
の
、

む
さ
う
な
り
と
、
う
れ

し
く
思
て
、

し
の
〉
め
の
あ
け
は
て
ぬ
ま
に
、

た
ち
」
(
三
ウ
)

〔
挿
絵

第
一
図
〕
(
又
三
オ
)

〔
挿
絵

第
二
図
〕
(
又
三
ウ
)

か
へ
り
ぬ
、

ほ
か
よ
り
来
へ
き
物
を
ま
つ
や
う
に
、

い
ま
や
た
う

三

O
七



山
王
の
神
佑
に
、
我
一
人
の
衆
徒
を
う
し
な
ふ
も
、

京カ!'動
離の
ID (jfJJ 

を
、
さ
か
さ
ま
に
、

呑
か
こ
と
し
と
、

悲
給
し
か
は
、

を
は
、
何
様
、
山
王
の
惜
思
食
て
、
道
心
を
は
、

さ
ま
た
け
さ
せ

給
に
や
、

さ
様
の
神
慮
な
り
と
も
、
命
い
き
て
こ
そ
、

法
燈
の
頚
風
に
向
を
も
、
挑
け
む
す
れ
、
暮
待
程
の
、
噌
路
の
身
も

た
と
ひ
、

あ
ら
し
、

い
ま
は
と
思
わ
ひ
け
れ
は
、

石
山
の
観
音
を
こ
そ
、

こ
ち
申
め
と
思
て
、

又
石
山
へ
そ
詣
け
る

絵

第
一
図
〕

一二

O
八

し
ん
お
こ
る
と
、

ま
ち
ゐ
た
る
と
こ
ろ
に
、

山
ふ
か
く
す

な
を
、

主
ば
や
と
、
思
ひ
し
心
は
、
う
せ
て
、
事
に
み
え
つ
る
、

ち
ご
の

お
も
か
け
、
時
の
ほ
と
も
、
身
を
は
な
れ
す
、

た
ち
そ
ふ
も
、

ま

こ
と
の
う
つ
一
〉
な
ら
ね
は
、

せ
ん
一方
燈な
のき
香す思
をひ
焼~ ~こ

丈た

仏二
日IIJ ね
ドて
む

さ
て
も
や
、
も
し
な
ぐ
さ
む
と
、

か

か
へ
は
、

は
ん
ご
ん
か
う
の
け
ふ
り
に
、

か
ん
の
り
ふ
じ
ん
の
、

身
を
こ
か
し
給
ひ
し
、

ぶ
て
い
の
御
お
も
ひ
も
、

身
に
し
ら
れ
、

く
う
ざ
ん
の
花
を
詠
て
、

つ
ん
て
い
に
の
ぼ
れ
は
、

ぶ
さ
ん
の
し

ん
ぢ
よ
、

く
も
と
な
り
」
(
凹
オ
)
、
雨
と
成
し
、
夢
の
〉
ち
の
お
も

治￥

(t 

な
け
き
給
ひ
け
ん
、

し
ゃ
う
わ
う
の

た
つ
き
も
し
ら
ず
、

御
な
み
た
も
、

よ
そ
な
ら
ず

山
王
の
し
ん
た
く
に
、
我
一
人
し
ゆ
と
を
う
し
な
ふ
は
、

三
尺
の

釧仰を、

か
な
し
み
給
ひ
し
か
ば
、
我
り
さ
ん

の
む
が
ご
と
し
と
、

を

い
か
さ
ま
、

山
王
の
お
し
み
お
ほ
し
め
し
て
、
道
心
を
、

今
A
」

い
の
ち
い
き
て
こ
そ
、

た
と
ひ
、
さ
ゃ
う
の
し
ん
り
よ
成
と
も
、

た
い
ふ
う

ほ
う
と
う
の
頚
風
に
む
か
ふ
を
も
、

ま
た
げ
さ
せ
給
ふ
に
や
、

?ぃ
〉

げ
ん
ず
れ
、
十
株
主
つ
ほ
と
の
、

っ
ゅ
の
身
も
あ
ら
じ
、

A
7
は
と
思



三
井
寺
の
前
を
、
す
き
け
る
に
、
降
と
も
し
ら
ぬ
春
雨
の
、
顔
に

ほ
ろ
/
¥
と
か
〉
り
け
れ
は
、
雨
や
と
り
せ
ん
と
お
も
ひ
て
、
金

堂
の
か
た
へ
と
行
所
に
、
聖
護
院
の
御
房
の
庭
に
、
老
木
の
花
の
、

色
こ
と
な
る
、
栴
、
垣
に
あ
ま
り
て
‘
雲
を
し
け
り
、
逢
に
大
家

を
み
て
、
花
あ
れ
は
則
入
、

と
云
、
詩
の
心
に
引
て
、
門
の
傍
に
、

立
寄
た
れ
は
、
齢
二
八
は
か
り
な
る
児
の
、
水
魚
沙
の
水
干
に
、

配
紅
の
あ
こ
め
か
さ
ね
て
、
腰
囲
ほ
そ
や
か
に
、
け
ま
わ
し
ふ
か

み
る
人
あ
り
と
も
、
し
ら
さ
り
け
る
に

タ
チ

や
、
御
す
の
内
よ
り
、
庭
に
立
出
て
、
雪
を
も
け
に
さ
き
た
る
、

く
、
み
や
ひ
か
な
る
か
、

し
つ
ゑ
の
花
を
、

一
ふ
さ
手
に
を
り
て

降
雨
に
、

ぬ
る
と
も
を
ら
ん
、
山
桜
、
雲
の
か
へ
し
の
、
風
も

こ
そ
ふ
け

と
、
一
阿
一
詠
し
て
、
花
の
し
つ
く
に
、
立
ぬ
れ
た
る
勝
、

ヵ

か
と
、
迷
は
れ
て
、
さ
そ
ふ
風
も
や
あ
ら
む
と
、
し
つ
心
な
け
れ

こ
れ
も
花

ば
、
お
ほ
ふ
は
か
り
の
袖
も
か
芯
と
、
雲
に
も
、
霞
に
も
、

か
>. 

ひ
け
れ
ば
、
石
山
の
く
は
ん
お
ん
を
こ
そ
、

か
こ
ち
申
さ
め
と
お

も
ひ
て
、
又
い
し
や
ま
へ
そ
」
(
四
ウ
)
ま
う
で
け
る

ニ
井
寺
の
ま
へ
を
、
す
ぎ
け
る
に
、

ふ
る
と
も
し
ら
ぬ
春
雨
の
、

か
ま
に
、

ほ
ろ
/
¥
と
か
〉
り
け
れ
ば
、

し
ば
ら
く
、
あ
ま
や
ど

り
せ
ん
と
思
ひ
て
、

こ
ん
た
う
の
か
た
へ
く
た
り
ゆ
く
処
ニ
、

し

ゃ
う
ご
ゐ
ん
の
御
ば
う
の
に
わ
に
、
老
木
の
花
の
、

色
こ
と
な
る
、

は
る
か
み
斥
戸
煙
ん
か
を

遁
見
ニ
人
家
一

こ
ず
ゑ
か
き
に
あ
ま
り
て
、

は

な

あ

れ

ば

す

な

は

ち

い

る

し

花
便
入
、
詩
の
心
に
ひ
か
れ
て
、
門
の
か
た
は
ら
に
、

く
も
を
か
く
せ
り
、

と
云
、

立
よ
り
た
れ
ば
、
よ
は
ひ
二
八
ば
か
り
な
る
ち
ご
の
、
水
魚
紗
の
す

い
か
ん
に
、
う
す
ぐ
れ
な
ゐ
の
あ
こ
め
か
さ
ね
一
巴
、
一
同
一
固
い
ほ

カ

そ
や
か
に
、
け
ま
は
し
ふ
か
く
、
み
や
」
(
玉
オ
)
び
や
か
な
る
か
、

み

見
る
人
あ
り
と
も
、
し
ら
ざ
り
け
る
に
や
、
御
す
の
内
よ
り
、
に
わ

に
立
出
て
、
雪
お
も
け
な
る
、
し
た
枝
の
花
を
、

一
ふ
さ
た
お
り
て

ふ
る
雨
に
、
ぬ
る
と
も
お
ら
ん
、
山
さ
く
ら
、
雲
の
か
へ
し
の
、

か
せ
も
こ
そ
ふ
け

と
、
う
ち
な
が
め
て
、
花
の
し
づ
く
に
、
立
ぬ
れ
た
る
ふ
ぜ
い
、

こ
れ
も
花
か
と
、

ま
と
は
れ
て
、
さ
そ
ふ
風
も
や
あ
一
同
一
ん
と
、
し

カ

三

O
九



る
へ
き
心
な
む
し
け
る
一
に
一
、

ト
ポ
ソ

心
な
き
風
の
、
扉
を
き
り
ノ
¥
と
、

吹
な
ら
し
た
る
に
、
人
に
や
と
、

あ
や
し
け
に
み
や
り
て
、
花
を

手
に
も
ち
な
か
ら
、

懸
の
本
を
め
く
り
て
、
し
っ
か
に
あ
よ
む
に
、

み
る
ふ
し
さ
の
こ
と
く
に
て
、

ゆ
ら
ノ
¥
と
、

か
〉
り
た
る
、

、A'
h

，
明
日
目
マ

t
，

の
す
そ
、
柳
の
い
と
に
、

っ
ち
ま
わ
り
て
、
引
留
た
る
を
、

ほ
れ

/
¥
と
、
見
か
へ
り
た
る
目
っ
き
、
顔
の
匂
、

い
ふ
は
か
り
な
き

さ
ま
、
行
へ
な
く
、
我
を
迷
つ
る
、

ゆ
め
の
た
〉
ち
に
、

す
こ
し

も
た
か
は
ね
は
、

み
し
夜
の
夢
は
う
ち
わ
す

い
ま
の
う
つ
つ
に
、

れ
て
、

日
暮
と
も
、
行
ぬ
へ
き
か
た
も
お
ほ
え
す

主
、
」
'
叉
士
、

斗
」
ノ

I
a
'
I

金
堂
の
紋
に
、

ひ
れ
ふ
し
て
、
夜
も
す
か
ら
、

戸

、

ド

ミ

、

ノ

ヰ
J
L
、
よ
川
M

吋山
V

わ
ひ
ぬ

こ
れ
や
夢
、

わ
け
か
ね
つ
、

あ
り
し
や
う
つ
〉
、

い
つ
れ
に
ま

よ
ふ
、
心
な
る
ら
む

{¥  

I(_/}、
耳、ι;

第
二
図
〕

夜
あ
け
ぬ
れ
は
、
又
昨
日
の
所
に
ゆ
き
て
、
御
一
局
O
か
た
わ
ら
に
、

俳
佃
た
る
に
主
の
い
と
き
よ
け
な
る
か
、

ぬ
き
す
の
下
の
、
水
す

一二
O

づ
心
な
け
れ
ば
、

お
ほ
ふ
斗
の
袖
も
が
な
と
、

く
も
に
も
か
す
み

心
な
き
風
の
、

と
ほ
そ

か
す
へ
き
心
地
な
ん
し
け
れ
ば
、

を
き
り
ノ
ヘ
と
、

ふ
き
な
ら
し
た
る
に
」
(
五
ウ
)
、
人
あ
る
か
と
、

あ
や
し
げ
に
見
や
り
て
、
花
を
手
に
も
ち
な
が
ら
、

か
〉
り
の
も

と
を
め
く
り
て
、

し
づ
か
に
あ
ゆ
む
に
、
見
る
ふ
さ
の
ご
と
く
に

か
〉
り
た
る
、

ゃ
な
ぎ
の
い

か
み
の
す
そ
、

な
が
/
¥
と
、

と
に
、

ヅ
ち
ま
と
は
れ
て
、
引
と
ゾ
め
た
る
を
、

ほ
れ
ノ
¥
と
、

見
か
へ
り
た
る
目
っ
き
、

か
ほ
の
に
ほ
ひ
、

い
ふ
は
か
り
な
き
さ

ま
、
行
衛
な
く
、
我
を
ま
よ
は
し
つ
る
、
夢
の
た
、
メ
ち
に
、

少
も

ニ
ハ
十
ム
ミ
ギ
品
、

f
f
l
ォ
;

み
し
ム
伐
の
ゆ
め
は
、

う
ち
わ
す

ム
マ
の
ャ
フ
つ
〉
に
、

れ
て
、

日
く
る
れ
ど
も
、
行
ぬ
へ
き
方
も
お
ほ
え
ず

士
三
文
士
、

-
-
J
3
1
J
u
t
 

こ
ん
た
う
の
ゑ
ん
に
、

ひ
れ
ふ
し
て
、

よ
も
す
か
ら
、

な
が
め
わ
び
ぬ
」
(
六
オ
)

こ
れ
や
ゆ
め
、

あ
り
し
や
う
つ
〉
、

い
つ
れ
に

わ
き
か
ね
つ
、

ま
よ
ふ
、

こ
〉
ろ
な
る
ら
む

夜
あ
け
ぬ
れ
は
、
又
き
の
ふ
の
所
へ
行
て
、
御
坊
の
か
た
は
ら
に
、

や
す
ら
ひ
た
る
に
、

は
ら
は
の
い
と
き
ょ
げ
な
る
が
、

ぬ
き
す
の



て
ん
と
て
、
門
の
外
に
出
た
る
を
、

見

侍

の
、
童
な
り
し
と
、
お
も
ひ
て
、
立
寄
っ
ヘ
ち
と
物
と
ひ
甲
候

は
ん
、
と
云
け
れ
は
、
な
に
事
に
て
候
や
ら
ん
と
て
、
事
の
外
な

こ
れ
や
、
も
し
、
昨
日
の
児

る
、
け
し
き
も
な
し

律
師
、
う
れ
し
く
思
て
、
昨
日
、
此
院
家
に
、
水
魚
沙
の
水
干
め

さ
れ
て
、
御
年
の
程
、
十
六
七
に
見
え
さ
せ
給
候
つ
る
、
少
人
の

御
事
や
、
知
ま
い
ら
せ
給
た
る
と
、
聞
は
、
童
、
う
ち
わ
ら
ひ
て
、

我
こ
そ
、

こ
の
御
方
に
、
め
し
っ
か
わ
る
〉
物
に
て
候
へ
、
此
御
名

を
は
、
梅
若
公
と
申
候
、
御
里
は
、
花
薗
の
左
大
臣
殿
に
て
候
、

御
心
わ
く
か
た
な
く
、

い
つ
わ
り
の
あ
る
世
と
た
に
も
、
思
食
れ

ぬ
程
の
、

は
か
な
き
御
心
あ
て
に
て
候
へ
は
、

一
寺
の
老
僧
、
若

輩
、
春
に
お
く
れ
た
る
、

一
木
の
花
を
見
て
、

よ
そ
に
散
心
も
な

く
、
中
秋
の
月
の
、
く
ま
な
き
に
、
皆
我
家
の
光
を
、
あ
ら
そ
ふ

な
る
風
情
に
て
侠
を
、
此
ノ
御
所
の
御
様
、
あ
ま
り
に
ゆ
る
す
か

た
な
く
、
御
渡
候
程
に
、
管
絃
数
奇
の
席
な
ら
で
は
、
御
出
も
候

は
す
、

い
つ
と
な
く
、
深
窓
の
内
に
向
て
、
詩
を
つ
く
り
、
寄
を

よ
み
て
、
等
閑
に
、
月
日
を
す
こ
さ
せ
給
候
な
り
と
そ
、

か
た
り

し
た
な
る
、
水
す
て
ん
と
て
、
門
の
外
に
出
た
り
、
是
や
、
も
し

き
の
ふ
の
ち
ご
の
、

ゆ
か
り
な
る
ら
ん
と
、
思
ひ
て
、
立
よ
り
つ

〉
、
ち
と
物
申
さ
ん
と
、

い
へ
ば
、
何
事
に
て
候
や
ら
ん
と
て
、

こ
と
の
外
な
る
、
け
じ
き
も
な
し

り
つ
し
、
う
れ
し
く
思
ひ
て
、
き
の
ふ
、
此
ゐ
ん
か
に
、
水
魚
紗

の
す
い
か
ん
め
さ
れ
て
、
御
と
し
の
ほ
ど
、
十
六
七
斗
に
み
え
さ

せ
給
へ
る
」
(
六
ウ
)
、
せ
う
じ
ん
の
御
事
や
、
し
り
参
ら
せ
さ
せ
給

ひ
候
と
、
と
へ
ば
、
わ
ら
は
、
う
ち
ゑ
み
て
、
我
こ
そ
、
其
御
か
た
に

め
し
っ
か
は
る
〉
も
の
に
て
候
へ
、
御
名
を
は
、
梅
若
公
と
申
、

御
さ
と
は
、
花
ぞ
の
左
大
じ
ん
殿
に
て
候
、
御
心
わ
く
方
な
く
、

い
つ
は
り
の
あ
る
世
と
た
に
、

寺じお
のほ
老号し
僧?め
、さ

ぢぬ
やほ
くと
はの
し、、

もは
、か

春な

き
御
心
あ
て
に
て
候
へ
ば
、

に
を
く
れ
た
る
、
一
木
の
花
を
見
て
、
よ
そ
に
ち
る
心
も
な
く
、
ち
事

う
し
う
の
月
の
、
く
ま
な
き
に
、

み
な
我
家
の
ひ
か
り
を
、
あ
ら

そ
ふ
な
る
ふ
ぜ
い
に
て
候
を
、
此
御
し
よ
の
御
一
回
ぅ
、
あ
ま
り
に

ヵ

ゆ
る
ぐ
方
な
く
、
御
わ
た
り
候
程
に
、
く
は
ん
げ
ん
」
(
七
オ
)
数

歌
の
席
な
ら
で
は
、
御
出
も
候
は
ず
、

い
つ
と
な
く
、

し
ん
さ
う

一一一一
一



け
る
、

心
も
う
か
れ
ぬ
れ
は
、
娘
、

'
ド
U

'件
Hr

聞
に
つ
け
て
、

い
と
〉
、

童
を
つ
か
ひ
に
て
、

心
の
奥
を
し
ら

つ
ほ
の
石
ふ
み
っ
て
に
も
、

せ
は
や
と
は
思
と
も
、

あ
ま
り
に
、
ひ
た
〉
け
た
ら
ん
わ
さ
一
心
一
さヵ

こ
れ
よ
り
又
、
我
山

す
か
な
れ
は
、

石
山
へ
は
ま
い
り
も
せ
て
、

へ
そ
帰
け
る

「ー¥
.ft!:;. 
い']:~

第
三
図
〕

律
師
は
、
夢
と
う
つ
〉
と
の
面
影
に
、

お
き
も
せ
す
、
ね
も
せ
て
、

夜
を
あ
か
し
、

日
を
暮
し
け
る
か
、
聖
護
院
の
か
た
は
ら
に
、

オ土
日

し
り
た
る
人
の
あ
り
け
る
を
、

た
つ
ね
出
て
、
或
時
は
、
詩
一
叶
の

会
に
事
を
よ
せ
、
或
時
は
、
酒
宴
に
興
た
る
糾
に
て
、

一
夜
二
夜

を
あ
か
す
事
、

た
ひ
ノ
¥
に
、

な
り
に
け
り

其
後
、
さ
き
の
桂
寿
に
か
た
ら
ひ
よ
り
て
、
茶
を
の
み
、
酒
を
た

〉
へ
て
、

あ
そ
ひ
け
る
次
に
、
金
の
打
枝
の
橘
に
、
蒸
入
て
、
色

々
の
軽
暖
、
十
重
、
送
た
り
け
れ
は
、
童
も
、

は
や
志
の
ふ
か
き

程
を
見
て
、

心
を
へ
た
て
ぬ
さ
ま
な
り
、

さ
て
、
梅
若

よ
ろ
す
、

公
に
、
思
迷
る
心
の
や
み
、

い
つ
晴
へ
し
と
も
、

お
ほ
え
ぬ
よ
し

の
内
に
む
か
つ
て
、

し
を
つ
く
り
、
寄
を
よ
み
て
、
等
閑
に
、
月

日
を
わ
た
ら
せ
給
ひ
候
也
と
ぞ
、

ミ
こ
1
ノ
十
ノ
ヲ
へ
U

カ
f
i
j
t
v
p。

き
く
に
付
て
、

ら
は
を
使
に
て
、

心
も
う
か
れ
ぬ
れ
ば
、

い
し

つ
ぼ
の
石
文
っ
て
に
で
も
、
心
の
お
く
を
し
ら

い
と
ゾ
、

や
が
て
、
比
わ

せ
ば
や
と
は
思
へ
ど
も
、

あ
ま
り
に
、

ひ
た
〉
け
た
ら
ん
は
、

A々
」

も
さ
す
が
な
れ
ば
、

石
山
へ
は
ま
い
ら
で
、

こ
れ
よ
り
又
、

わ

が

山
へ
ぞ
か
へ
り
け
る

り
つ
し
は
、
夢
と
う
つ
〉
と
の
お
も
か
げ
、

お
き
も
せ
ず
、

ね
も

せ
で
、
夜
を
あ
か
し
、

日
を
暮
し
け
る
が
、

し
ゃ
う
ご
ゐ
ん
の
」

(
七
ウ
)
か
た
は
ら
に
、

む
か
し
、
知
た
る
人
あ
り
け
る
を
、

た
つ

ね
出
し
て
、

あ
る
時
は
、

あ
る

し
い
か
の
く
わ
い
に
事
を
よ
せ
、

と
き
は
、

し
ゆ
え
ん
に
け
う
を
、
も
よ
ほ
し
た
る
て
い
に
て
、

夜
二
夜
を
あ
か
す
事
、
度
々
に
成
に
け
り

ち
ゃ
か
う

其
後
、
さ
き
の
け
い
じ
ゅ
に
か
た
ら
ひ
よ
り
て
、
茶
香
を
す
〉
め
、

し
ゆ
か

酒
寄
の
け
う
を
な
し
て
、

あ
そ
び
け
る
つ
い
で
に
、

こ
が
ね
の
う

ち
え
だ
の
た
ち
花
に
、

た
き
も
の
入
て
、
色
々
の
け
い
た
ん
、
十

し
ゅ
を
く
り
た
り
け
れ
は
、

わ
ら
は
も
、

は
や
心
さ
し
の
ふ
か
さ



を
か
た
り
け
れ
は
、
桂
寿
、

ま
つ
御
ふ
み
を
給
候
へ
、
・
申
入
て
見

候
は
ん
と
そ
、
申
け
る

思
心
を
つ
く
す
程
の
、

こ
と
の
葉
は
、

い
か
に
か
く
と
も
、

Jコ
く

し
か
た
け
れ
は
、
中
ノ
¥
う
た
は
か
り
に
て

し
ら
せ
は
や
、

ほ
の
み
し
花
の
、
面
影
に
、

た
ち
そ
ふ
雲
の
ま

よ
ふ
心
を

童
、
文
を
懐
よ
り
取
出
て
、
是
御
覧
候
へ
、
い
っ
そ
や
、
雨
の
夕
、

花
の
木
陰
に
、
立
ぬ
れ
て
、
御
渡
候
け
る
を
、
或
数
奇
人
、

ほ
の

-hy

こ、

一，t
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、，U
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み
た
て
ま
つ
り
て
、
人
し
れ
す
、
思
そ
め
け
る
袖
の
色
、

は
や
紅
の
ふ
り
い
て
〉
、

な
く
は
か
り
に
、

つ
〉
み
か
ね
た
る
さ

ま
に
、
見
え
候
そ
や
と
、
申
せ
は
、
若
公
、
か
ほ
う
ち
あ
か
め
て
、

文
の
ひ
ほ
を
、

と
か
む
と
し
給
ふ
に
、
出
世
な
る
、

な
に
か
し
の

僧
都
と
や
ら
ん
云
人
、
渡
殿
の
板
、
ふ
み
な
ら
し
て
、
内
へ
入
に
、

此
文
を
見
せ
し
と
、
袖
中
に
、
押
か
く
し
給
つ
、
桂
寿
、
便
あ
し

と

ひ
ま
を
待
て
、
日
暮
ま
て
、
紙
候
し
た
る
に
、

し
は
ら
く
あ

り
て
、
書
院
の
窓
よ
り
、
御
返
事
か
き
て
、
さ
し
い
た
し
給
た
り

童
、
取
手
も
か
る
く
、
う
れ
し
く
思
て
、

い
そ
き
持
て
行
た
る
に
、

ほ
と
を
見
て
、
高
、
心
を
を
か
ぬ
さ
ま
也
、
さ
て
、
梅
若
公
に
、

思
ひ
ま
よ
へ
る
心
の
や
み
、
い
つ
は
る
ベ
し
共
、
お
ほ
え
」
(
八
オ
〉

ぬ
よ
し
を
、

か
た
り
け
れ
ば
、
け
い
し
ゅ
、

ま
つ
御
ふ
み
を
給
は

り
て
、
申
入
て
見
候
は
与
や
と
、
申
け
る

思
ふ
心
を
つ
く
す
程
の
、

こ
と
の
は
、
い
か
に
く
ろ
み
す
ぐ
る
共
、

っ
き
か
た
け
れ
は
、
中
々
寄
斗
に
て

し
ら
せ
は
や
、

お
も
か
げ
に
、

た
ち
そ
ふ
管
胃

ほ
の
み
し
花
の
、

の
、
ま
よ
ふ
こ
L

ろ
を

わ
ら
は
、
文
を
ふ
と
こ
ろ
よ
り
と
り
出
し
て
、
御
ら
ん
候
へ
、

v、

っ
そ
や
、
雨
の
ゆ
ふ
へ
の
、
花
の
か
げ
に
、

た
ち
ぬ
れ
て
、
御
わ

た
り
候
け
る
を
、
あ
る
人
の
、

ほ
の
か
に
、
見
奉
り
て
、
人
し
れ

ず
、
思
ひ
そ
め
け
る
色
も
、

は
や
く
れ
な
ゐ
の
」
(
八
ウ
)
ふ
り
出

て
、
な
く
斗
に
、

つ
h
A

み
か
ね
た
る
さ
ま
に
、

み
え
侠
ぞ
や
と
、

申
せ
は
、

わ
か
き
み
、

か
ほ
う
ち
あ
か
め
て
、

ふ
み
の
ひ
ほ
を
、

と
か
む
と
し
給
ふ
と
こ
ろ
に
、
出
世
な
る
、

な
に
か
し
の
そ
う
ず

と
や
ら
ん
云
人
、

わ
た
と
の
の
い
た
、

ふ
み
な
ら
し
て
、
内
に
入

に
、
此
文
を
み
せ
じ
と
、
袖
の
中
に
、

お
し
か
く
し
た
ま
ふ
、
け
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律
師
、
目
も
あ
や
に
悦
て
、
誠
に
身
も
あ
ら
れ
ぬ
鉢
な
り
、

ひ
ら

ひ
て
見
れ
は
、

こ
れ
も
こ
と
の
葉
は
な
く
て

思
ま
す
よ
、

人
の
心
の
、
花
の
色
に
、

か
). 

た
ち
そ
ふ
雲
の
、

る
お
も
ひ
は

「ー¥
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此
御
返
事
を
見
て
、

心
い
と
〉
う
か
れ
て
、
更
に
、
立
帰

へ
き
心
地
も
せ
す
、
相
み
ぬ
さ
き
の
別
も
、

十一

υ
、
ゐ
こ

L

P

¥

、，
j
u

モ
ノ
ヵ
f
f
c
〈
竹
下
y

し
か
は
、

あ
た
り
な
る
坊
に
、

し
ば
ら
く
は
、

と
〉
ま
り
て
、

よ

そ
な
か
ら
、

そ
な
た
の
梢
を
も
見
つ
〉
、
非
さ
は
や
と
は
思
と
も
、

そ
れ
も
さ
す
か
に
、
う
ち
つ
け
た
れ
は
、

又
こ
そ
ま
い
り
候
は
め

と
、
桂
寿
に
、
暇
を
こ
ひ
て
、

山
へ
か
へ
り
け
る
か
、

一
足
歩
て

は
、
見
か
へ
り
、

二
足
あ
よ
み
て
は
、
立
と
〉
ま
り
け
れ
は
、
春

の
日
永
と
云
と
も
、
程
ち
か
き
、
坂
本
の
坊
ま
で
も
、
行
っ
か
て
、

日
暮
れ
は
、
戸
津
の
辺
に
あ
り
け
る
、

は
に
ふ
の
小
屋
に
そ
、
留

い
し
ゅ
、

RI:J 

び
ん
ぎ
あ
し
と
、

ひ
ま
を
ま
ち
て
、

日
く
る
L

ま
て
、

し
ば
ら
く
有
て
、

し
こ
う
し
た
る
に
、

し
上
一
ゐ
ん
の
ま
と
よ
り
、

御
返
事
あ
そ
は
し
て
、

わ
ら
は
、

お
し
出
さ
せ
給
ひ
た
る

と
る
て
も
か
ろ
く
、
う
れ
し
く
思
ひ
て
、
い
そ
ぎ
も
ち
て

行
た
る
に
、
り
つ
し
」
(
九
オ
)
、

め
も
あ
や
に
悦
て
、
身
も
あ
ら
れ

ぬ
さ
ま
の
て
い
岳
、
ひ
ら
き
て
み
れ
は
、
こ
れ
も
こ
と
ば
は
な
く
て

た
の
ま
ず
よ
、
人
の
心
の
、
花
の
い
ろ
に
、

あ
た
な
る
雲
の
、

か
〉
る
お
も
ひ
は

り
つ
し
、
御
返
事
を
み
て
、

{，、
あい
ひと
み〉
ぬう
さか
きil1
のし
Bljtか
もれ l土

さ
ら
に

立
か
へ
る
へ
き
心
ち
も
せ
ず
、

た
な
く
、

せ
ん
か

お
ほ
え
し
か
ば
、

し
ば
し
ば
、

あ
た
り
な
る
宿
に
、
狛

よ
そ
な
か
ら
、

そ
な
た
の
こ
ず
る
♂
を
だ
に
見
つ

も
と
〉
ま
り
て
、

ヘ
く
ら
さ
ば
や
と
思
へ
ど
も
、

れ
は〔

挿
絵

挿
絵

は
め
と
、

そ
れ
も
さ
す
か
、
う
ち
つ
け
な

又
こ
そ
ま
い
り
候
」
(
九
ウ
)

第
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図
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け
い
し
ゅ
に
、

い
と
ま
こ
い
て
、

山
へ
帰
り
け
る
か
、



け
る

終
夜
、
思
あ
か
し
て
、
朝
に
な
れ
は
、
山
へ
登
と
て
、
庭
ま
て
出

た
れ
と
も
、
千
引
の
縄
を
、
腰
に
付
ら
ん
か
こ
と
く
、
我
な
ら
ぬ

心
に
ひ
か
れ
て
、
戸
津
よ
り
引
返
て
、

又
、
大
津
の
方
へ
そ
、
あ

く
か
れ
行
け
る

雨
し
め
や
か
に
、
降
け
れ
は
、
蓑
笠
う
ち
き
て
、
旅
人
の
良
に
、

身
を
や
っ
し
て
、
行
処
に
、
唐
笠
さ
し
か
け
た
る
、
騎
馬
の
客
、

道
に
ゆ
き
あ
ひ
た
り
、
誰
な
る
ら
ん
と
、

み
や
り
た
れ
は
、
桂
寿

に
て
そ
、
あ
り
け
る

桂
寿
、
律
師
を
見
つ
け
て
、
あ
な
ふ
し
き
や
、
申
へ
き
事
あ
り
て
、

し
ら
ぬ
山
ま
て
、
尋
ま
い
ら
ん
と
し
つ
る
に
、
う
れ
し
く
も
、

ま

い
り
あ
ひ
た
る
物
か
な
と
て
、
馬
よ
り
と
ひ
を
り
て
、
律
師
か
手

を
ひ
き
て
、
傍
な
る
辻
室
に
そ
、
立
寄
け
る

何
事
に
や
と
、
聞
は
、
桂
寿
、
懐
よ
り
、
色
こ
と
に
、

た
る

こ
か
れ

O

文
の
、

ふ
る
〉
袖
さ
へ
、
く
ゆ
る
は
か
り
に
〉
ほ
ひ
た
る
を
、
取

レ

い
か
な
る
山
に
、
き
ま
よ
ふ
と
も
、
き
〉
し
は
か
り
を

出
し
て
、

し
る
へ
に
て
、
尋
ま
い
れ
と
、
仰
候
つ
る
、

け
し
か
ら
す
の
、
御

一
あ
し
あ
ゆ
み
て
は
、
見
か
へ
り
、

二
足
行
て
は
、
立
か
へ
り
し

け
る
程
に
、
春
の
日
な
か
し
と
い
へ
と
も
、

ほ
と
ち
か
き
、

さ
か

も
と
の
坊
ま
て
も
、
行
っ
か
て
、

日
暮
け
れ
は
、
戸
津
の
へ
ん
に

有
け
る
、

は
に
ふ
の
こ
や
に
そ
、

と
ま
り
け
る

よ
も
す
か
ら
、
思
ひ
あ
か
し
て
、
あ
し
た
に
な
れ
は
、
山
へ
の
ほ

ら
ん
と
て
、
庭
ま
て
立
出
た
れ
ど
も
、
ち
び
き
の
な
わ
を
、

こ'レ

に
付
た
ら
ん
が
ご
と
く
、
我
な
ら
ぬ
心
に
、
引
と
〉
め
ら
れ
け
れ

ば
、
と
づ
よ
り
又
引
返
し
て
、
大
津
の
方
へ
そ
、
あ
く
か
れ
行
け

る雨
」
(
十
オ
)
し
め
や
か
に
、
ふ
り
け
れ
は
、

み
の
か
さ
う
ち
き
て
、

た
ひ
人
の
形
に
、
身
を
や
っ
し
つ
ヘ
行
程
に
、

か
ら
か
さ
さ
し
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む
ま
の
り
の
、
道
に
て
行
あ
ひ
た
り
、

た
れ
な
る
ら

ん
と
み
や
り
た
れ
は
、
け
い
じ
ゅ
に
て
ぞ
、
あ
り
け
る

け
い
し
ゅ
、

り
つ
し
を
み
て
、
あ
な
ふ
し
き
や
、
申
ベ
き
事
あ
り

て
、
し
ら
ぬ
山
ま
て
、

た
つ
ね
ま
い
ら
ん
と
し
つ
る
に
、
う
れ
し

く
も
、

ま
い
り
あ
い
て
候
物
か
な
と
て
、
馬
よ
り
と
ひ
お
り
て
、

り
つ
し
の
手
を
と
り
て
、

か
た
は
ら
な
る
つ
ぢ
だ
う
に
そ
、
立
よ

三
一
玉



心
ま
よ
ひ
や
、

一
夜
の
後
の
袖
の
う
へ
、
さ
こ
そ
は
露

ま
し
て
、

の
と
、

た
わ
ふ
れ
て
、
う
ち
ゑ
め
は
、
律
師
も
、

せ
め
て
、
別
を

な
け
く
事
に
て
候
は
や
と
、

た
わ
ふ
れ
て
、
文
を
見
れ
は

い
つ
わ
り
の
、

あ
る
世
を
し
ら
て
、

た
の
み
け
る
、
我
こ
〉
ろ

さ
へ
、

う
ら
め
し
の
身
や

「ー¥
1'...6.. 
11-:工工
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御
所
の
傍
に
、
知
た
る
衆
徒
の
一
房
の
候
へ
は
、

そ
れ
こ
、

v
i
l
 
し
は
ら

く
、
御
座
候
て
、

玉
簾
の
ひ
ま
を
も
、
御
心
に
か
け
ら
れ
候
へ
か

し
と
、
童
、
頻
に
い
さ
な
へ
は
、
思
方
に
心
ひ
か
れ
て
、
律
師
、

又

三
井
寺
へ
行
ぬ

桂
寿
、

れ
は
、
其
坊
の
主
、

宿
か
り
て
、
或
一
房
の
学
問
所
に
、
を
き
た

な

る

さ

主

に

こ

ゆ

る

き

の

い

そ

き

あ

ね
む
こ
ろ
に
も
て
な
し
て
、

O
常
に
は
、
児

し
は
し
か
程
、

さ
て
、
何
事
に
や
と
、

り
け
る

色
こ
と
に
、

/、

と
へ
ば
、

け
い
じ
ゅ
、

ふ
と
こ
ろ
よ
り
、

こ
、
が
し
」
(
十
ウ
)
た
る
文
の
、

ふ
る
〉
袖
ま
で
、
く

ゆ
る
斗
に
ほ
ひ
た
る
を
、

と
り
出
し
て
、

い
か
な
る
山
に
、
道
ま

よ
ふ
士
ハ
、

き
〉
し
斗
を
、

た
つ
ね
ま
い
れ
と
侠
つ

し
る
べ
に
て
、

る、

け
し
か
ら
す
の
、
御
心
ま
よ
ひ
や
、

ま
し
て
一
夜
の
後
の
御

袖
の
う
へ
、

り
つ
し
も
、

さ
こ
そ
は
露
の
と
、

た
は
ふ
れ
て
、
う
ち
わ
ら
へ
ば
、

せ
め
て
、

わ
か
れ
を
な
げ
く
事
に
て
候
は
ズ
や
と
、

た
は
ふ
れ
て
、
文
を
み
れ
は

い
つ
は
り
の
、

さ
へ
、

あ
る
世
を
し
ら
て
、

た
の
み
け
ん
、
我
こ
》
ろ

う
ら
め
し
の
身
や

御
し
ょ
の
か
た
は
ら
に
、

し
り
た
る
し
ゆ
と
の
坊
の
さ
ふ
ら
」
(
十

一
オ
)

へ
は
、

し
ば
ら
く
、

ま
し
ノ
¥
て
、

ぎ
よ
く
れ
ん
の
ひ
ま

か
γ
も、

御
心
に
か
け
ら
れ
候
へ
か
し
と
、

し
き
り
に
い

ざ
な
へ
ば
、

行
ぬ

け
い
じ
ゅ
、

は
ら
は
、

思
ふ
方
に
引
心
な
れ
ば
、

又

三
井
寺
に

り
つ
し
、

し
は
し
が
程
、

や
ど
か
り
て
、

あ
る
ば
う
の
が
く
も



り
てと
も
、
あ
ま
た
出
し
つ
〉
、
管
絃
を
し
1

褒
疑
の
豆
町
合
な
ん
と
し

て
そ
、
日
を
す
こ
し
け
る

律
師
は
、
所
願
の
事
あ
り
て
、
新
羅
大
明
神
に
、

七
日
参
詣
す
る

よ
し
を
い
〉
て
、
夜
に
な
れ
は
、
院
家
の
傍
に
、
立
ま
き
れ
、
築

山
の
松
の
木
陰
、
前
栽
の
草
の
露
の
底
に
、

若
公
、

か
く
れ
居
た
る
に
、
な

は
や
心
得
た
る
気
色
に
て
、
人
目
も
か
な
と
、
求
さ
ま
さ

か
な
は
て
、
出
か
ね
た
る
心
つ
く
し
、
見
も
、
中
/
¥

れ
と
も
、

い
た
は
し
け
れ
は
、

よ
そ
な
か
ら
、

み
る
は
か
り

よ
し
や
た
〉
、

を
、
我
方
に
あ
る
契
に
て
、
人
の
情
を
こ
そ
、
命
に
せ
め
と
お
も

え
は
、
朝
行
、

日
数
も
、
十

ゆ
き
で
は
帰
り
、

か
へ
り
て
は
行
、

日
あ
ま
り
に
な
り
に
け
り

い
つ
ま
で
も
と
、
人
は
い
へ
と
も
、
長
居
せ
ん
事
も
、
さ
す
か
な

ア
見
ハ

れ
は
、
明
日
は
、
山
へ
帰
な
ん
と
思
け
る
処
に
、
桂
寿
来
て
、
申

け
る
は
、
今
夜
こ
そ
、

あ
の
御
所
へ
、
京
よ
り
客
人
の
御
入
候
て
、

け御
す酒
く宴
るに
o!て
帰、候
らっ
てれ

祇門
主候
も

せ
よ
い
た
く
酔
せ
給
イ
て
候
へ
は
、
ふ

め
し
く
せ
ら
れ
て
、

こ
れ
へ

忍
や
か
に
、
御
入
候
へ
き
よ
し
、
仰
ら
れ
候
つ
る
、
門
さ
〉
て
、

ん
じ
ょ
に
、
を
き
た
れ
ば
、
其
ば
う
の
あ
る
じ
、

ね
ん
こ
ろ
な
る

さ
ま
に
て
、

つ
ね
に
は
、

ち
ご
た
ち
、
あ
ま
た
出
し
て
、
く
は
ん

げ
ん
を
し
、

ほ
う
へ
ん
の
寄
合
な
ど
し
て
そ
、
日
を
過
し
け
る

し
よ
ぐ
わ
ん
の
事
あ
り
回
一
て
、
し
ん
羅
大
明
神
に
、

カ

七
日
さ
ん
け
い
す
る
よ
し
を
い
ひ
て
、
夜
に
な
れ
は
、
ゐ
ん
か
の

り
つ
し
は
、

か
た
は
ら
に
、

た
ち
」
〈
十
一
ウ
)
ま
き
れ
、

っ
き
山
の
松
の
木
か

げ
、
せ
ん
ざ
い
の
草
の
つ
ゅ
の
そ
こ
に
、

か
く
れ
ゐ
た
る
に
、

わ

か
き
み
も
、

は
や
心
へ
た
る
け
し
き
に
て
、
人
目
も
か
な
と
、
も

と
む
る
さ
ま
な
れ
共
、

か
な
は
で
、
出
か
ね
た
る
心
づ
く
し
を
、

見
る
に
、
中
ノ
¥
い
た
は
し
け
れ
ば
、

よ
し
や
た
〉
、

よ
そ
な
か

ら
、
見
る
は
か
り
を
、
我
方
に
あ
る
ち
ぎ
り
に
て
、
人
の
な
さ
け

を
こ
そ
、

い
の
ち
に
せ
め
と
思
へ
は
、
あ
し
手
た
ゆ
く
、
行
て
は

か
へ
り
、

か
へ
り
て
は
ゆ
く
、

日
数
も
、
十
日
あ
ま
り
に
成
に
け

りい
つ
ま
で
も
と
、
人
は
い
へ
と
も
、

な
が
居
せ
ん
事
も
、

さ
す
が

な
れ
ば
、
あ
す
は
、
山
へ
か
へ
ら
ん
と
」
(
十
ニ
オ
)
、

思
ひ
け
る

処
に
、

け
い
じ
ゅ
来
て
、
申
け
る
は
、
今
夜
こ
そ
、
あ
の
御
し
ょ

三
一
七



御
待
候
へ
と
、

い
そ
か
し
け
に
、

い
〉
す
て
〉
こ
そ
、
帰
け
れ

，---.. 
ld>. 
ドエミ

第
六
図
〕

」
上
巻
終

律
師
は
、
是
を
き
く
よ
口
口
、
魂
乱
て
、

と
も
覚
す
、

い
つ
く
に
あ
る
、
口
身

ト
十
f
h
y
ノ
¥
山
ユ
〉
、

〆

pv
、k

く

4μ

，J

U

つ
く
/
¥
と
、
月
の
南
に
、

(}) 

く
る
ま
で
、
待
か
ね
た
る
処
に
、
唐
垣
の
戸
を
、

先
に
立
て
、
魚
脳
の
燈
炉
に
、
位
を
入
て
、
も
ち
た
り
、
光
幽
に

朕

ロ

ウ

カ

ン

0
脱
な
る
に
、
比
君
、
金
紗
の
水
干
、

す
れ
は

し
と
、

人
の
あ
く
る
音

書
院
の
す
き
障
子
よ
り
、
迄
に
立
出
た
る
に
、
例
の
童
、

な
よ
や
か
に
、

つ

ち
し
ほ
れ
た
る
鉢
に
て
、

み
る
人
も
や
と
、
4

糸
却
、
j
A
K
l

こ
、

県出

U
1
1
l

た
ち
ゃ

す
ら
ひ
た
れ
は
、

な
く
、

成
て
、

み
た
れ
て
か
〉
る
青
柳
の
、

い
と
〉
一
五
は
か
り

み
え
た
る
に
、
律
師
、

い
つ
し
か
、

十

J
h
b
¥

p
u
u
-
c
J
 

ほ
れ
ノ
¥
と

あ
る
も
あ
ら
れ
ぬ
さ
ま
な
り

童
、
ま
つ
、
内
へ
入
て
、
債
を
は
、
紗
窓
の
粁
に
懸
て
、
書
院
の

一
戸
を
、

ほ
と
/
¥
と
た
〉
き
、
是
に
御
波
侠
哉
ら
ん
と
、
案
内
す

八

へ
、
京
よ
り
き
や
く
じ
ん
の
御
入
侠
て
、
御
し
ゆ
え
ん
に
て
侠
つ

る
ほ
と
に
、
も
ん
し
ゅ
も
、

い
た
く
よ
は
せ
給
ひ
て
侠
へ
ば
、

ふ

け
す
く
る
ま
で
、

お
ほ
せ
侠
つ
る
、
門
さ
〉
で

し
こ
う
せ
よ
と
、

御
ま
ち
侠
へ
と
、

立
な
が
ら
、

、
て
バ
山
)
十
ノ
こ
、

、
ν
Y
引

ω
y
l
y
t
-
-

い
ひ
す
て
L
A

ぞ

帰
け
る

り
つ
し
は
、
是
を
き
く
よ
り
、

心
う
か
れ
て
、

た
ま
し
ゐ
も
み
た

れ
て
、

身
共
お
ほ
え
す
、

") 

ふ
け
行
か
ね
の
、

い
づ
く
に
あ
る
、

く
ノ
く
¥
と
、
月
の
み
な
み
に
、

め
ぐ
る
ま
で
、

ま
ち
か
ね
た
る
処

?

」

、

ー

か
ら
か
き
の
戸
を
、
人
の
あ
く
る
」
(
十
二
ウ
)
を
と
す
れ
ば

し
よ
ゐ
ん
の
す
ぎ
し
ゃ
う
じ
よ
り
、
は
る
か
に
、
見
出
し
た
る
に
、

れ
ゐ
の
わ
ら
は
、

さ
き
に
立
て
、
ぎ
よ
な
う
の
と
う
ろ
に
、

ま
た

る
を
と
も
し
て
、
も
ち
た
り
、
共
か
げ
、

せ
い
け
い
と
し
て
、
も

う
ろ
う
た
る
に
、

わ
か
さ
み
、
金
し
ゃ
の
す
い
か
ん
、

な
よ
や
か

ア
」
、

う
ち
し
ほ
れ
た
る
て
い
に
て
、

み
る
人
も
や
と
、

か
〉
り
の

下
に
、
た
ち
や
す
ら
ひ
た
れ
は
、

み
た
れ
て
か
斗
る
あ
を
や
ぎ
の
、

い
と
斗
い
ふ
は
か
り
な
く
、

み
え
た
る
に
、
り
つ
し
、

い
つ
し
か
、

は
や
心
ほ
れ
ノ
¥
と
成
て
、

あ
る
も
あ
ら
れ
ぬ
さ
ま
也



れ
は
、
律
師
、
口
へ
き
方
を
し
ら
て
、

ち
と
傍
に
、
身
を
そ
む
く

る
、
気
色
は
か
り
あ
る
よ
し
を
、
知
せ
た
り

童
、
庭
に
立
帰
、

は
や
と
申
せ
は
、
若
公
、
先
に
た
ち
て
、
妻
戸

よ
り
、
内
へ
入
ぬ
、
さ
し
も
間
遠
な
ら
す
、
袖
の
う
つ
り
香
も
、

身
に
ふ
る
〉
は
か
り
、

よ
り
そ
ひ
て
、
打
傾
た
れ
は
、
蝉
娼
た
る

は
つ
も
と
ゆ
ひ
、
宛
転
。
た
る
蛾
眉
の
、
黛
の
句
、

花
に
も
嫉
れ
、
月
に
も
そ
ね
ま
れ
ぬ
へ
き
、
も
〉
の
か
ほ
は
せ
、

秋
の
蝉
の
、

ち
〉
の
掘
、
絵
に
か
く
と
も
、
筆
に
お
よ
ひ
か
た
く
、
語
に
、
詞

も
な
か
る
へ
し

一
波
と
〉
も
に
、

む
す
ほ
〉
れ
し
、
心
の
し
た
ひ
も
、
う
ち
と
け
て
、

さ
夜
の
枕
を
、
川
嶋
の
、
水
の
流
も
、
浅
か
ら
す
、
行
す
ゑ
ま
て

の
、
む
つ
事
も
、

ま
た
つ
き
な
く
に
、
閏
寒
し
て
、
蘭
風
の
夢
、

さ
め
や
す
く
、
漏
断
て
、
紅
一
俣
の
わ
か
れ
、
と
〉
め
か
た
け
れ
は
、

し
の
〉
を
さ
〉
の
一
ふ
し
に
、
あ
け
ぬ
と
つ
く
る
、
鳥
の
ね
も
、

う
ら
め
し
く
、

を
の
か
き
ぬ
ノ
ヘ
、

ひ
や
〉
か
に
な
り
て
、
立
別

な
む
と
す
る
に
、
明
方
の
月
、
窓
の
西
よ
り
、
く
ま
な
く
さ
し
入

た
れ
は
、

ね
み
た
れ
か
み
の
、

か
〉
り
た
る
は
つ

は
ら
ノ
ヘ
と
、

わ
ら
は
、

ま
つ
う
ち
へ
入
て
、

の
き
の
れ
ん
だ
い

ほ
た
る
を
は
、

の

は
し
」
(
十
三
オ
)
に
か
け
、

ほ
と
ノ
¥

し
よ
ゐ
ん
の
戸
を
、

と
た
L
き
て
、
是
に
御
わ
た
り
候
や
ら
ん
と
、
あ
ん
内
す
れ
は
、

り
つ
し
は
、

こ
た
ふ
べ
き
や
う
も
な
く
て
、

ち
と
か
た
は
ら
に
、

身
を
そ
は
む
る
、

け
し
き
斗
に
あ
る
よ
し
を
、

し
ら
せ
た
り

は
ら
は
、

に
は
に
か
へ
り
て
、

は
や
と
申
せ
は
、

わ
か
き
み
、
さ

き
に
た
ち
て
、

つ
ま
と
よ
り
、
う
ち
へ
入
給
ひ
ぬ
、

さ
し
も
ま
と

を
な
り
し
に
、
其
袖
の
う
つ
り
が
も
、
身
に
ふ
れ
る
ば
か
り
、
よ

せ
ん
げ
ん
た
る
秋
の
せ
み

り
そ
ひ
て
、
う
ち
か
た
ふ
き
た
れ
ば
、

の
、
は
つ
も
と
ゆ
い
、

ゑ
ん
て
ん
た
る
蛾
の
、

ま
ゆ
ず
み
の
に
ほ

ひ
、
花
に
も
ね
た
ま
れ
、
月
に
も
そ
ね
ま
」
(
十
三
ウ
〉
れ
ぬ
へ
き
、

も

ミ

ち

百
の
か
ほ
ば
せ
、
千
々
の
こ
び
、
ゑ
に
か
く
と
も
、
筆
に
も
を
よ

び
が
た
く
、

、A

こア
D

こ、

・刃中
J
Z
E
l
v

こ
と
は
も
な
か
る
へ
し

な
み
た
と
共
に
、

む
す
ほ
れ
し
、
心
の
下
ひ
も
、
打
と
け
て
、
ョ，園

、ー・・

や
の
ま
く
ら
を
、
河
し
ま
の
、

な
が
れ
も
、
あ
さ
か
ら
ず
、
行
末

ま
で
の
、

し
て
、

ま
た
つ
き
な
く
に
、
ね
や
す
さ
ま
し
く

ろ

し
ら
ん
の
夢
、
さ
め
や
す
く
、
漏
絶
て
、

む
つ
こ
と
も
、

こ
う
る
い
の
わ

三
一
九



れ
よ
り
、
眉
の
に
ほ
ひ
、

ほ
け
や
か
に
、

ほ
の
か
な
る
顔
の
、
旧
山

み
え
た
る
さ
ま
、

ホ
ト

あ
ふ
ま
て
を
待
程
の
、
命
あ
る
へ
し
と
も
覚
す

へ
る
色
ふ
か
く
、

ま
た
、" 絵

第
七
図
〕

わ
か
れ
て
後
の
面
か
け
に
、

律
師
は
、
君
を
送
て
、
暁
出
た
り
つ
る
ま
〉
に
て
、

も
入
す
、
門
の
唐
居
敷
の
上
に
、

来
て
、
御
文
と
て
、
指
出
た
り

あ
け
て
み
れ
は
、
言
、

さ
し
も
、

わ
か
袖
に
、
や
と
し
や
は
て
む
、

在
明
の
月

律
師
、

書
院
に
帰
て

い
ま
た
内
へ

た
ち
か
ね
た
る
処
に
、
童
、

又

お
ほ
か
ら
て

き
ぬ
ノ
¥
の
、
涙
に
わ
け
し
、

友
に
見
し
、
月
を
名
残
の
、
袖
の
つ
ゆ
、

歎
あ
か
さ
む

は
ら
は
て
い
く
夜
、

か
れ

三
二

O

と

わ

ミ

こ

7
1
王、

エ」リリヵ
f
B
K
，j
l
v

し
の
L

与
を
ざ
斗
の
一
ふ
し
に
、
明
ぬ

と
つ
ぐ
る
、
鳥
の
ね
も
、

う
ら
め
し
く
、

を
の
が
き
ぬ
ノ
¥
、

ひ

や
〉
か
に
成
て
、

立
わ
か
れ
な
ん
と
す
る
に
、

あ
け
か
た
の
月
、

く
ま
な
く
」
(
十
四
オ
)
さ
し
入
た
れ
ば
、

~J. 
;J}-

ま
ど
の
西
よ
り
、

だ
れ
か
み
の
、

の
に
ほ
ひ
、

道

、

み

υ
ノ
¥

ほ
げマは

やら

2く
、と

か
〉
り
た
る
は
つ
れ
よ
り
、

ま
ゆ

ほ
の
か
な
る
か
ほ
の
、
思
へ
る
色
ふ

み
え
た
る
有
さ
ま
、

わ
か
れ
て
後
の
お
も
か
け
に
、

又、

あ
ふ
ま
で
を
ま
つ
程
の
、

い
の
ち
あ
る
べ
し
共
、

お
ぼ
え
ず

ね
て
ゐ
た
る
と
こ
ろ
に
、

り
-') 

し
は

〉
に
て
、

わ
か
ぎ
み
を
を
く
り
て
、

あ
か
つ
き
出
た
り
つ
る
ま

い
ま
だ
内
へ
も
い
ら
ず
、
門
の
か
ら
ゐ
し
き
に
、
立
か

わ
ら
は
、

又
来
て
、
御
文
を
、

Jて
」唱

し
J11 

し
た
る
を
み
れ
ば
、

こ
と
ば
〉
さ
し
も
か
〉
で
」
(
十
四
ウ
)

〔
挿
絵

〔
挿
絵

-b九
泊
叩
?
」
、

J
'
4
1
4
1
B
Yわ
V

第
五
図
〕

(
又
十
四
オ
)

第
六
図
〕

(
又
十
四
ウ
)

や
と
し
や
は
て
ん
、

き
ぬ
ノ
t
¥

の、

£
'υ
戸

c

こ
こ
っ
・
丁

ふ
/
ヴ
ム
ー
や

/
y
t
4
4
J
V

し
、
有
明
の
月

り
つ
し
は
、

し
よ
ゐ
ん
に
か
へ
り
て



〔絵

第
八
図
〕

律
師
は
、
夢
と
た
に
、
思
わ
か
さ
り
つ
る
面
か
け
を
、
身
に
そ
で

ふ
れ
つ
る
そ
て
の
、
う
つ
り
香
を
〉
の
か
物
か
ら
、
形
見
に
て
、

山
へ
帰
た
れ
は
、
心
し
ほ
れ
、
魂
う
か
れ
て
、
世
の
人
事
の
、
物

一
品
か
は
す
、
返
事
も
せ
ら
れ
す
、

只
、
泣
と
し
も
覚
ぬ
涙
、
人
目

に
余
て
、

お
さ
ふ
る
そ
て
も
、
朽
は
て
ぬ
へ
け
れ
は
、

ち
と
い
た

は
る
事
有
と
、
披
露
し
て
、
人
に
対
面
を
も
せ
す
、
臥
沈
て
そ
、

日
を
送
け
り

童
、
此
由
を
伝
聞
て
、
若
公
に
、
か
く
と
語
申
け
れ
は
、
若
公
も
、

誠
に
、

お
ぼ
つ
か
な
く
、
心
苦
敷
き
事
に
思
て
、
気
色
、
常
よ
り

も
、
う
ち
し
ほ
れ
給
へ
り
、
今
も
や
、
音
信
あ
る
と
、
暫
く
心
に

箆
て
、
待
給
け
る
か
、
あ
ま
り
に
、
日
数
も
経
に
け
れ
は
、
童
を

呼
寄
て
、
さ
て
も
、
あ
り
し
夜
の
、
夢
の
た
〉
ち
も
、
う
つ
〉
す

お
と
ろ
か
す
た
よ
り
も
な
く
て
、
程
へ
ぬ
る
を
、
誰

く
な
き
に
、

方
の
つ
ら
さ
に
な
し
て
か
、

そ
の
ま
〉
に
、
や
か
て
は
、
遠
さ
か

り
は
つ
へ
き
、
風
の
心
地
と
や
ら
ん
、
開
し
も
、
露
の
命
、
い
か
〉

友
に
見
し
、
月
を
名
ご
り
の
、
袖
の
つ
ゆ
、
は
ら
は
て
い
く
夜
、

な
げ
き
あ
か
さ
ん

り
つ
し

律
師
は
、
夢
と
だ
に
、
思
ひ
も
わ
か
ざ
り
つ
る
お
も
か
け
を
、
身

に
そ
へ
、

ふ
れ
つ
る
袖
の
、
う
つ
り
か
を
、
を
の
か
も
の
か
ら
、

か
た
み
に
て
、
山
へ
か
へ
り
た
れ
ば
、
心
し
ほ
れ
て
、

よ
の
事
、

人
の
も
の
い
ひ
か
は
す
、
返
事
も
せ
ず
、

た
〉
、

な
く
と
し
も
、

お
ほ
え
ぬ
な
み
だ
の
、
人
め
に
あ
ま
り
て
、
」
(
十
五
オ
)
お
さ
ふ
る

袖
も
、
く
ち
は
て
ぬ
ベ
き
、
心
ち
な
ん
し
け
れ
ば
、

ち
と
い
た
は

る
事
あ
り
と
、

ひ
ろ
う
し
て
、
人
に
た
い
め
ん
も
せ
ず
、

ふ
し
し

づ
み
て
ぞ
、

日
を
を
く
り
け
る

は
ら
は
、
此
よ
し
を
つ
た
へ
き
〉
て
、

わ
か
き
み
に
、

か
く
と
か

た
り
申
け
れ
ば
、

わ
か
君
も
、

ま
こ
と
に
、

お
ぼ
つ
か
な
く
、
心

く
る
し
き
事
と
、
思
ひ
く
づ
を
れ
給
ひ
け
り
、

い
ま
も
や
、

お
と

つ
れ
あ
切
と
、

し
ば
ら
く
は
、
心
に
こ
め
て
、

あ

ま
ち
給
へ
と
、

ま
り
に
、
日
か
ず
つ
も
り
け
れ
ば
、

け
い
じ
ゅ
を
よ
ひ
て
、
さ
て

も
あ
り
し
夜
の
、
夢
の
た
〉
ち
も
、
う
つ
〉
す
く
な
き
に
、

お
と

ろ
か
す
、

た
よ
り
も
な
く
て
、

ほ
ど
」
(
十
五
ウ
)
ふ
り
ぬ
る
を
は
、

一一一一一
一



成
ぬ
ら
ん
、
も
し
は
か
な
く
な
り
な
は
、

な
か
ら
む
跡
を
と
ふ
て

も
、
北
ハ
か
び
な
し
、

マ

い
か
な
る
山
の
お
く
そ
れ
と
も
、

二

〉

主

〉

ナ

J

J

i

4
け
川
ノ

か
は
や
と
、

思
へ
と
も
、
申
賀
市
す
な
く
て
、

ま
か
で
な
は
、
門
主

の
御
意
、

さ
こ
そ
と
思
は
れ
て
、
北
ハ
も
か
な
は
す
、

ゆ
く
へ
も
知

ぬ

あ
た
人
の
、

こ
と
の
葉
を
、
誠
か
ほ
に
て
、

た
三
五
拾
し
、

我
に
心
を
つ
け
し
も
、
誰
せ
し
わ
さ
そ
や
、

今
の
程
に
、
我
を
し

る
へ
し
て
、
何
な
る
山
、

い
つ
く
の
浦
な
り
と
も
、
た
つ
ね
行
と
、

か
こ
ち
賜
て
、
涙
を
は
ら
/
¥
と
こ
ほ
し
給
ふ

くさ
、す
(3jカ、で
Jl二A、iJ、

つに
γ三豆 、
正二

ぬい
るま
は fこ
、し、

と
け
な
ニそ
ら

あ
た
し
心
に
て
、

人
に

X
な

け

理

す
る
わ
さ
も
な
き
習
な
れ
は
、

か
な
と
、

主
思
知
て
、

荘jJ

北
ハ
人
の
在
所
を
は
、

委
承
侠
し
か
は
、

供
巾
侠
は
む
、

御
所
の
御
意
、

お
し
く
民
土
〉
、
後
こ
可
と
も
、

(

1

l

j

i

(

 

申
さ
せ
賜
へ
と
て
、
若
公
と
任
寿
と
、

た
〉
二
人
、
行
へ
き
方
も

知
す
、

立
出
ぬ

〔絵

第
九
図
〕

た
が
方
の
つ
ら
さ
に
な
し
て
か
、

立
れ
ま
〉
に
て
、

や
が
て
は
、
遠

ざ
か
り
は
つ
へ
き
、

か
ぜ
の
こ
〉
ち
と
や
ら
ん
、
間
し
は
、
露
の

い
の
ち
も
、

、
通
五
)
牛
j

ν

、

し
，
刀

f
l
l
/

は
か
な
く
な
り
な
は
、

な
か
ら
ん

あ
と
が
司
と
ひ
て
も
、

北
ハ
か
び
た
か
る
べ
し
、

、
山
，
L
P
3
'川
u
、jB
コ
，
、

L
，刀

f
一
〈
パ
い
び
ヰ
〈

な
り
と
も
、

た
つ
ね
ゆ
か
ば
や
と
、

閉山)へ北ハ、

巾
お
く
事
も
な
く

て、

、
バ
¥
戸
ム
ギ
i

品、

v

i

/

Z

K

 

さ
こ
そ
と
思
は

此
主
〉
、

門
し
ゅ
の
ぎ
上
い
、

L
r
L
、

，4パ
付

ャ

そ
れ
も
か
な
は
ず
、

行
ゑ
も
し
ら
ぬ
、

た
〉

あ
た
人
の
、

い
ひ
す
て
し
、

こ
と
の
は
を
、

ま
こ
と
に
し
て
、
我
に
心
を
つ
け

し
も
、

た
が
せ
し
わ
さ
ぞ
や
、

今
の
程
に
も
、
我
を
し
る

ま
や
、

べ
に
し
て
、
」
(
十
六
オ
)

い
か
な
る
山
の
お
く
、

、、、〉一ノ¥〉
J

j

J

L

J

ノ
¥
凡

v
r
「

ふ

/

Jヒ

た
つ
ね
ゆ
け
と
、

か
こ
ち
給
ひ
て
、

な
み
だ
を
は
ら
/
¥

と
こ
ほ
し
給
ふ
も
、

F

、
↓
、
、
込
、

人」

J
7
》刀

い
ま
だ
い
と
け
な
き
、

あ
だ
し
IL，、

に
て
、

人
に
又
な
く
、

忠
っ
き
給
ふ
も
、
こ
と
は
り
に
お
ぼ
え
て
、

わ
ら
↓
は
一
、

中
け
る
は
、
そ
の
人
の
ざ
い
し
ょ
を
は
、

く
わ
し
く
、

つ
け
給
は
り
て
侠
ひ
し
か
は
、

御
供
申
候
は
ん
、

御
所
の
御
意
、

あ
し
く
侠
は
¥
後
に
何
共
、
申
さ
せ
給
ひ
侠
へ
と
て
、

わ
か
君

と
け
い
じ
ゅ
と
、

た
〉
二
人
行
べ
き
方
も
し
ら
ず
、

立
出
ぬ



若
公
は
、
元
来
、
三
台
九
材
料
の
家
に
生
て
、
香
車
宝
馬
の
駕
な
ら

て
は
、

か
り
そ
め
に
も
、

い
ま
た
泥
土
を
ふ
み
給
は
ね
は
、
足
た

ゆ
み
、
心
つ
か
れ
て
、
更
に
、
歩
か
ね
給
へ
り
、
童
、
あ
ま
り
に
、

い
た
は
し
さ
に
]

い
か
な
る
天
狗
、

は
け
物
な
り
と
も
、
我
等
を

と
り
て
、
比
叡
山
へ
、

の
ほ
せ
よ
か
し
と
い
ひ
て
、
唐
崎
の
松
の

陰
に
、
や
す
ら
ひ
た
る
処
に
、
年
い
と
た
け
た
る
山
臥
の
、

四
方

輿
に
乗
た
る
か
、
輿
を
前
に
、

か
き
す
へ
さ
せ
て
、
是
は
い
つ
く

よ
り
、

い
っ
ち
へ
、
御
渡
候
や
ら
ん
と
、
聞
け
れ
は
、
童
、

あ
り

の
ま
〉
に
、
答
て
け
り

山
伏
、
輿
よ
り
お
り
て
、
我
こ
そ
、
御
尋
候
坊
の
隣
へ
、

の
ほ
る

物
に
て
候
へ
、
あ
ま
り
に
御
い
た
う
し
く
、
見
た
て
ま
つ
り
候
へ

は
、
我
は
か
ち
に
て
、
歩
候
は
む
、
此
輿
に
め
さ
れ
侠
へ
と
て
、

見
と
童
と
を
か
き
の
せ
、
力
者
十
二
人
、
烏
の
と
ふ
か
こ
と
く
に

ゆ
き
け
る
か
、
恋
々
た
る
、
湖
水
を
し
の
き
、
濠
々
た
る
、
雲
霧

を
分
て
、
片
時
か
間
に
、
大
峯
の
尺
迦
の
巌
へ
そ
、
昇
も
て
ゆ
き

け
る

こ
〉
に
、
盤
石
を
た
〉
み
た
る
、
石
の
楼
の
中
に
、
揚
鰭
て
、
置

た

い

き

う

し

ょ

く

し

つ

は

わ
か
君
は
、
元
来
、
三
台
九
材
料
の
家
に
む
ま
れ
て
、
香
車
室
馬
の

で
い
ど

か
り
に
も
、
末
泥
土
を
」
(
十
六
ウ
〉
ふ
み

の
り
も
の
な
ら
で
は
、

給
は
ね
ば
、

あ
し
た
ゆ
み
、
心
つ
か
れ
て
、
さ
ら
に
、

あ
ゆ
み
か

ね
給
へ
り
、
御
手
を
引
け
る
わ
ら
は
さ
へ
、
く
た
ひ
れ
は
て
け
れ

ば
、
あ
は
れ
、

い
か
な
る
天
ま
、

け
し
ゃ
う
の
物
な
り
と
も
、

の
ぼ
せ
よ
か
し
と
し、

ひ
て

湖こわ

水まれ
のら
月を
にと
、り

J心て
を、
し、

た
ま
し
め

ひ
え
の
山
へ
、

か
ら
さ
き
の
松
の
か
げ
に
、
や

す
み
ゐ
た
る
と
こ
ろ
に
、

と
し
の
ほ
と
、

い
と
た
け
た
る
山
ふ
し

の
、
四
方
ご
し
に
の
り
た
る
が
、

こ
し
を
ま
へ
に
、

か
き
す
ゑ
さ

せ
て
、
是
は
い
づ
く
よ
り
、

い
づ
か
た
へ
、
御
わ
た
り
候
や
ら
ん

と
、
と
ひ
け
れ
ば
、

わ
ら
は
、
有
の
ま
〉
に
、

こ
た
へ
て
げ
り

山
ふ
し

こ
し
よ
り
お
り
て
、
」
(
十
七
オ
)
我
こ
そ
、
御
た
つ
ね
候

坊
の
と
な
り
へ
、

の
ぼ
る
も
の
に
て
候
へ
、
御
い
た
は
し
く
、
見

奉
候
へ
ば
、
我
は
か
ち
に
て
、
あ
ゆ
み
候
は
ん
、
比
こ
し
に
め
さ

れ
候
へ
と
て
、

ち
ご
と
わ
ら
は
と
を
、

か
き
の
せ
て
、

り
き
し
ゃ

十
二
人
、
鳥
の
と
ぶ
が
こ
と
く
に
行
け
る
が
、

は
う
ノ
¥
た
る
こ

す
い
を
し
の
ぎ
、

み
や
う
/
¥
た
る
、
く
も
き
り
を
分
て
、

~ 

ん

一一一一一一一一



た
れ
は
、

よ
る
び
る
の
境
も
知
す
、
月
日
の
光
を
も
見
す
、
苔
の

し
つ
く
、
松
の
嵐
の
、

ひ
ま
も
な
く
、
涙
は
そ
て
に
、

と
こ
ろ
せ

し

わ
れ
の
み
な
ら
す
、
道
俗
男
女
、
多
く
と
ら
れ
て
け
り
と
覚

て
、
暗
室
に
、

た
¥
〉
泣
声
の
み
そ
、
聞
け
る

「一、
/，1;... 
ハi工

第
十
図
〕

共
夜
よ
り
、
若
公
、
失
給
ぬ
る
事
、

マ
、

い
た
ら
ぬ
狼
な
く
、
御
1

守
あ
り
け
れ
と
も
、
知
人
、

た
〉
事
に
あ
ら
す
と
、
門
主

御
歎
有
て
、

さ
ら
に
な
か
り
け
り

さ
る
に
、
東
坂
本
よ
り
、
大
津
へ
と
ほ
る
、
旅
人
行
合
て
、

さ
や

つ
の
お
さ
あ
ひ
人
は
、
夜
部
、

い
ぬ
の
閣
は
か
り
に
、
唐
崎
の
方

へ
こ
そ
、
御
渡
候
し
か
と
そ
、

か
た
り
け
る

さ
て
は
、

此
問
、
連
々
忍
て
、

い
ひ
か
よ
は
す
、

山
徒
の
あ
り
と

き
〉
し
か
、

か
と
ひ
取
て
け
り
と
て
、
院
家
の
周
章
は
、
申
に
及

す、

一
寺
の
酔
陶
、

父
の
お
と
〉
、
存
知
し
給

な
の
め
な
ら
す
、

は
ぬ
事
は
、

よ
も
あ
ら
し
、
山
門
へ
寄
せ
む
す
る
は
、
難
儀
な
る

三
二
四

し
が
程
に
、

か
き
も
て
来
り
、

る
う

は
ん
じ
ゃ
く
を
た
〉
み
た
る
、
石
の
楼
の
中
に
、

大
み
ね
の
し
や
か
の
だ
け
へ
ぞ
、

こ
〉
に
て
、

お

し
こ
め
て
、

お
き
た
れ
は
、

よ
る
て外
Q 

(1) 

さ
か
し、

も
し
ら

lすi
カ一一、一

月

日
の
ひ
か
り
を
も
み
ず
、

こ
け
の
し
づ
く
、

松
の
あ
ら
し
、

な
み

た
の
か
は
く
隙
も
な
し
、
」
(
十
七
ウ
)
た
う
ぞ
く
な
ん
に
よ
、

お
ほ

く
と
ら
は
れ
け
る
と
、

お
ぼ
し
く
て
、

Ili'¥:ど
室与
ぴ〉

に

た
ゾ
な
く

こ
ゑ
の
み
ぞ
、

き
こ
え
け
る

う
せ
給
ひ
ぬ
る
事
、

た
ズ
事
に
あ
ら

ず共
と夜
、よ

Il~~ り
?、
王ぶ
砕jJ わ
なか
げき
きみ
有の
て、

い
た
ら
ぬ
く
ま
も
な
く
、
御
た
つ

さ
ら
に
な
か
り
け
る
処
に
、

た
ひ

さ
か
も
と
よ
り
、
大
津
へ
と
を
る
、
旅
人
行
あ
ひ
て
、
さ
ゃ
う
の

ね
あ
り
け
れ
共
、

し
る
人
、

ひ
が
し

お
さ
あ
ひ
人
は
、

さ
」
の
ふ
の
、

い
ぬ
の
こ
く
斗
に
、

か
ら
さ
き
の

は
ま
に
て
、

さ
て
は
、

レ】ιμ 

み
十
一
本
り
て
、
侍
る
よ
し
を
、
中
せ
は
、

レF
」

山
徒
の
あ
る
と
問
し
が
、
何
さ
ま
、

七、

旧則、

1υ

ぐ
、
井
、
ま
よ
ノ
、

ヲ〆
d

v

し
イ
し
》
刀
?

I

v

ど
ひ
と
り
て
け
り
と
て
、

寺じゐ
の /ν
うか
イ〉ぴ〉

fこ」
r--， 

フ、十
八
オ
"-'" 

父

し
ゅ
う
し
ゃ
う

は
、
申
に
を
よ
ば
ず
、

な
の
め
な
ら
ず
、

の
大
臣
も
、

し
り
給
は
ぬ
事
は
、

よ
も
あ
ら
じ
、

山
門
へ
ょ
せ
ん



へ
し
、
先
、
花
薗
の
左
存
の
第
へ
、
押
寄
て
、
恨
申
せ
と
て
、
御

門
徒
の
大
衆
、

五
百
余
人
、
白
昼
に
、
左
存
の
第
、
一
ニ
条
京
極
へ

押
寄
た
る
に
、
近
所
の
紙
候
人
、

五
十
余
人
、
身
命
を
軽
し
て
、

ふ
せ
き
た
〉
か
へ
と
も
、
大
衆
こ
と
〉
も
せ
す
、
責
入
け
る
問
、

渡
殿
、
釣
殿
、
泉
殿
、

玉
欄
干
、

一
宇
も

い
ら
か
を
な
ら
へ
し
、

残
ら
す
焼
払
は
る

絵

第
十
一
図
〕

圏
域
寺
衆
徒
、
是
に
も
猶
、
憤
を
散
せ
す
し
て
、

一
寺
一
向
に
、

余
議
し
け
る
は
、
寺
門
の
恥
辱
、

こ
れ
に
す
き
た
る
事
、
あ
る
へ

か
ら
す
、
所
詮
、
此
次
を
も
て
、
当
寺
に
、
三
摩
耶
戒
壇
を
建
は
、

山
内
、
さ
た
め
て
、
寄
せ
む
す
ら
ん
、
是
即
地
の
利
に
つ
ゐ
て
、

執

又
は
邪

O
を
し
り
そ
け
て
、
戒
法
を
ひ
ろ
む
る
、

敵
を
亡
す
謀
、

道
た
る
へ
し
、
天
こ
〉
に
、
時
を
与
た
り
、
建
も
、
遅
疑
す
へ
か

ら
す
と
て
、

一
味
同
心
の
衆
徒
、

二
千
余
人
、

所

如
意
越
路
、

/
¥
掘
切
て
、
寺
中
を
城
郡
に
構
て
、
や
か
て

O
摩
耶
戒
壇
を
そ

建
た
り
け
る

事
は
、

い
と
や
す
け
れ
と
も
、

ま
づ
、
花
そ
の
さ
ふ
の
て
い
へ
、

お
し
よ
せ
て
、
う
ら
み
申
せ
と
て
、
御
も
ん
と
の
大
し
ゅ
、
五
千

は
く
ち
う
に
、
さ
ふ
の
亭
宅
、
三
条
京
極
へ
、
お
し
ょ
せ

余
人
、

た
る
に
、
き
ん
じ
ょ
に
、

五
百
余
人
、

し
こ
う
の
人
、

し
ん
み
や

う
を
か
る
く
し
て
、

ふ
せ
ぎ
た
〉
か
ふ
と
い
へ
ど
も
、
大
し
ゅ
事

わ
だ
殿
、

共
せ
ず
、

せ
め
入
け
る
問
、

つ
9
殿、

い
づ
み
殿
、

し、

ら
か
を
な
ら
へ
し
、

た
ま
の
ら
ん
か
ん
、

一
う
も
の
こ
ら
ず
、
み

な
や
き
は
ら
ひ
け
り
」
(
十
八
ウ
)

上
巻
終

お
ん
し
ゃ
う
じ
の
し
ゆ
と
、
是
に
も
猶
、
い
き
ど
を
り
さ
ん
ぜ
ず
、

じ
も
ん

せ
ん
ぎ
し
け
る
は
、
寺
門
の
ち
じ
よ
く
、
是
に
過

一
山
一
向
に
、

た
る
事
、
あ
る
べ
か
ら
ず
、

し
ょ
せ
ん
此
臨
を
も
て
、
当
寺
、

ま
や
か
い
だ
ん
を
た
て
ば
、
山
門
、

則
て
き
を
ほ
ろ
ぼ
す
な
か
た
ち
、

又
はさ
、だ

す時め
執Eて
を
しよ
りす
ぞら
けん
て、
、是

か
い
ほ
う
を
ひ
ろ
む
る
、
道
た
る
べ
し
、
天
こ
〉
に
、
時
を
あ
た

マ
、

し
は
ら
く
、
建
擬
す
へ
か
ら
す
と
て
、
一
恥
だ
う
し
ん

へ
た
り
、

の
し
ゆ
と
、

二
千
余
人
、

に
よ
い
ご
え
の
道
、
所
々
ほ
り
き
り
、

寺
中
を
じ
ゃ
う
く
は
く
に
、

か
ま
へ
て
、
や
が
て
、
三
ま
や
か
い

三
二
五



〔
絵

第
十
二
図
〕

山
門
、
是
を
聞
て
、

な
し
か
は
、
蜂
起
せ
さ
る
へ
き
、
戒
墳
の
事

に
依
て
、
閏
城
寺
へ
発
向
す
る
事
、
以
前
、
既
に
、

六
ヶ
度
也
、

公
家
に
奏
し
、
武
家
に
触
訴
る
ま
で
も
、

あ
る
へ
か
ら
す
、
時
を

か
へ
す
、
押
容
て
、
焼
払
へ
し
と
て
、
末
寺
末
社
、

三
千
七
百

ケ
所
へ
、
触
送
に
、
先
、
近
国
の
勢
、
馳
集
て
、

山
上
坂
木
に
、

充
満
せ
り

十
月
十
五
日
は
、
中
の
申
日
な
り
、
是
に
ま
さ
る
吉
日
、

あ
る
へ

か
ら
す
と
て
、
十
万
騎
の
勢
を
、

七
手
に
分
て
、
追
手
、
捌
手
よ

り
押
寄
る
、
或
は
、
砂
々
た
る
、
志
賀
出
川
崎
の
浜
路
に
、
駒
に
鞭

っ
て
衆
徒
も
あ
り
、
戎
は
、
漫
々
た
る
、
煙
波
湖
水
の
朝
な
き

に
、
船
に
さ
ほ
さ
す
、

大
衆
も
有
、

思
々
に
、
ょ
せ
け
る
北
ハ
中
に
、

桂
海
律
師
は
、
今
比
濫
協
は
、
併
、
我
身
一
よ
十
り
、
お
こ
り
し
映
な

ヵ

一
合
戦
し
て
、
名
を
後
記
に
、

れ
は

人
よ
り
さ
き
に
、

と
〉
め

む
す
る
物
を
と
、
思
け
れ
は
、
す
く
り
た
る
、
同
宿
若
葉
、

五
百

人
、
皆
神
水
呑
て
、

五
更
の
天
の
あ
け
ぬ
ま
に
、
如
意
越
よ
り
そ

一一一六

だ
ん
を
ぞ
、

た
で
た
り
け
る
」
(
十
九
オ
)

山
門
、
走
を
問
て
、

な
じ
か
は
、

ほ
っ
き
せ
さ
ら
む
、

ミ

、

J-ν

カ
し
み
/
/

の
事
に
よ
り
て
、

お
ん
じ
ゃ
う
し
へ
、

は
つ
か
う
す
る
事
、
以
前

す
で
に
六
ケ
度
品
、
く
げ
に
そ
う
し
、

ぶ
け
に
う
っ
た
う
る
ま
で

も
あ
る
べ
か
ら
ず
、
時
を
う
っ
さ
ず
、

お
し
上
せ
て
、

や
き
は
ら

へ
と
て
、

三
千
七
百
余
所
へ
、

ふ
れ
を
く
る

ま
つ
じ
ま
っ
し
ゃ
、

先

き
ん
ご
く
の
せ
い
、

さ
ん
上
、

は
せ
あ
つ
ま
り
て
、

さ

か
も
と
に
、
充
満
た
り

十
月
十
五
日
は
、
中
の
さ
る
の
日
に
あ
た
れ
り
、
是
に
ま
さ
る
古

目
、
あ
る
へ
か
ら
ず
と
て
、

十
万
よ
き
を
、

お
し

七
手
に
分
て
、

よ
す
る
、

あ
る
ひ
は
、

ベ
う
ノ
¥
た
る
、

し
が
か
ら
さ
き
の
は
ま

ぢ
に
、

し
ゅ
」
(
十
九
ウ
)
と
も
あ
り
、

あ
る

こ
ま
に
む
ち
う
つ
、

ひ
は
、

あ
さ
な
ぎ
に
、
舟

ま
ん
ノ
¥
た
る
、

ゑ
ん
は
こ
す
い
の
、

に
さ
ほ
さ
す
、
大
し
ゅ
も
あ
り
、
思
ひ
ノ
¥
に
、

ょ
せ
け
る
共
中

千
」
、

け
い
か
い
り
つ
し
は
、

此
ら
ん
し
ゃ
う
は
、
し
か
し
な
が
ら
、

我
身
よ
り
、
事
お
こ
り
し
、

わ
ざ
は
い
な
れ
ば
、
人
よ
り
さ
き
に
、



室
内
た
り
け
る

追
手
、
揚
手
、
城
の
内
、
す
へ
て
十
万
七
千
人
、
同
時
に
、
時
の

こ
ゑ
を
あ
け
た
れ
は
、
大
山
も
、
是
が
為
に
く
す
れ
、
湖
水
も
傾

て
、
忽
に
、
水
輪
際
に
お
つ
る
か
と
、
疑
は
る

手
負
を
も
返
み
す
、
死
を
も
い
た
ま
す
、

の
り
こ
え
ノ
¥
、
攻
入

る
、
寄
手
に
は
、
本
院
に
、
習
禅
、
禅
智
、
円
宗
院
、
杉
生
、
西

勝
、
金
輪
院
、
杉
本
、
山
本
、
妙
観
院
、
西
塔
に
は
、
常
喜
、
乗

実
、
南
岸
、
行
泉
、
上
林
坊
、
横
川
に
は
、

是
等O
を
先
と
し
て
、
押
寄
す

善
法
、

善
住
、
般
若

院
、
三
塔
蜂
合
議
一
五
す
、

禦
く
大
衆
に
は
、
円
満
院
の
鬼
駿
川
、
唐
院
七
天
狗
、
南
院
八
金

剛
、
千
人
切
の
荒
讃
岐
、

か
な
さ
い
は
う
の
悪
大
夫
、

武
蔵
房
、
三
町
飛
礁
の
円
月
刊
、

八
方
破
の

さ
け
き
り
こ
の
み
の
覚
増
、
儀

を
金
石
に
比
し
、
命
を
塵
芥
に
か
ろ
く
し
て
、
打
出
ノ
¥
、

ふ
せ

き
た
〉
か
ふ
、
嫉
申
胃
を
融
し
、
鋒
煙
塵
を
ま
き
て
、

三
時
は
か

り
、
た
〉
か
ひ
た
る
に
、
寄
手
七
千
余
人
、
手
負
て
、
半
死
半
生

に
成
け
れ
は
、
此
城
、
尽
未
来
際
を
ふ
と
も
、
落
へ
し
と
も
、

み

え
さ
り
け
り

一
か
っ
せ
ん
し
て
、
名
を
こ
う
き
に
、

と
ヌ
め
ん
す
る
物
を
と
、

思
ひ
け
れ
ば
、
す
ぐ
り
た
る
、

と
う
じ
ゅ
く
、

っ
、
4

こ
ろ
ノ
、

よ
4
4
H
N
争

J
F
J

五
百

余
人
、

み
な
、

じ
ん
ず
い
の
み
て
、

五
か
う
の
天
の
、
あ
け
ぬ
ま

に
よ
い
こ
え
よ
り
ぞ
、

ょ
せ
た
り
け
る

大
手
、

か
ら
め
で
、
城
の
中
、
都
合
十
万
七
千
余
人
、
同
時
に
、

時
の
声
を
あ
げ
た
れ
ば
、

大
山
も
、

こ
れ
が
た
め
に
く
づ
れ
、
」

(
二
十
オ
)

こ
す
い
も
、

か
た
ふ
き
て
、

た
ち
ま
ち
に
、

こ
ん
り

ん
ざ
い
に
、
お
つ
る
か
と
、
う
た
が
は
れ
、

し死
人
を
も
か
へ
り
み
ず
、

て
お
い
共
い
は
ず
、

は
ね
こ
え
、
せ
め
入
け
り

L
ゃ

う

ぜ

ん

ぜ

ん

ち

ゑ

ん

し

ゅ

う

ゐ

ん

す

ぎ

う

さ

い

よ
せ
て
の
ほ
ん
ゐ
ん
に
は
、
習
禅
、
禅
智
、
円
宗
院
、
杉
生
、
西

し

ゃ

う

こ

ん

り

ん

ゐ

ん

す

ぎ

も

と

も

と

め

う

く

は

ん

ゐ

ん

さ

い

た

う

じ

ゃ

う

き

し

ゃ

う

勝
、
金
輪
院
、
杉
本
、
山
本
、
妙
観
院
、
西
塔
に
は
、
常
喜
、
乗

し

つ

な

ん

ゑ

ん

ぎ

や

う

せ

ん

ち

う

り

ん

よ

ぜ

ん

呈

う

ち

う

実
、
南
岸
、
行
泉
、
行
住
、
上
林
、
横
川
に
は
、
諮
問
皆
、
善
住
、

の
り
こ
え
、

は
ん
に
や
ゐ
ん

般
若
院
、

た

う

ほ

う

か

う

き

三
塔
蜂
合
の
儀
云
ず
、

品
一
広
を
せ
ん
ど
と
、
ふ
せ
一
閣
一
た
ミ

か
ふ

ゑ
ん
ま
ん
ゐ
ん
お
に
す
る
が
た
う
ゐ
ん

お
ん
じ
ゃ
う
じ
の
大
衆
に
は
、
円
満
院
の
鬼
駿
河
、
唐
院
の
七
天

ぐ

な

ん

ゐ

ん

こ

ん

か

う

あ

ら

さ

ぬ

き

か

な

あ

狗
、
南
院
の
八
金
剛
、
千
人
切
の
荒
讃
岐
、
金
さ
い
ば
う
の
悪
大

む

さ

し

ば

う

つ

ぶ

て

ゑ

ん

く

わ

ち

ば

5

八
方
ゃ
ぶ
り
の
武
蔵
一
房
、
三
町
礁
の
円
月
称
、
さ
げ
」
(
二
十

夫、

三
二
七



桂
海
、
是
を
み
て
、
大
に
い
か
つ
て
、
申
け
る
は
、

い
け
か
ひ
な

き
人
々
の
、
合
戦
の
し
ゃ
う
か
な
、

い
く
程
も
な
き
、
堀
一
は
、

死
人
に
て
、
埋
め
た
ら
ん
に
、
な
と
か
、
責
落
さ
て
は
あ
る
へ
き
、

我
と
思
は
む
人
々
は
、

つ
〉
い
て
、
桂
海
か
、
手
か
ら
の
程
を
見

レ
B
h

シ}、

あ
く
ま
で
荒
言
吐
て
、
や
け
む
掘
の
、

そ
こ
せ
は
な
る
中

へ
、
か
は
と
飛
お
り
、
二
丈
あ
ま
り
に
み
え
た
る
、
切
岸
の
上
へ
、

た
て
の
さ
ん
を
踏
て
、
は
ね
あ
か
り
、

ぬ
り
の
こ
し
た
る
扉
柱
に
、

手
う
ち
懸
、

ゆ
ら
り
と
は
ね
ζ

へ
て
、
敵
三
百
人
か
中
へ
、

只

人
、
乱
入

さ
け
切
、
袈
裟
か
け
、
車
切
、

そ
む
き
て
も
て
る
一
刀
、

し
さ
り

て
す
、
〉
む
追
懸
き
り
、
将
碁
倒
の
払
切
、
犠
打
波
の
ま
く
り
切
、

ら
ん
も
む
、

ひ
し
ぬ
ひ
、
く
も
て
、

か
く
な
は
、
十
文
字
、

四
角

八
方
を
、
追
立
、
足
を
も
た
め
す
、
切
て
ま
は
る
に
、
如
意
越
を

ふ
せ
き
け
る
、
兵
三
百
余
人
、

左
方
右

か
な
は
し
と
や
思
け
む
、

方
へ
、

か
ら
め
て
の
勢
共
、

つ
〉
い
て
、
責
入
け

お
ち
て
ゆ
く
、

る
中
に
、
桂
海
か
同
宿
共
、
受
か
し
こ
よ
り
忍
入
、
院
々
谷
々
に
、

火
を
か
け
た
る
に
、
魔
風
頻
に
吹
て
、
余
煙
、

四
方
に
、
掩
け
れ

か
く
そ
う
ば

5

ウ
)
ぎ
り
こ
の
み
の
覚
僧
房
、

儀ぎ
を
金Z
石ぎ三

ひ八
し

い
の
ち
を
ち

'νAV、A

、ア」、

J
れ
、
官
N
L
V
Y『

か
る
く
し
て
、
う
ち
出
/
¥
、

ふ
せ
ぎ
た
斗
か
ふ
、

や
じ
り
、

か
っ
ち
う
を
と
ほ
し
、

ほ
こ
、
ゑ
ん
ち
ん
を
ま
き
て
、

て、

た
斗
か
ひ
た
一
剛
一
に
、
よ
せ
て
七
千
余
人
、
手
お
ひ

し

ゃ

う

ち

ん

み

ら

い

き

い

は
ん
し
は
ん
生
に
成
て
け
れ
は
、
此
城
、
尽
未
来
際
を
ふ
る

三
時
ば
か
り
、

シ
ア
も
、

お
っ
へ
し
と
は
、
さ
ら
に
、

み
え
ざ
り
け
り

け
い
か
い
、
是
を
み
て
、
大
き
に
い
か
つ
て
、
申
け
る
は
、

し、

ひ

い
く
程
も
な
き

か
ひ
な
き
人
々
の
、
か
っ
せ
ん
の
し
ざ
ま
か
な
、

し

城
一
ッ
、
死
人
に
て
、
う
づ
め
た
ら
ん
に
、
な
と
か
、

せ
め
お
と

さ
て
は
あ
る
べ
き
、

我
と
思
は
ん
と
も
か
ら
は
、

つ
ジ
ひ
て
、
」

(
二
十
一
オ
)
け
い
か
ひ
が
、
手
か
ら
の
程
を
見
よ
と
、
あ
く
ま
で
、

く
わ
う
げ
ん
は
い
て
、
ま
づ
、
城
の
そ
こ
せ
は
な
る
中
へ
、
か
は

じ
ゃ
う
よ

二
丈
余
に
み
え
た
る
、
切
き
し
の
上
へ
、
た
て
の

と
と
び
お
り
、

さ
ん
を
ふ
ま
へ
て
、

へ
い
ば

は
ね
あ
が
り
、

ぬ
り
は
づ
し
た
る
、

し
ら
に
、
手
を
打
か
け
て
、

只
一
人
、

ゃ
ぶ
り
入
け
り
、
も
と
よ

り
、
さ
ん
と
の
た
し
な
む
所
也

さ
げ
き
り
、

け
さ
か
け
、
く
る
ま
ぎ
り
、

こ
と
さ
ら
う
ち
物
取
て



は
、
金
堂
、
講
堂
、
鐘
楼
、
経
蔵
、
常
行
三
昧
の
阿
弥
陀
堂
、
普

賢
行
願
の
如
法
堂
、
教
待
和
尚
の
御
本
房
、
智
詮
大
師
の
御
影
堂
、

三
門
跡
の
御
房
に
至
ま
て
、
す
へ
て
三
千
七
百
余
字
、

一
時
に
灰

燈
と
成
は
て
〉
、
新
羅
大
明
神
の
社
壇
よ
り
外
に
は
、
残
坊
一
も

な
か
り
け
り

〔絵

第
十
三
図
〕

Lー

中
巻
終

ぶ
さ
う
な
り
け
れ
は
、

そ
む
き
て
も
ち
た
る
一
刀
、
切
て
す
斗
む

あ
け
切
、

し
ゃ
う
ぎ
た
を
し
の
は
ら
ひ
切
、

い
そ
う
つ
波
の
ま
く

り
切
、
ら
ん
も
ん
、
ひ
し
ぬ
い
、
く
も
で
、

か
く
な
わ
、
十
文
字
、

四
方
は
ら
ひ
の
お
が
み
」
(
二
十
一
ウ
)

〔
挿
絵

第
七
図
〕

(
又
二
十
一
オ
)

〔
挿
絵

第
八
図
〕

(
又
二
十
一
ウ
)

切
、
八
方
か
け
て
、

お
い
た
て
ノ
¥
、
足
を
も
た
め
ず
、
切
て
ま

は
る
問
、

に
よ
い
こ
え
を
ふ
せ
ぎ
け
る
、マ、

か
な
は
じ
と
や
思
ひ
け
ん
、
う
わ
う
ざ
わ
う
に
、
つ
は
も
の
三
百
余
人
、

お
ち
て
行
、

つ

ヌ
い
て
、

せ
め
入
け
れ
ば
、

け
い
か
い
が
手
の
も
の
、

五
百
余
人

火
を
か
け
た
る
に
、

こ
ん
だ
う

風
し
き
り
に
吹
て
、
よ
ゑ
ん
、
そ
ら
に
お
ほ
ひ
け
れ
ば
、
金
堂
、

か

う

し

ゆ

ろ

う

き

ゃ

う

ぎ

う

じ

ゃ

う

ぎ

や

う

ま

い

講
堂
、
鐘
楼
、
経
蔵
、
常
行
三
昧
の
あ
み
だ
た
う
、
ふ
げ
ん
行
願

に
よ
ほ
う
け
う
た
い
く
わ
し
ゃ
う

の
知
法
堂
、
教
待
和
尚
の
御
本
坊
、
ち
せ
う
大
師
の
御
ゑ
い
だ
う
、

す
べ
て
三
千
七
百
余
字
、

は
し
り
ち
っ
て
、

ゐ
ん
ノ
¥
、
た
に
ノ
¥
に
、

三
門
跡
の
御
坊
に
い
た
る
ま
で
、

時

に
、
く
わ
い
ぢ
ん
と
成
は
て
‘
ニ
ー
(
二
十
ニ
オ
)
、
し
ん
羅
大
明
神
の

し
ゃ
だ
ん
よ
り
外
は
、
残
る
ば
う
一
ツ
も
な
か
り
け
り

三
二
九



若
公
は
、
三
井
寺
の
、

か
様
に
成
ぬ
る
を
も
、
し
ら
せ
給
は
一
回
、

石
の
楼
の
中
に
、
お
し
箆
ら
れ
て
、
明
暮
、

な
き
し
つ
み
て
、
お
は

し
け
る
処
に
、
無
量
の
天
狗
共
、
集
て
、

四
方
山
の
物
語
と
も
し

申
け
一
附
一
嗣
一
我
等
か
面
白
と
思
ふ
こ
と

ヵ

は
、
焼
亡
、
階
、
小
い
さ
か
ひ
、
論
の
相
撲
に
事
出
し
、
白
川
ほ
こ

け
る
中
に
、

或
小
天
狗
、

の
そ
ら
い
ん
ち
、
山
門
南
都
の
御
輿
振
、

玉
山
の
僧
の
門
徒
立
、

此
等
こ
そ
、
興
在
見
物
も
出
来
て
、

一
風
情
在
と
、
思
つ
る
に
、

昨
日
の
三
井
寺
の
合
戦
は
、
世
に
た
く
ひ
な
き
、
見
こ
と
哉
一
出
、
ヵ

か
し
こ
く
そ
、
比
梅
若
公
を

申
せ
は
、

そ
は
な
る
天
狗
、

ま
た

と
り
た
り
け
る
、
さ
ら
す
は
、
こ
れ
程
の
軍
、
何
故
か
出
来
へ
き
、

戦
の
最
中
に
、
寺
の
同
一
世
一
た
ち
の
、
長
絹
の
衣
け
た
れ
て
、
方
々

ヵ

へ
に
け
さ
せ
給
し
か
、
お
か
し
さ
に
こ
そ
、
興
あ
る
折
句
の
奇
を
、

一
首
よ
み
一
同
一
候
し
か
と
、
語
を
、
座
上
の
天
狗
、
何
と
読
た
り
け

ヵ

る
そ
と
、
聞
け
れ
は

う
か
り
け
る
、

は
ち
三
井
寺
の
、
あ
り
さ
ま
や
、
戒
つ
く
り
て

は
、
ね
を
の
み
そ
な
く

三
三

O

わ
か
ぎ
み

若
公
は
、
三
井
寺
の
、

か
や
う
に
成
ぬ
る
を
も
、
し
ら
せ
給
は
ず
、

石
の
ろ
う
の
内
に
、

お
し
こ
め
ら
れ
て
、
あ
か
し
く
ら
し
、
な
き

ぐ

む
り
や
う
の
天
狗
共
、
あ
つ
ま

し
づ
み
て
、

お
は
し
け
る
処
に
、

っ
て
、

よ
も
山
の
物
か
た
り
を
し
け
る
中
に
、
あ
る
小
天
狗
、
申

け
る
は
、
我
ら
が
お
も
し
ろ
し
と
思
ふ
事
は
、
焼
亡
、
辻
風
、

い
さ
か
い
、
論
の
す
ま
い
の
事
出
し
、
白
川
ほ
こ
の
そ
ら
ゐ
ん
地
、 ちF、v

山
門
南
都
の
御
こ
し
ふ
り
、
五
山
の
僧
の
門
徒
だ
て
、
是
等
に
ぞ

ぶ
つ

け
う
あ
る
け
ん
物
も
」
(
二
十
ニ
ウ
〉
出
来
て
、
一
回
位
協
有
と
、
思

ひ
つ
る
に
、
き
の
ふ
の
三
井
寺
の
か
せ
ん
は
、
世
に
た
ぐ
ひ
な
き

又
、
か
た
は
ら
な
る
天
狗
の
い
は
く
、

見
事
成
し
と
、
申
せ
ば
、

い
し
く
も
、
此
梅
わ
か
ぎ
み
を
、
取
た
り
け
る
、
さ
ら
で
は
、
是

ほ
と
の
い
く
さ
、
何
ゆ
へ
に
出
来
く
べ
き
、
か
せ
ん
の
さ
い
ち
う
、

寺
の
も
ん
し
ゅ
た
ち
、

ち
ゃ
う
け
ん
の
衣
、
け
さ
ふ
み
く
斗
み
て
、

方
々
へ
、

に
け
さ
せ
給
ひ
し
は
、

こ
と
さ
ら
、

お
か
し
か
り
し
事

ど
も
な
り
、

こ
ん
ど
の
け
ん
ぶ
つ
は
、
我
ら
が
、
ず
い
ぶ
ん
、
ち

う
さ
く
し
す
ま
し
た
り
と
、
申
せ
ば
、
又
、
か
た
は
ら
な
る
天
狗
、

わ
れ
こ
そ
、
け
う
あ
る
、
お
り
く
の
寄
を
、
一
し
ゅ
よ
み
て
候
ひ
し
」



と
、
読
て
候
也
と
、

か
た
れ
は
、
座
中
の
天
狗
共
、
え
つ
ほ
一
町
一
入
脱
ヵ

て
そ
、

わ
ら
ひ
け
る

若
公
、
是
を
間
食
て
、

ゆ
ぺ
、

あ
な
あ
さ
ま
し
、
さ
て
は
、
三
井
寺
、
我

ほ
ろ
ひ
け
る
や
一
也
、
恩
給
へ
と
も
、
委
尋
問
へ
き
、
人
も

脱
カ

只
童
と
共
に
、
う
ち
わ
ひ
て
、
な
く
よ
り
外
の
、

な
け
れ
は
、

と
そ
な
き

か
〉
る
処
に
、
淡
路
国
よ
り
の
物
と
て
、

八
十
有
余
は
か
り
な
る

老
翁
を
、

一
人
し
は
り
て
、
楼
の
内
へ
入
て
、
申
け
る
は
、
此
翁

日
て
り
の
雨
雲
の
は
つ
れ
よ
り
、

ふ
み
は
つ
し
て
、
土
に
お
ち
て

候
つ
る
を
、

と
ら
へ
て
置
候
、
何
と
も
名
を
付
て
、
め
し
仕
侠
へ
、

虚
空
を
朔
候
は
ん
こ
と
、
誰
に
も
、
お
と
り
候
は
し
と
、
覚
え
候
、

水
な
ん
と
、
く
ま
せ
さ
せ
給
候
へ
、
人
に
お
と
り
候
は
し
と
そ
、

由
・
け
る

一
両
日
在
て
、
比
翁
、
児
と
童
と
の
泣
悲
を
見
て
、
若
、
御
袖
や

ぬ
れ
て
候
と
、
聞
け
れ
は
、
児
も
童
も
、
共
に
、
住
な
れ
し
所
を
、

か
り
そ
め
に
な
く
、
立
分
て
、
此
天
狗
道
に
落
ぬ
れ
は
、

父
母
の

悲
、
師
匠
の
歎
、
思
や
ら
る
〉
た
ひ
こ
と
に
、
涙
の
お
ち
ぬ
ひ
ま

(
二
十
三
オ
)
か
と
、

け
る
と
と
へ
ば

う
か
り
け
る
、

か
た
れ
は
、
座
上
の
天
狗
、
何
と
よ
み
た
り

は
ち
三
井
寺
の
、
あ
り
さ
ま
や
、

か
い
つ
く
り

て
は
、
音
を
の
み
ぞ
な
く

ちF

、-

と
よ
み
て
侠
也
と
、

て
ぞ
、

わ
ら
ひ
け
る

か
た
れ
ば
、
座
中
の
天
狗
共
、
ゑ
つ
ぼ
に
入

わ
か
君
、
是
を
き
〉
給
ひ
て
、
あ
な
あ
さ
ま
し
ゃ
、
さ
て
は
、
三

井
寺
、
我
ゆ
へ
に
、

ほ
ろ
び
に
け
る
や
と
、

お
も
ひ
給
へ
共
、
く

は
し
く
、

た
づ
ね
き
く
べ
き
、
人
も
な
け
れ
ば
、
た
斗
わ
ら
は
と

共
に
、
う
ち
わ
び
て
、
な
く
よ
り
外
の
、
事
ぞ
な
き
」
(
二
十
三
ウ
〉

か
斗
り
け
る
処
に
、
あ
は
ぢ
の
国
よ
り
、

ゅ

う

よ

ら

う

お

う

有
余
な
る
老
翁
を
、

る
は
、
此
お
き
な
、

し
ん
も
っ
と
て
、

}¥. 
十

一
人
し
ば
り
て
、

ろ
う
の
内
へ
入
て
、
申
け

日
で
り
の
雨
雲
の
は
づ
れ
よ
り
、

ふ
み
は
づ

し
て
、
土
に
お
ち
て
候
を
、

と
ら
へ
て
し
ん
し
侠
、
何
共
名
を
付

て
、
め
し
っ
か
は
れ
候
へ
、

こ
く
う
を
か
け
り
候
は
ん
事
、
誰
に

も
、
お
と
り
侠
は
し
と
そ
、
申
け
る

一
両
日
あ
り
て
、
比
老
翁
、

ち
ご
と
は
ら
は
と
の
、

な
き
か
な
し

一一一一一一一



な
け
れ
は
、
さ
こ
そ
は
袖
も
、

ぬ
れ
て
候
ら
め
と
そ
、
答
け
る

老
翁
、
大
に
喜
て
、
さ
侠
は
〉
、
我
に
と
り
つ
か
せ
給
へ
、
や
す

く
、
都
へ
、

つ
け
申
候
は
ん
と
て
、
翁
、
此
若
公
の
袖
を
、

し
iほ

り
て
み
る
に
、
白
玉
か
何
そ
と
、
人
の
聞
は
か
り
、
涙
の
露
、
滴

関
電

た
り
、
翁
、
此
露
を
、
左
の
手
に
入
て
、
し
は
ら
く
円
転
す
る
に
、

露
の
玉
、
程
な
く
、
鞠
の
勢
に
成
ぬ
、
是
を
又
二
に
わ
け
で
、
右

左
の
掌
に
入
て
、

ゆ
る
か
し
け
る
に
、

二
の
露
、
次
第
に
、
大
に

成
て
、

石
の
楼
の
内
、
治
々
た
る
、
大
海
の
如
に
、
成
に
け
り

此
時
、
老
翁
、
忽
じ
大
龍
と
成
て
、
雷
鼓
、
地
を
動
し
、
電
光
、

揺
・
・
・
・
・
・
イ
本

天
に
ひ
ら
め
く
、
さ
し
も
義
勢
の
天
狗
と
も
、
畏
怖
、
十
方
へ
逃

失
け
れ
は
、
龍
神
、
石
の
楼
を
錫
破
て
、
児
童
の
み
な
ら
す
、
あ

ら
ゆ
る
所
の
、
道
俗
男
女
を
、
雲
に
乗
て
、
大
内
の
旧
跡
、
神
泉

克
の
辺
に
そ
、
を
き
た
り
け
る

絵

第
十
四
図
〕

一一一一一一一一

む
を
み
て
、
も
し
、
御
袖
や
ぬ
れ
て
候
と
、

と
い
け
れ
は
、

+ワ
J
F

』

も
わ
ら
は
も
、
共
に
、
す
み
な
れ
し
所
を
、
か
り
そ
め
な
が
ら
、

て
ん
ぐ
だ
う

立
出
て
、
此
天
狗
道
に
お
ち
ぬ
れ
ば
、
父
母
、
し
し
ゃ
う
の
な
」

(
二
十
四
オ
)
げ
き
、
思
や
ら
る
L
た
び
ご
と
に
、
な
み
た
の
お
ち

ぬ
ひ
ま
な
け
れ
ば
、
さ
こ
そ
は
袖
も
、

ぬ
れ
て
候
ら
め
と
、
答
け

るら
う
お
う
、
大
き
に
よ
ろ
こ
び
て
、
さ
候
は
午
、
我
に
取
っ
か
せ

給
ひ
候
へ
、
た
や
す
く
、
都
へ
つ
け
ま
い
ら
せ
ん
と
、

お
き
な
翁
、
此
わ
か
君
の
袖
を
、

い
ひ
て
、

し
ぼ
り
て
見
る
に
、

し
ら
五
か
何
そ
と

人
の
と
ふ
ば
か
り
、

な
み
た
の
つ
ゆ
、し

'ば
らし
くた
円2f
転Zり
せた
るり

尺ぷ
き
露な
の

此
露
を
、

ひ
だ
り
の
手
に
入
て
、

玉
、
程
な
く
、

ま
り
の
せ
い
に
成
ぬ
、
是
を
又
二
つ
に
分
て
、
左
一

右
の
た
な
心
に
入
て
、

ゆ
る
か
し
ゐ
た
る
に
、

二
つ
の
露
、
次
第

に
、
大
き
に
成
て
、
石
の
ろ
う
の
う
ち
、
み
な
」
(
二
十
四
ウ
)
大

水
に
成
て
げ
り
、
此
時
、
老
翁
、
た
ち
ま
ち
に
、
大
り
う
と
成
て
、

ら
い
こ
、
地
を
う
ご
か
し
、
て
ん
く
わ
う
、
天
に
ひ
ら
め
き
、
さ

吾
、
せ
い

し
も
義
勢
の
天
狗
共
、
お
そ
れ
を
ぢ
て
、
十
方
へ
、
に
げ
さ
り
け



道
俗
男
女
は
、
皆
分
て
、

こ
〉
よ
り
、
自
か
さ
ま
/
¥
へ
帰
ぬ

若
公
と
童
と
は
、
我
古
郷
を
尋
て
、
花
克
へ
行
給
へ
は
、

さ
し
も

蓑
を
な
ら
へ
、
作
ら
れ
た
り
し
、
亭
宅
茅
童
、
皆
焼
野
の
原
と
成

て、

こ
と
問
へ
き
、
人
し
な
し

あ
た
り
な
る
僧
坊
に
て
、
事
の
由
来
を
、
尋
ぬ
れ
は
、

左
大
臣
殿

は
、
公
達
の
若
公
、

比
叡
の
山
へ
、
う
は
は
れ
さ
せ
給
て
候
也
、

御
里
に
、

し
ろ
し
め
さ
れ
ぬ
こ
と
は
、
候
は
し
と
て
、
三
井
寺
よ

り
寄
て
、
焼
払
て
候
也
と
そ
、

か
た
り
申
け
る

を
と
〉
の
御
行
へ
、
尋
問
程
は
、
立
よ
る
へ
き
宿
も
な
け
れ
は
、

さ
ら
は
、
三
井
寺
へ
行
て
、
門
主
の
御
こ
と
を
も
、
尋
申
さ
む
と

て
、
た
と
る
ノ
¥
、
童
に
手
を
引
れ
て
、
三
井
寺
に
行
て
、
見
給

へ
は
、
仏
閣
僧
坊
、
一
宇
も
残
ら
す
、
皆
焼
払
れ
て
、
閑
庭
の
草
、

露
に
泣
、
空
山
の
松
、
風
に
吟
す
、
是
そ
我
棲
す
て
し
、
昔
の
跡

れ
ば
、

り
う
じ
ん
、
石
の
ろ
う
を
け
や
ぶ
っ
て
、
ち
ご
は
ら
は
の

み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
所
の
、

た
う
ぞ
く
な
ん
に
よ
を
、
雲
に
の

せ
て
、
大
内
き
う
せ
き
、

し
ん
ぜ
ん
ゑ
ん
の
辺
に
ぞ
、
を
き
た
り

け
る

此
も
の
共
、

み
な
わ
か
れ
て
、

こ
斗
よ
り
、
を
の
が
さ
ま
ん
¥
、

か
へ
り
さ
り
ぬ

わ
か
き
み
と
、

わ
ら
は
と
は
、
我
ふ
る
さ
と
を
た
づ
ね
て
、
花
そ

の
へ
行
給
ひ
た
る
に
、

て、

さ
し
も
い
ら
か
を
」
(
二
十
五
オ
)
な
ら
ベ

は
う
た
く
て
い
だ
い

つ
く
ら
れ
た
り
し
、
茅
宅
亭
台
、
み
な
焼
野
の
は
ら
と
成
て
、

こ
と
と
ふ
べ
き
、
人
も
な
し

あ
た
り
な
る
僧
一
房
に
て
、
事
の
さ
ま
を
、

左
大
臣

た
づ
ぬ
れ
ば
、

殿
は
、
き
ん
た
ち
の
わ
か
君
、

ひ
え
の
山
へ
、
う
ば
込
れ
さ
せ
給

ひ
て
候
を
、
御
さ
と
に
し
ろ
し
め
さ
れ
ぬ
事
は
、
あ
ら
じ
と
て
、

三
井
寺
よ
り
、

お
し
よ
せ
て
、
や
き
は
ら
ひ
て
候
也
と
ぞ
、

、A
F

-

4
H
N

争
J

り
け
る

大
臣
の
御
行
衛
、

た
づ
ね
参
ら
せ
ん
ほ
ど
、
立
よ
る
べ
き
や
ど
も

な
け
れ
ば
、
さ
ら
は
、
三
井
寺
に
行
て
、
も
ん
し
ゅ
の
御
事
を
も
、

一一一一一一一一一



よ
と
て
、

み
れ
は
、
礎
の
石
も
、
焼
砕
て
、
ま
口
の
緑
も
、
色
か
は

り
、
軒
端
の
梅
も
、
え
た
か
れ
て
、
匂
に
ま
ち
し
風
も
な
し

物
こ
と
に
、
替
は
て
ぬ
る
、
世
の
な
か
あ
は
れ
、

只
我
ゆ
へ
な
り

こ
と
な
れ
は
、
神
慮
ニ
も
た
か
ひ
、
人
口
に
も
落
ぬ
ら
ん
と

れ

あ
さ
ま
し
く
覚
え
て
、
見
に
め
も
あ
て
ら

O
ね
と
も
、
年
一
例
寸
棲

カ

な
れ
し
跡
な
れ
は
、
や
か
て
、
見
捨
も
、
名
残
惜
け
れ
は
、
其
夜

しは
、
新
羅
大
明
神
の
拝
殿
に
、
湖
水
の
月
を
な
か
め
て
、
泣
明
し

イ〉

〔絵

第
十
五
図
〕

門
主
は
、
若
石
山
に
や
、
御
座
在
ら
む
と
て
、
尋
行
給
た
れ
は
、

是
に
も
御
座
な
し
と
、
申
け
れ
は
、
桂
寿
、
さ
侠
は
〉
、
今
夜
は
、

参
詣
の
人
の
鉢
に
て
、
本
堂
に
御
座
候
へ
、
我
、
山
門
へ
罷
出
候

て
、
律
師
の
御
房
を
、

た
つ
ね
申
候
は
ん
と
そ
、
申
け
る

三
三
四

た
づ
ね
申
さ
ん
と
て
、

た
ど
る
ノ
¥
、

わ
ら
は
に
手
を
引
れ
て
、

三
井
寺
に
行
て
、
」
(
二
十
五
ウ
)
見
給
へ
は
、

ぶ
つ
か
く
、

そ
う
ば

』
F

円
ノ
、

一
宇
も
の
こ
ら
ず
、

み
な
や
き
は
ら
ひ
て
、
閑
庭
の
草
、
露

に
し
ほ
れ
、
く
う
ざ
ん
の
松
風
を
聞
に
、
す
与
し
く
し
て
、
是
そ

我
す
み
し
、

む
か
し
の
跡
よ
と
、

み
れ
ば
、
石
ず
へ
の
石
も
、
や

け
く
た
け
て
、

こ
け
の
み
と
り
も
、
色
を
か
へ
、
の
き
ば
の
梅
も
、

え
た
く
ち
て
、

に
ほ
ひ
を
ま
ち
し
、
風
も
な
し

物
ご
と
に
、

か
は
り
は
て
ぬ
る
、
世
の
あ
は
れ
、

た
t
A

我
ゆ
へ
也

し
、
事
な
れ
ば
、
さ
こ
そ
、
神
慮
に
も
ち
が
ひ
、
人
口
に
も
お
ち

ぬ
ら
ん
と
、
あ
さ
ま
し
く
お
ほ
え
て
、

み
る
に
目
も
あ
て
ら
れ
ね

共
、
年
ひ
さ
し
く
、
す
み
な
れ
し
跡
な
れ
は
、
や
が
て
、

み
す
て

ん
も
、
名
」
(
二
十
六
オ
)
残
お
し
く
て
、
其
夜
は
、

し
ん
羅
大
明

神
の
は
い
で
ん
に
、
湖
水
の
月
を
な
が
め
て
、

な
き
あ
か
し
つ

も
ん
し
ゅ
は
、
も
し
石
山
に
や
、
御
座
あ
る
ら
ん
と
て
、

た
つ
ね

ゆ
き
給
ひ
ぬ
れ
と
、
是
に
も
、
後
座
な
き
よ
し
、
申
け
れ
ば
、

け

い
じ
ゅ
、
さ
候
は
h
A

、
今
夜
は
、
さ
ん
け
い
の
人
の
て
い
に
て
、

ほ
ん
た
う
に
御
座
候
へ
、
我
、
さ
ん
も
ん
へ
罷
の
ぼ
り
て
、

り
~， 



若
公
、
今
は
た
〉
、
浮
世
に
あ
ら
ぬ
、
身
と
成
ら
ん
と
、

ふ
か
く

思
定
給
ふ
心
、

よ
し
ゃ
な
か
ノ
ヘ
、

と
り
と
〉

お
は
し
け
れ
は
、

む
る
人
な
く
は
、
心
の
ま
〉
に
、

い
か
な
る
淵
河
に
も
、
身
を
し

つ
め
む
と
、
思
食
て
、

な
く
ノ
¥
、
消
息
か
ひ
て
、
童
に
た
ひ
け

る
に
、
是
を
か
き
り
と
は
、

よ
も
し
ら
し
と
、
あ
は
れ
に
て
、

そ

〉
ろ
に
、
涙
を
な
か
し
給
ふ

章
、
御
文
を
給
て
、

い
そ
き
、
山
へ
尋
の
ほ
り
た
れ
は
、
律
師
、

童
を
見
よ
り
、
さ
ら
に
、
物
を
も
云
え
す
、
た
〉
ま
つ
、
さ
め
/
¥

と
そ
、

な
き
け
る
、
童
も
涙
を
し
の
こ
ひ
て
、
此
問
、

あ
り
つ
る

こ
と
と
も
を
、
語
ら
ん
と
す
れ
は
、

ま
つ
御
文
を
、

み
候
は
む
と

て
、
お
し
ひ
ら
き
け
る
に
、

あ
や
し
き
寄
の
こ
と
は
在

我
身
さ
て
、

し
つ
み
も
は
て
は
、
深
せ
の
、
底
ま
て
照
せ
、
山

の
端
の
月

律
師
、
あ
は
て
ヘ

こ
れ
御
覧
候
へ
、
御
奇
心
本
な
く
、

み
え
て

候
へ
は
、
何
こ
と
を
も
、

み
ち
す
か
ら
、
御
物
か
た
り
候
へ
、
先
、

急
参
候
は
む
と
て
、
坂
本
よ
り
、
童
を
先
に
立
て
、
取
物
も
と
り

あ
へ
す
、
石
山
へ
馳
て
行

し
御
房
を
、

た
づ
ね
候
は
ん
と
、
申
け
れ
は
、

い
ま

わ
か
き
み
、

は
、
う
き
世
に
あ
ら
ぬ
、
身
と
な
ら
ん
と
、

ふ
か
く
思
ひ
さ
だ
め

給
ふ
御
心
あ
り
け
れ
ば
、

よ
し
ゃ
中
々
、
取
と
斗
む
る
人
も
な
け

れ
は
、
心
の
ま
斗
に
、

い
か
な
る
ふ
ち
せ
に
も
、
身
を
な
げ
ん
と
」

(
二
十
六
ウ
〉

〔
挿
絵

(
又
二
十
六
オ
)

第
九
図
〕

〔
挿
絵

第
十
図
〕

(
又
二
十
六
ウ
)

お
ぼ
し
め
し
て
、

な
く
ノ
¥
、

せ
う
そ
く
か
き
て
、

わ
ら
は
に
た

び
け
る
、
是
を
か
ぎ
り
と
は
、

よ
も
し
ら
じ
と
、

あ
は
れ
、

は
る

か
に
見
送
り
て
、
立
給
ふ
後
に
こ
そ
、

お
も
ひ
合
け
れ
、

あ
や
し

き
事
共
、
有
つ
る
物
を
し
ら
さ
り
け
る
こ
そ
、

は
か
な
け
れ

わ
ら
は
、
御
文
を
給
は
り
て
、
急
ぎ
、
山
へ
た
づ
ね
の
ぼ
り
た
れ

わ
ら
は
を
打
み
る
よ
り
、
一
回
ら
に
、
物
を
も
い
ひ

ヵ

ま
づ
さ
め
ノ
¥
と
そ
、
な
き
け
る
、
な
み

ば
、
り
つ
し
、

え
さ
り
け
り
、

た
JX
、

た
、
を
し
の
こ
ひ
て
、
此
あ
ひ
だ
、
あ
り
つ
る
事
共
、

か
た
ら
ん

と
す
れ
は
、

ま
づ
、
御
文
を
見
候
は
ん
と
て
、

お
し
ひ
ら
き
た
る

に
、
あ
や
し
き
さ
ま
の
寄
也
」
(
二
十
七
オ
)

三
三
五



〔絵
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十
六
図
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大
津
を
過
て
、
行
処
ニ
、
旅
人
、
あ
ま
た
行
合
て
、
あ
な
あ
は
れ

や
、
此
児
、

い
か
な
る
恨
在
か
、
身
を
な
け
給
ら
ん
、
父
母
、
師

匠
、
い
か
に
、
な
け
か
む
す
ら
む
と
い
ふ
を
、
あ
や
し
と
思
て
、
委
尋

と
へ
は
、
旅
ひ
と
、
立
と
〉
ま
り
て
、
只
今
、
勢
多
の
は
し
を
、
渡

候
つ
る
処
ニ
、
年
の
ほ
と
、
十
六
七
に
、
見
え
さ
せ
給
候
つ
る
児

の
、
紅
梅
の
小
袖
に
、
水
干
の
し
も
は
か
り
、
め
さ
れ
て
候
つ
る

西
に
向
て
念
徽
十
へ
ん
は
か
り
と
な
ゑ
て
身
を
な
け
さ
せ
給
つ
る
か

か
O
あ
ま
り
に
か
な
し
く
、
見
ま
い
ら
せ
て
候
つ
る
程
に
、

と
り
あ
け
一
固
い
ら
せ
む
と
、
し
候
つ
れ
と

カ

み
え
さ
せ
給
候
は
ぬ
程
に
、

や
か
て
、

水
に
入
て
、

も

つ
ゐ
に
、

ち
か
ら
な
く
、

也
と
語
て
、
涙
を
は
ら
ノ
¥
と
そ
、

こ
ほ
し
け
る

我
等

過
候

ニ
一
ニ
六

我
身
さ
て
、

し
づ
み
も
は
て
ば
、

そ
こ
ま
で
て

ふ
か
き
せ
の
、

ら
せ
、
や
ま
の
は
の
月

り
っ
し

律
師
、
あ
は
て
ふ
、
是
御
ら
ん
候
へ
、
御
寄
の
心
も
と
な
く
、
見

え
候
へ
ば
、
何
事
を
も
、

み
ち
す
が
ら
、
御
物
か
た
り
候
へ
、

ま

づ、

い
そ
ぎ
参
ら
ん
と
て
、
坂
本
よ
り
、

わ
ら
は
を
さ
き
に
た
て

ヘ
と
る
物
も
と
り
あ
へ
ず
、
石
山
へ
ぞ
、

は
せ
て
行
け
る

大
津
を
す
ぎ
て
、
行
と
こ
ろ
に
、
旅
人
の
あ
ま
た
行
合
て
、
あ
な

あ
は
れ
や
、
比
ち
ご
、

い
か
成
う
ら
み
あ
り
て
か
、
身
を
な
げ
給

ふ
ら
ん
、

父
母
、

、

込

T
」
、

し
泊
1
u

・

な
げ
き
給
は
ん
ず
ら
ん

し
し
ゃ
う
、

と
い
ふ
を
、

あ
や
し
と
思
ひ
て
、
く
は
し
く
、

た
づ
ね
け
れ
ば
、
」

(
二
十
七
ウ
)
旅
人
、
立
と
ま
り
て
、

た
t
A

今、

せ
た
の
は
し
を
、

わ
た
り
候
つ
る
と
こ
ろ
に
、
年
の
ほ
ど
、
十
六
七
斗
に
、
見
え
さ

せ
給
へ
る
ち
こ
の
、

こ
う
ば
い
の
小
袖
に
、

す
い
か
ん
の
し
も
ば

、
A

『
、

品
M

n

J

め
さ
れ
て
候
つ
る
が
、
西
に
む
か
ひ
、
念
仏
十
へ
ん
ば
か

り
、
と
な
へ
て
、
身
を
な
げ
さ
せ
給
ひ
て
候
つ
る
、

あ
ま
り
に
、

か
な
し
く
、
見
参
ら
せ
候
つ
る
程
に
、
我
ら
、
や
が
て
、
水
に
入

て
、
と
り
あ
げ
参
ら
せ
ん
と
し
候
つ
れ
共
、

つ
ゐ
に
、

み
え
さ
せ



〔
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七
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旅
人
の
、

か
た
る
を
聞
に
、
年
の
程
、
衣
裳
の
さ
ま
、
う
た
か
ふ

所
も
な
け
れ
は
、
律
師
も
童
も
、
心
あ
き
れ
、
手
足
も
な
へ
た
る

こ
〉
地
し
て
、

た
は
れ
臥
ぬ
へ
き
、
思
な
れ
と
も
、
馬
を
は
や
め

て
、
橋
つ
め
に
行
て
、
見
る
に
、
若
公
の
、

い
つ
も
身
を
は
な
た

て
、
懸
給
し
、
金
欄
の
ほ
そ
緒
の
ま
ふ
り
、
碧
瑠
璃
の
小
念
珠
を

取
副
て
、
橋
の
柱
に
、

か
け
ら
れ
た
り

是
を
み
て
、
律
師
も
童
も
、

お
な
し
う
身
を
し
つ
め
む
と
、
も
た

へ
、
こ
か
れ
け
る
を
、
同
宿
と
も
あ
ま
た
、

顔

む
な
し
き
御
首
を
な
り
と
も
、
一
目
見
て
後
こ
そ
、

な
ら
め
と
思
ひ
て
、
桂
海
は
、

と
り
と
〉
め
け
れ
は
、

無
力
、

と
も

か
く
も
、

つ
な
き
捨
た
る
、
海
人

の
小
舟
に
乗
、
淵
の
そ
こ
を
の
そ
み
見
給
、
同
宿
中
物
共
は
、

な
は
た
か
に
な
り
て
、
岩
の
は
さ
ま
、
岸
の
か
け
ま
て
、
残
さ
す
、

さ
か
し
け
れ
と
も
、

か
つ
て
、
み
え
給
は
ぬ
程
に
、
天
に
あ
ほ
き
、

な
の
め
な
ら
す
、
道
に
時
う
つ
り

地
に
臥
、

な
き
さ
け
ふ
こ
と
、

て
、
供
御
の
瀬
と
、

い
ふ
と
こ
ろ
ま
で
、
求
く
た
り
た
れ
は
、

せ

給
ひ
候
は
ぬ
程
に
、

ち
か
ら
な
く
、

ま
か
り
す
ぎ
侠
也
と
か
た
り

て
、
な
み
だ
を
は
ら
ノ
¥
と
そ
、

こ
ほ
し
け
る

旅
人
の
、

か
た
る
を
き
斗
て
、
年
の
ほ
ど
、

い
し
ゃ
う
の
や
う
、

う
た
」
(
二
十
八
オ
)
か
ふ
所
は
な
か
り
け
れ
ば
、

り
つ
し
も
、

わ

ら
は
も
、
心
あ
き
れ
、
あ
し
手
も
な
へ
て
、
や
が
て
、

ふ
し
ぬ
ベ

き
心
ち
す
れ
共
、
馬
を
は
や
め
て
、

は
し
つ
め
に
行
て
、
み
る
に
、

わ
か
き
み
の
、

い
つ
も
身
を
は
な
さ
で
、

か
け
給
ひ
し
、
き
ん
ら

ん
の
ほ
そ
を
の
ま
も
り
に
、
へ
き
る
り
の
小
ね
ん
し
ゅ
を
そ
へ
て
、

は
し
の
は
し
ら
に
、

か
け
ら
れ
た
り

是
を
み
て
、

り
つ
し
も
、

わ
ら
は
も
、
同
し
な
が
れ
に
、
身
を
し

づ
め
ん
と
、
も
た
え
こ
か
れ
け
る
を
、
同
宿
共
、

と
り
と
め
け
れ

は
、
よ
し
ゃ
、
其
む
な
し
き
か
ら
を
な
り
共
、

一
目
見
て
後
に
こ

み

そ
、
と
も
か
く
も
、

つ
な
き

な
ら
め
と
思
ひ
て
、
け
い
か
い
は
、

す
て
た
る
、
あ
ま
」
(
二
十
八
ウ
)
を
ふ
ね
に
の
り
て
、
、
ふ
ち
の
そ

ζ

を、

の
ぞ
き
見
け
り
、
同
宿
中
の
も
の
共
は
、
み
な
は
た
か
に

い
わ
の
は
固
ま
、
き
し
の
か
け
ま
で
、
の
こ
る
所
な
く
、

カ
か
つ
て
、
み
え
給
は
ね
ば
、
天
に
あ
ふ
き
、
地

成
て
、

さ
が
し
け
れ
共
、

三
三
七



か
れ
て
と
ま
る
、
も
み
ち
葉
の
、
紅
ふ
か
き
色
か
と
見
え
て
、
岩

h
d
十
ノ
こ
、

1
t
t
 な
か
れ
か
〉
り
た
る
物
の
有
を
、
船
さ
し
よ
せ
て
、

た
れ
は
、
在
も
む
な
し
き
良
に
て
、

た
け
な
る
か
み
、

な
か
れ
藻

に
、
み
た
れ
か
〉
り
て
、
岩
こ
す
波
に
、

ゆ
ら
れ
ゐ
た
り

泣
々
取
あ
け
て
、
律
師
は
、
顔
を
ひ
さ
に
か
き
の
せ
、
童
、
御
足

を
、
ふ
と
こ
ろ
に
い
た
き
て
、
う
た
て
し
の
御
あ
り
さ
ま
や
、
我

等
を
は
、

い
か
に
な
れ
と
て
、

か
〉
る
御
こ
と
は
、
あ
り
け
る
そ

や
、
党
天
帝
尺
、
天
神
地
紙
、

只
我
等
か
命
を
め
さ
れ
て
、
今

目
、
空
か
ら
ぬ
御
か
た
ち
を
、

み
せ
給
へ
と
、
音
を
お
し
ま
す
、

な
き
か
な
し
め
共
、
落
花
、
枝
を
辞
て
、

二
た
ひ
さ
く
習
な
く
、

残
月
、
西
に
傾
て
、

ま
た
中
空
に
、
帰
る
こ
と
な
け
れ
は
、

ぬ
れ

て
色
こ
き
紅
梅
の
、

し
ほ
ノ
¥
と
し
た
る
下
に
、
雪
の
こ
と
く
な

る
、
胸
の
あ
た
り
も
、

ひ
へ
は
て
ぬ
、
乱
て
の
こ
る
、
黛
の
色
、

わ
り
な
き
負
は
か
は
ら
ね
と
も

こ
ほ
れ
て
か
〉
り
し
、
緑
の
か
み

O
あ
り
し
眼
ふ
さ
か
り
、
一
た

あ

り

し

限

ふ

さ

か

り

.

百
の
煽

o色
変
し
ぬ
れ
は
、
律
師
も
童
も
、
跡
ま
く
ら

ひ
笑
は
、

7
」
、

ー

ひ
れ
臥
て
、
絶
入
は
か
り
に
、
泣
し
つ
む
、
同
宿
下
法
師
共

に
い
た
る
ま
で
、

あ
た
り
の
苔
に
、

ふ
し
ま
ろ
ひ
て
、
泣
こ
ゑ
さ

に
ふ
し
て
、

な
き
か
な
し
む
事
、

三
三
八

な
の
め
な
ら
す
、

は
る
か
に
、

み

時
う
つ
り
て
、
ぐ
ご
の
せ
と
、
い
ふ
所
ま
で
、
も
と
め
下
り
け
れ

ば
、
せ
か
れ
て
と
ま
る
、
も
み
ち
ば
の
、
く
れ
な
ゐ
ふ
か
き
色
か

と

み

え

て

、

な

が

れ

か

斗

り

た

る

物

の

あ

り

け

い
わ
の
か
げ
に
、

る
を
、

よ
く
み
れ
ば
、
あ
る
も
む
な
し
き
か

ふ
ね
さ
し
よ
せ
て
、

た
ち
に
て
、

た
け
な
る
か
み
、

な
が
れ
も
に
、
み
だ
れ
か
斗
り
て
、

い
わ
こ
す
な
み
に
、
」
(
三
十
九
オ
)
ゆ
ら
れ
ゐ
た
り
、
な
く
/
¥
、

取
上
奉
て
、
律
師
は
、

か
ほ
を
、

ひ
ざ
の
上
に
か
き
の
せ
、

わ
ら

あ
し
を
、
い
だ
き
て
、
う
た
て
し
一
凶
御
有
様
や
、
我
ら
を

カ

い
か
に
な
り
と
、
お
ほ
し
め
し
て
、
か
斗
る
事
を
ば
、
お
ぼ

マ

、

ぢ

ぎ

し
め
し
立
け
る
ぞ
や
、
ぼ
ん
で
ん
、
た
い
し
ゃ
く
、
天
神
地
祇
、

は
斗
、

は、
た
ゾ
、
我
ら
が
い
の
ち
を
め
さ
れ
て
、
今
一
目
、
む
な
し
か
ら
ぬ

御
か
た
ち
を
、

み
せ
さ
せ
給
へ
と
、

こ
ゑ
も
お
し
ま
ず
、

な
き
さ

け
ベ
共
、
落
花
、
え
た
を
じ
し
て
、

ふ
た
た
び
、
さ
く
な
ら
ひ
な

く
、
ざ
ん
げ
つ
、
西
に
か
た
ふ
き
て
、
又
中
空
に
、
帰
事
な
け
れ

し
ほ
/
¥
と
し
た
る
に
、

は
、
ぬ
れ
て
色
こ
き
、

こ
う
ば
い
の
、

雪
の
ご
と
く
な
る
、

む
ね
の
あ
た
り
も
、
」
(
二
十
九
ウ
)
ひ
え
は
て



ら
に
、
や
む
時
な
し

其
日
一
日
は
、
若
や
と
、
肌
胸
を
あ
て
〉
、
あ
た
〉
め
け
れ
と
も
、

つ
ゐ
に
、
か
な
は
さ
り
け
れ
は
、
翌
の
夜
、
ち
か
き
山
の
、
と
り
辺
野

に
て
、
一
片
の
伊
と
な
し
た
て
ま
つ
る
、
同
宿
中
物
共
は
、
畑
っ

き
て
後
、
皆
帰
と
も
、
律
師
と
童
と
は
、
帰
ら
す
、
一
堆
の
灰
に
向

て
、
三
日
ま
て
、
泣
ゐ
た
り
け
る
一
州
一
、
同
苔
に
も
、
う
つ
も
れ

ヵ

は
や
と
、
思
け
れ
と
も
、
今
は
の
き
は
に
、
送
給
し
一
骨
に
、
底
ま

て
照
、
山
の
は
の
月
、

と
在
し
は
、

な
か
ら
む
跡
を
、

と
ふ
ら
へ

と
の
た
め
に
て
こ
そ
在
と
、
思
け
れ
は
、
律
師
、
山
へ
帰
ら
す
、

こ
〉
よ
り
、
や
か
て
、

こ
き
す
み
染
に
、
身
を
や
っ
し
、
其
遺
骨

を
頚
に
懸
て
、
山
川
を
斗
簸
し
け
る
か
、
後
に
は
、
西
山
岩
蔵
と

い
ふ
所
に
、
奄
室
を
結
、

か
の
後
生
菩
提
を
と
ほ
ら
ひ
、
童
も
、

や
か
て
、
髪
お
ろ
し
、
高
野
山
に
と
ち
館
、

つ
ゐ
に
、
山
中
を
は

出
さ
り
け
り

〔絵

第
十
八
図
〕

ぬ
、
み
だ
れ
て
残
る
、

こ
ぼ
れ
て
か
斗
り
し
、

ま
ゆ
ず
み
の
色
、

み
と
り
の
か
み
、
わ
り
な
き
か
ほ
ば
せ
は
、
か
は
ら
ね
と
、

も
ミ

び
ゑ
め
ば
、
百
の
こ
び
有
し
も
、
ま
な
こ
ふ
さ
が
り
、
色
へ
ん
じ

み
た
て
ま
つ
る
に
、
律

一た

て
、
あ
り
し
に
も
に
ぬ
御
あ
り
さ
ま
を
、

し師
も
、
わ
ら
は
も
、
共
に
ひ
れ
ふ
し
て
、

た
へ
入
ば
か
り
に
、

な

き
し
づ
む
、
同
宿
下
法
師
に
い
た
る
ま
で
、

ふ
し
ま
ろ
び
て
、

な

く
こ
ゑ
、
さ
ら
に
や
む
時
な
し

り
つ
し
も
、

た
び
/
¥
き
え
入
ぬ
、
同
宿
共
、

は
ら
は
も
、

さ
ましゃ

/
¥
、
た
す
け
お
こ
し
な
と
し
て
、
律
師
の
手
を
、
と
ら
へ
て
、
生

う
じ
ゃ
者
ひ
つ
め
つ
、
ゑ
し
や
じ
ゃ
う
り
は
、
世
の
な
ら
ひ
に
て
候
物
を
」

(
三
十
オ
)
と
い
ひ
て
、

け
う
け
し
け
れ
ば
、
少
、

な
ぐ
さ
め
、

，心

を
と
り
な
を
し
て
、
人
心
は
出
来
に
け
り

其
日
一
日
は
、
も
し
や
と
、

む
ね
に
む
ね
を
あ
て
与
、
あ
た
斗
め

け
れ
共
、

つ
ゐ
に
、
か
な
は
さ
り
け
り
、
其
辺
、

ち
か
き
寺
に
て
、

一
へ
ん
の
け
ふ
り
と
な
し
奉
り
て
、
同
宿
中
者
共
は
、

け
ふ
り
つ

き
て
後
、

み
な
か
へ
れ
共
、
律
師
と
は
ら
は
と
は
、

か
へ
ら
ず
、

一
す
い
の
は
い
に
、

む
か
ひ
て
、
三
日
ま
て
、

な
き
ゐ
た
り
け
る

三
三
九



其
後
、
園
城
寺
の
、
三
摩
耶
戒
壇
の
、
張
本
の
衆
徒
品
川
人
、
今
は

立O
帰
て
、
住
寺
す
へ
き
様
も
な
か
り
け
れ
は
、
世
中
、
あ
ち
き
な

く
覚
て
、
皆
離
山
せ
ん
と
し
け
る
か
、
今
一
度
、
寺
門
の
焼
跡
に

立0
帰
、
内
詮
甚
深
の
、
法
施
を
も
奉
て
、
発
心
修
行
の
暇
を
も
、

申
は
や
と
思
ひ
て
、
皆
新
羅
大
明
神
の
御
前
に
、
通
夜
し
て
、
今

を
か
き
り
の
、
法
味
を
そ
棒
け
る

夜
い
た
く
ふ
け
て
後
、
夢
う
つ
〉
の
、
さ
か
ひ
も
し
ら
ぬ
に
、
東

方
の
虚
空
よ
り
、
馬
を
馳
、
車
を
轟
音
し
て
、

お
ひ
た
〉
し
き
、

三
四

O

が
、
同
し
こ
け
に
も
、

む
も
れ
は
や
と
は
、
思
ひ
け
れ
共
、
今
は

の
き
わ
に
、
を
く
り
給
ひ
し
一
苛
に
、

そ
こ
ま
で
て
ら
せ
、
山
の
は

の
月
、

な
か
ら
ん
跡
を
、

と
ふ
ら
へ
と
の
た
め
に
て

と
有
し
は
、

こ
そ
あ
り
と
、
」
(
三
十
ウ
)
思
ひ
け
れ
は
、

山
へ
も
帰
ら

律
師
、

ず
、
や
が
て
、
其
ゆ
い
こ
つ
を
、
く
び
に
か
け
て
、

山
河
を
と
そ

う
し
け
る
が
、
後
に
は
、
西
山
の
い
は
く
ら
と
い
ふ
所
に
、

あ
ん

じ
つ
を
む
す
び
て
、
ご
し
ゃ
う
ぼ
だ
ひ
を
、

と
ふ
ら
ひ
奉
る
、
わ

ら
は
も
、

か
み
を
き
り
、
法
師
に
成
て
、

と
ぢ

か
う
や
さ
ん
に
、

こ
J
b
n
ノ、

つ
ゐ
に
、
山
中
を
い
で
ざ
り
け
り

其
後
、

ち
ゃ
う
ぼ
ん

お
ん
じ
ゃ
う
じ
の
、
三
ま
や
か
い
だ
ん
の
、

の
一
川
一
ゆ
と
、
三
十
人
、
今
は
立
か
へ
り
て
、
住
寺
す
べ
き
ゃ
う
も

ヵ

な
け
れ
ば
、
世
中
、
あ
ぢ
き
な
く
お
ほ
え
て
、
み
な
、
り
さ
ん
せ

ん
と
し
け
る
が
、
今
一
度
、
寺
門
の
や
け
あ
と
に
、
立
か
へ
り
、

な
い
せ
う
」
(
三
十
一
オ
)
ぢ
ん
し
ん
の
、

ほ
っ
せ
を
も
奉
り
、

ほ;

つ
し
ん
し
ゅ
ぎ
ゃ
う
の
、

し、

と
ま
を
も

Jコ
|ちi申
カ苓さ

しば
ty 
こ，思
よて〉
ひて
を、

み
な
、

し
ん
羅
大
明
神
の
御
ま
へ
に
、

か
ぎ
り
の
、

さ
L
A

げ
け
る

ほ
う
み
を
ぞ
、



大
人
高
客
の
、
来
勢
在
、

ぁ
ゃ
し
ゃ
、
誰
な
る
ら
ん
と
、
目
も
か

れ
す
、
是
を
み
れ
は
、
或
は
、
法
務
の
大
僧
正
に
や
と
、

み
え
た

る
高
僧
、

四
方
輿
に
乗
、
屋
従
の
大
衆
、
前
後
に
か
こ
み
、
或
は

衣
冠
た
〉
し
き
俗
鉢
の
客
、
甲
胃
を
帯
せ
る
、
随
兵
を
召
具
、
或

は
、
玉
の
か
ん
さ
し
を
か
た
ふ
け
た
る
夫
人
、
軽
軒
に
乗
て
、
侍

女
数
十
人
、
左
右
に
相
順
へ
り
、
跡
に
さ
か
り
た
る
、
退
紅
の
仕
丁

に
、
是
は
、

い
か
な
る
人
に
て
、
御
渡
候
そ
と
、
問
は
、
是
こ
そ

東
坂
本
に
御
座
候
、

日
吉
山
王
に
て
、
御
渡
候
へ
と
そ
答
け
る

降

此
高
客
、
皆
、
輿
車
よ
り
落
、
慢
の
内
へ
入
給
へ
は
、
新
羅
大
明

神
、
玉
冠
を
た
〉
し
ふ
し
、
威
儀
を
刷
て
、
垂
帳
内
よ
り
、
出
向

は
せ
給
、
賓
主
座
定
て
後
、
献
砂
の
例
在
、
舞
曲
の
宴
在
、
新
羅

大
明
神
、
誠
に
、
興
に
和
し
て
、
歓
喜
の
笑
を
含
給
ふ
、
終
夜
、

遊
宴
歓
娯
し
て
、
明
け
ぬ
れ
は
、
山
王
還
幸
な
る
に
、
明
神
寺
門

の
外
ま
て
、
送
奉
て
、
と
〉
ま
ら
せ
給
ぬ

大
明
神
、

玉
橋
を
歩
て
、
社
壇
へ
、
入
せ
給
は
ん
と
す
る
時
、
通

夜
の
大
衆
一
人
、
明
神
の
御
前
に
、

ひ
さ
ま
っ
き
、
涙
を
な
か
し

て
、
申
け
る
は
、
三
摩
耶
戒
壇
建
立
の
事
は
、
己
往
の
勅
許
に
任

夜
ふ
け
て
後
、
夢
う
つ
与
の
、
さ
か
ひ
も
し
ら
ぬ
に
、

と
う
方
の

こ
く
う
よ
り
、
馬
を
は
せ
、
車
を
と
立
ろ
か
す
、
を
と
し
て
、
お

あ
や

び
た
L

し
き
、
大
人
か
う
き
や
く
の
、
来
る
せ
い
あ
り
、
佐
し
ゃ
、

た
れ
な
る
ら
ん
と
、

め
も
あ
や
に
、
是
を
み
れ
は
、
あ
る
ひ
は
、

ほ
う
む
の
大
そ
う
し
や
う
に
や
と
、
見
え
た
る
か
う
そ
う
、

四
方

ご
し
に
の
り
て
、

こ
せ
う
の
大
し
ゅ
、
ぜ
ん
ご
に
か
こ
み
、

あ
る

ひ
は
、

い
く
は
ん
た
£
し
き
」
(
三
十
一
ウ
)

〔
挿
絵

(
又
三
十
一
オ
)

第
十
一
図
〕

〔
挿
絵

第
十
二
図
〕

(
又
三
十
一
ウ
)

そ
く
た
い
の
き
や
く
、

か
っ
ち
う
を
た
い
せ
る
、
ず
い
び
ゃ
う
を

玉
の
か
ん
ざ
し
を
か
た
ぶ
け
た
る
夫
人
、

じ
じ
よ

け
い
け
ん
に
の
り
て
、
侍
女
数
十
人
、
さ
一
山
に
相
し
た
が
へ
り

カ

跡
に
さ
が
り
た
る
、
退
紅
の
仕
丁
に
、
是
は
、
い
か
な
る
人
に
て
、

と
へ
ば
、
是
こ
そ
、
ひ
が
し
さ
か
も
と
に
、

め
し
ぐ
し
、
あ
る
ひ
は
、

御
わ
た
り
候
ぞ
と
、

お
は
し
ま
し
候
、

ひ
よ
し
さ
ん
わ
う
に
て
、
御
わ
た
り
候
と
そ
、

こ
た
へ
け
る

此
か
う
き
や
く
、

み
な
、
こ
し
車
よ
り
お
り
て
、

ま
ん
の
内
へ
、

三
四
一



せ
、
我
寺
の
興
隆
を
存
し
て
、
興
行
仕
し
こ
と
に
て
候
へ
は
、

塵
も
、
衆
徒
の
ひ
か
こ
と
〉
は
、
存
候
は
す
、
然
を
、
山
門
漫
に
、

度
々
の
勅
裁
を
背
、
種
々
の
魔
障
を
成
て
、
当
寺
を
焼
払
候
つ
れ

は
、
神
明
仏
陀
も
、
さ
こ
そ
御
心
を
、
悩
さ
せ
給
侠
ら
め
と
こ
そ
、
存

候
に
-
当
寺
敵
対
の
、
山
門
擁
護
の
神
、
日
吉
山
王
に
対
し
て
、

宴
を
ま
う
け
、
興
を
つ
く
し
て
、
遊
戯
さ
せ
給
候
は
、
如
何
な
る

神
慮
に
て
侯
や
ら
ん
、
難
一
一
測
一
こ
そ
、
存
候
へ
と
申
せ
は
、
大
明

神
、
通
夜
の
大
衆
を
、
皆
、
御
前
へ
め
さ
れ
て
、
衆
徒
の
恨
申
所
、

一
往
其
謂
在
ニ
似
と
云
と
も
、
是
は
皆
、
一
愚
の
管
見
也
、
夫
、
神
明

L』

か
れ
を
是

0
し
て
、
福
を
与
も
、

仏
陀
の
、
利
生
方
便
を
垂
日
、

真
実
の
本
意
に
は
あ
ら
す
、
是
を
非
し
て
、
罰
を
行
も
、
慈
悲
の

只
順
逆
の
二
縁
を
も
て
、
遂
ニ
無
上
菩
提
ニ
趣
し
め
ん
か

可
ニ

為
也
、
我
喜
こ
と
を
、
人
未
=
一
O
知
(
仏
閣
僧
房
の
焼
た
る
は
、
造

至
也
、

営
す
る
に
、
財
施
の
利
益
在
、
経
論
聖
教
の
焼
ぬ
る
は
、

こ
れ
を

書
に
、
伝
写
の
結
縁
あ
り
、
有
為
の
報
仏
、
量
生
滅
の
相
無
む
や
、

只
、
此
乱
に
よ
て
、
今
桂
海
か
発
心
し
て
、
若
干
の
化
導
を
、

た
す
こ
と
の
う
れ
し
さ
に
、
歓
喜
の
心
を
は
、
露
つ
る
也
、
山
王

三
四
二

玉
の
か
ふ
り
を
、
た
ゾ
し
く
、
い

ぎ
を
か
い
つ
く
ろ
ひ
て
、
金
ち
ゃ
う
の
内
一
同
一
り
、
出
む
か
は
せ
給

カ

ひ

ん

さ

ふ
、
賓
主
座
さ
だ
ま
っ
て
後
、
け
ん
し
ゃ
く
の
礼
あ
り
、
」

入
給
へ
は
、

し
ん
羅
大
明
神
、

(
三
十

ニ
オ
〉

ぶ
き
よ
く
の
え
ん
あ
り
、

し
ん
羅
大
明
神
、
ま
こ
と
に
、

け
う
に
く
わ
し
て
、
く
は
ん
き
の
ゑ
み
を
、

ふ
く
み
た
ま
ふ
、

よ

も
す
が
ら
、

ゅ
う
え
ん
、
く
わ
ん
こ
し
て
、
あ
け
ぬ
れ
ば
、
山
王

く
は
ん
ぎ
よ
な
る
、
明
神
、
寺
門
の
ほ
か
ま
で
、
を
く
り
奉
て
、

と
ふ
ま
ら
せ
給
ひ
ぬ

大
明
神
、

玉
の
き
ざ
は
し
を
あ
ゆ
み
て
、

し
ゃ
だ
ん
へ
、
入
せ
給

は
ん
と
す
る
時
、

つ
う
や
の
大
し
ゅ
一
人
、
明
神
の
御
ま
へ
に
、

ひ
ざ
ま
づ
き
、

な
み
だ
を
な
が
し
て
、
申
け
る
は
、
三
ま
や
か
い

だ
ん
、
こ
ん
り
う
の
事
、

い
わ
ろ
ノ
の
、

ち
よ
く
き
ょ
に
ま
か
せ
て
、

我
寺
の
こ
う
り
う
を
存
て
、

こ
う
ぎ
や
う
仕
り
し
」
(
三
十
二
ウ
〉

事
に
て
候
へ
は
、

一
ち
ん
も
、

し
ゆ
と
の
ひ
か
事
と
は
、
存
侯
は

ず
、
し
か
る
を
、
山
門
、

み
だ
り
が
は
し
く
、
度
々
、

+
り
ト
4m

ノ
¥
々
C

し、

い
を
、

そ
む
く
の
み
な
ら
ず
、
し
ゅ
ノ
¥
の
さ
ま
た
け
を
な
し
て
、

た
う
じ
を
や
き
は
ら
ひ
候
つ
れ
は
、
神
明
ぶ
つ
だ
も
、
さ
こ
そ
御



も
、
是
を
賀
給
は
ん
た
め
に
、
来
給
へ
り
、
石
山
の
観
音
の
童
男

変
化
の
得
度
、
誠
ニ
有
難
き
、
大
慈
大
悲
哉
と
、
仰
ら
れ
て
、
明

神
垂
帳
の
内
へ
、
入
ら
せ
給
ふ
と
、
覚
れ
は
、
通
夜
の
大
衆
三
十

人

一
時
に
、
皆
夢
さ
め
て
、
同
さ
ま
に
そ
、
語
け
る

〔絵

第
十
九
図
〕

心
を
、

な
や
ま
さ
れ
候
ら
め
と
こ
そ
、
存
候
し
に
、

て

た
う
じ
、

き
た
い
の
、
山
門
お
う
ご
の
神
、
日
吉
さ
ん
わ
う
に
た
い
し
て
、

え
ん宴
を
も
よ
ほ
し
、
け
う
を
つ
く
し
て
、
あ
そ
び
た
は
ふ
れ
さ
せ
給

ひ
候
は
、

い
か
な
る
、

し
ん
り
ょ
に
て
侠
や
ら
ん
、

は
か
り
が
た

く
こ
そ
、
存
候
へ
と
申
せ
ば
、
大
明
神
、

つ
う
や
の
大
し
ゅ
を
、

み
な
、
御
」
(
三
十
三
オ
)
ま
へ
t
A

め
し
て
、

し
ゆ
と
、
う
ら
み
申

の
と
こ
ろ
、

一
わ
う
、
其
い
は
れ
あ
る
に
、

に
た
り
と
も
、
是
は

み
な
、

一
へ
ん
の
く
る
し
み
也
、

う
方
べ
ん
を
、

め
ぐ
ら
す
目
、

か
れそ
をれ
こ是ぜ神
れし明
をてぶ
非ひ 、っ
し福ぞだ
てをの
、あ

ばた利
つふし
をるや

も
、
し
ん
じ
つ
の
本
意
に
は
あ
ら
ず
、

お
こ
な
ふ
も
、

じ
ひ
の
い
た
り
也
、

た
戸
、

じ
ゅ
ん
ぎ
や
く
の
、

二
つ
の
え
ん
を
も
っ
て
、

む
じ
ゃ
う
ぼ
た
ひ
に
、

つ
ゐ
に
、

お
も

む
か
し
め
ん
た
め
な
れ
は
、

わ
が
よ
ろ
こ
ぶ
所
を
、
人
い
ま
た
し

る
べ
か
ら
ず
、

そ
う
ば
う
の
、
や
け
た
る
は
、
ざ
ラ

ゑ
い
す
る
に
、
ざ
い
せ
の
利
や
く
あ
る
、
き
ゃ
う
ろ
ん
、
し
ゃ
う
」

ぶ
つ
か
く
、

(
三
十
三
ウ
」
け
う
の
、
や
け
ぬ
る
は
、
是
を
書
に
、

ぅ

ゐ

け
ち
え
ん
あ
り
、
有
為
の
ほ
う
ぶ
つ
、
あ
に
し
ゃ
う
め
つ
の
さ
う

で
ん
し
ゃ
の

三
四
三



さ
て
は
、
若
公
の
身
を
な
け
給
し
も
、
観
音
の
変
化
な
り
、
寺
門
の

焼
け
る
も
、
済
度
の
方
便
也
け
り
と
、
信
心
、
肝
に
銘
し
け
れ
は
、

三
十
人
の
衆
徒
、

お
な
し
く
皆
発
心
し
て
、
共
に
、
仏
道
を
修
せ

ん
と
て
、
彼
桂
海
か
、
謄
西
上
人
と
名
を
易
て
、
す
み
給
、
岩
蔵

の
庵
室
へ
、
尋
ね
行
て
見
は
、
三
間
の
茅
屋
、
半
を
内
に
分
て
、

三
秋
の
霜
の
後
、
敗
荷
衣
う
す
く
、

一
朝
の
風
の
前
に
、
落
菓
食

と
も
し
か
ら
す
、
松
吹
嵐
、
渓
の
声
、
う
き
世
の
夢
の
、
さ
め
/
¥

と
、
無
人
を
と
ふ
た
ひ
こ
と
に
、
袖
な
る
月
も
、

ぬ
る
〉
か
ほ
な

三
四
四

な
か
ら
ん
や
、

ん
し
て
、

た
ゾ
、
此
ら
ん
に
よ
一
つ
で
、
け
い
か
い
、

け
だ
う

そ
く
ば
く
の
化
導
を
、

ほ
っ
し

い
た
さ
ん
一
す
る
事
の
う
れ
し
さ

に
、
く
は
ん
き
の
心
を
、
あ
ら
は
し
っ
る
な
り
、
山
王
も
、
是
を

賀
し
給
は
ん
た
め
に
、
来
た
ま
へ
り
、
石
山
の
く
は
ん
お
ん
の
、

ど
う
な
ん
に
一
へ
ん
げ
、
と
く
ど
、
-
ま
こ
と
に
、
あ
e

り
か
・
だ
き
、
大

み

じ
大
ひ
か
訟
と
、
仰
ら
れ
て
、
御
ち
ゃ
う
の
内
へ
、
明
神
、
入
せ

V
レ

一
時
に
、

給
ふ
と
、

お
ほ
え
て
、

つ
う
や
の
大
し
ゅ
、
三
十
人
、

ゆ
め
さ
め
て
、

み
な
同
し
」
(
三
十
四
オ
)
や
う
に
ぞ
、

か
た
り
け

るさ
て
は
、

わ
か
君
、
身
を
な
げ
給
ひ
し
も
、
く
わ
ん
お
ん
の
へ
ん

げ
也
、
寺
門
の
や
け
た
る
も
、
、
さ
い
ど
の
は
う
ベ
ん
也
け
り
と
、

し
ん
人
¥
、
き
も
に
め
い
じ
け
れ
ば
、
二
十
人
の
し
ゆ
と
、
同
じ

く

ほ
っ
し
ん
し
て
、
共
に
、
仏
道
を
し
ゅ
せ
ん
と
て
、

か
の
け

い
か
い
が
、
せ
ん
せ
い
上
人
と
、
名
を
か
へ
て
、
住
給
ふ
、

し、

わ

た
つ
ね
行
て
み
れ
ば
、
三
間
四
め
ん
の
ば

し

う

か

ゑ

う
お
く
、
半
を
雲
に
分
て
、
三
秋
の
し
も
の
後
、
や
ぶ
れ
荷
衣
う

て
5

マ
、

一
‘
朝
の
風
の
ま
へ
に
、
お
っ
く
わ
、
し
よ
く
と
も
し
か
ら

く
ら
の
あ
ん
じ
っ
て

す
く
、



れ
はむ

か
し
見
し
、
月
の
光
を
、

し
る
へ
に
て
、

こ
よ
ひ
や
君
か
、

に
し
へ
行
ら
む

書
院
の
石
壁
に
、
書
付
け
る
を
、
君
、

か
き
り
な
く
叡
感
在
て
、

新
古
今
の
尺
教
の
部
に
、
撰
入
さ
せ
給
ふ

必
有
隣
事
な
れ
は
、

桑
門
の
人
、
都
立
中
、
。
よ
り
、
来
集
せ
し
か
は
、
都
ち
か
き
所
に
、

徳
不
孤
、

い
と
ふ
と
す
れ
と
、
同
さ
ま
な
る

寺
を
建
て
、
人
を
も
広
、
利
益
せ
ん
と
て
、
東
山
、
雲
居
寺
と
い
ふ

御
堂
売
、
建
立
し
て
、
年
々
の
春
こ
と
に
、
三
尊
来
迎
の
儀
式
を
、

取
行
給
、
廿
五
菩
薩
の
妓
楽
歌
詠
し
て
、
往
生
人
を
、
迎
た
ま
ふ

今

C
古
品
、

み
る
人
、
信
心
を
お
こ
さ
す
と
云
こ
と
無
し
か
は
、
遠
近

鐙
を
継
て
、
此
ニ
参
詣
し
、

貴
賎
掌
を
合
て
、
是
を
敬
礼
す

仏
種
、
縁
よ
り
起
る
と
は
、

か
〉
る
こ
と
を
そ
申
へ
き
と
語
て
、

涙
を
な
か
せ
は
、
間
人
共
に
、
感
歎
し
て
、
袖
を
ぬ
ら
さ
ぬ
は
な

か
り
け
り
」

〔絵

下
巻
終

第
二
十
図
〕

t_ 

ず
、
松
ふ
く
あ
ら
し
、

た
に
の
」
(
三
十
四
ウ
)
こ
ゑ
、
う
き
世
の

夢
の
、
さ
め
ノ
¥
と
、

な
き
人
を
と
ふ
た
び
こ
と
に
、
袖
な
る
露

も
、
ぬ
る
t
A

が
ほ
な
れ
ば

む
か
し
み
し
、
月
の
ひ
か
り
を
、

し
る
べ
に
て
、

こ
よ
ひ
や
君

か
、
に
し
へ
行
ら
む

と
、
し
よ
ゐ
ん
の
か
ベ
に
、
書
付
け
れ
は
、
君
、
か
ぎ
り
な
く
、

し

ん

こ

き

ん

ぶ

ゑ
い
か
ん
あ
り
て
、
新
古
今
の
尺
教
の
部
に
、
せ
ん
じ
入
さ
せ
給

ひ
け
る

徳
ひ
と
り
な
ら
ず
、
必
憐
事
あ
り
け
れ
ば
、

い
と
ふ
と
す
れ
と
、

同
じ
さ
ま
な
る
、
桑
門
の
人
、
し
一
同
一
方
よ
り
来
り
あ
つ
ま
り
し
か

ヵ

ば
、
み
や
こ
近
き
所
に
、
寺
を
立
て
、
人
を
も
ひ
ろ
く
、
り
や
く

ひ
が
し
山
に
、
う
ん
こ
じ
と
」
(
三
十
五
オ
)
い
ふ
、

ら

い

か

う

ぎ

み
た
う
を
こ
ん
り
う
し
て
、
年
々
の
春
ご
と
に
、
三
ぞ
ん
来
迎
の
儀

誌
を
、
と
り
お
こ
な
ひ
給
ふ
、
二
十
五
の
ぼ
さ
つ
の
ぎ
が
く
歌
詠

わ
う
し
ゃ
う

し
て
、
往
生
の
人
を
む
か
へ
給
ふ
様
、
み
な
人
、
し
ん

ρ¥を
お

ゑ
ん
き
ん

こ
さ
ず
と
い
ふ
事
な
か
り
し
か
は
、
遠
近
、
く
び
す
を
つ
い
で
、

ら

い

庁

い

け

う

ら

い

愛
に
、
来
首
し
、
き
せ
ん
、
た
な
こ
斗
ろ
を
合
て
、
是
を
敬
礼
す

せ
ん
と
て
、

三
四
五



ニ
四
六

仏
種
、
ゑ
ん
よ
り
お
こ
る
と
は
、

か
斗
る
事
を
ぞ
申
べ
き
と
、

台、

た
り
て
、

な
み
だ
を
な
が
し
け
れ
は
、
き
く
人
共
に
、

か
ん
た
ん

し
て
、
袖
を
ぬ
ら
さ
ぬ
は
な
か
り
け
り
」
(
三
十
五
ウ
)

被
此
物
語
は
も
と
玄
恵
法
師
の
述
作
に
て
一
部
全
鉢
は
神
砥
釈
/
教

恋
無
常
哀
傷
の
極
致
是
謄
西
上
人
の
一
生
の
徳
を
感
し
/
彼
法
印

の
骨
髄
を
あ
ら
は
せ
し
甚
深
の
物
と
也
最
心
を
と
込
め
/
始
終
を

味
ひ
見
る
へ
し
さ
れ
と
も
古
来
の
板
行
所
々
違
ひ
有
故
に
/
此
度

本
書
の
写
し
を
も
っ
て
改
め
侍
る
と
そ
書
林
予
に
裁
を
/
こ
ふ
回

辞
す
る
に
不
許
よ
っ
て
右
の
意
趣
を
あ
ら
は
に
す
と
爾
云
/

正
徳
六
丙
申
年
正
月
吉
日

応
々
翁方
山
書
(
黒
印
〉

江
戸
日
本
橋
南
壱
丁
目

須
原
屋
茂
兵
衛
開

洛
陽
京
極
通
五
条
上
ル
町

新
井
弥
兵
衛
版

下
巻
終



秋

夜

長

物

査一山

〔
室
町
後
期
〕

絵
巻

細
川
家
永
青
文
庫
蔵

そ
れ
、
春
の
花
の
、

樹
頭
に
の
ほ
る
は
、

七上
27主
は詔
し叫
の

め
き

す
を
す
1. 

め

秋
の
月
の
、

水
底
に
く
た
る
は
、
下
化
衆
生
の
、
相
を
あ
ら
は

す
、
天
物
い
ふ
事
な
く
し
て
、
物
に
み
な
、

こ
斗
ろ
有
て
、

つ
と
め
さ
ら
む
や
、
も
し
、
人
あ
り
て
、
人
間
の
八
苦
を

み
て
、
積
土
を
い
と
ふ
と
き
は
、
生
死
即
浬
繋
と
な
る
、

ま
こ
と
に
、
諸
仏
薩
涯
の
、
順
逆
の
化
道
を
た
る
斗
目
、

つ
み
あ
る
を
は
、
邪

よ
り
正
に
い
れ
、
縁
な
き
を
は
、
悪
よ
り
善
に
い
さ
な
ひ
た
ま
ふ
、

な
に
を
以
、

い
ふ
と
な
ら
は
、
経
論
の
諸
説
、
諸
文
に
の
す
る
と
こ

ろ
は
、
事
し
け
斗
れ
は
、

ち
か
き
比
、

み
t
A

に
ふ
れ
し
こ
と
の
、
余
に
あ
は
れ
ま
し
、

又
貴
か
り
し
か
は
、
面
々
に
、

ま
く
ら
を
そ
は
た

て
さ
せ
た
ま
ひ
、
老
の
ね
さ
め
に
、
秋
の
夜
の
長
物
か
た
り
、
申
侍
ら
む

後
堀
河
院
の
御
宇
、
西
山
の
謄
西
上
人
と
き
こ
え
て
、
道
学
兼
備
し
た
り
し
人
、
も
と
は
、
北
嶺
東
塔
の
衆
徒
、
勧
学
院
の
宰
相
の
律
師

桂
海
と
云
ふ
人
に
そ
、

お
は
し
き
、
内
に
は
、
く
わ
う
せ
き
か
、
あ
と
を
ふ
む
て
、

の
う
し
ゃ
清
涼
の
風
を
、
あ
け
た
り
、

あ
る
時
は
、

忍
辱
の
衣
の
、
ゃ
い
は
に
、
念
怒
の
勇
鋭
を
、

ふ
る
ふ
、

ま
こ
と
に
、
真
俗
の
傍
頼
、
文
武
に
達
し
た
る
人
な
り

こ
t
A

に
、
壮
年
の
比
、
花
ち
り
、
春
の
暮
を
み
て
、

こ
は
そ
も
、
何
事
そ
や
、
た
ま
/
¥
、
俗
塵
の
境

は
な
れ
て
、
釈
氏
の
門
室
に
、
入
な
か
ら
、
あ
け
く
れ
は
、
名
聞
利
養
に
の
み
趣
て
、
出
離
生
死
の
っ
と
め
に
、
を
こ
た
り
ぬ
る

ね
ぬ
夜
の
夢
や
、
覚
た
り
け
む
、

界
を
、

事
、
あ
さ
ま
し
き
ょ
と
、

お
も
ふ
心
の
、
出
き
に
け
れ
は
、
や
か
て
、
山
の
奥
を
も
尋
、
柴
の
庵
り
の
、

し
は
し
は
か
り
の
、

か
く
れ
か

か
γ
も、

む
す
は
斗
や
と
、

お
も
ひ
け
る
か
、
久
縁
の
つ
な
く
所
を
は
、
人
こ
と
に
、

は
な
れ
か
た
く
、
富
王
山
王
の
結
縁
も
、
す
て
か
た

く
、
同
朋
と
う
し
ゆ
く
の
別
も
、
さ
す
か
名
残
お
し
く
て
、
心
は
か
り
あ
ら
ま
し
て
、

い
た
つ
ら
に
、
月
日
を
そ
送
り
け
る

三
四
七



三
四
八

其
心
、

こ
と
は
の
ほ
か
に
、
あ
ら
は
れ
け
る
に
や

朝
々
暮
々
風
塵
底

失
脚
誤
生
三
十
年

何
日
人
間
栄
辱
眼

古
松
陰
裏
看
雲
眠

を
成
就
せ
ん
と
思
て
、

い
し
山
の
観
音
に
ま
ふ
て
斗
、

か
な
は
ぬ
は
、
邪
魔
外
道
の
、
我
を
さ
ま
た
く
る
に
や
、
さ
ら
は
、
仏
神
の
擁
護
を
た
の
み
、
此
願

一
七
ケ
日
の
問
、
道
心
堅
固
速
詮
無
上
菩
提
と
そ
、
祈
ら
れ
け
る

是
程
に
、

お
も
ひ
立
ぬ
る
こ
と
の
、

七
日
に
満
す
る
夜
の
夢
に
、
錦
帳
の
内
よ
り
、
容
顔
美
麗
な
る
児
の
、

い
ふ
は
か
り
な
く
、
あ
で
や
か
な
る
か
、

た
ち
出
、

ち
り
ま
か
ひ

た
る
、
花
の
木
か
け
に
、
立
や
す
ら
ひ
た
れ
は
、
青
葉
か
ち
に
、

ぬ
い
も
の
し
た
る
水
干
の
、
遠
山
桜
に
、
花
二
た
ひ
、
さ
け
る
か
と
、

う
た
か
は
れ
て
、
雪
の
こ
と
く
に
、

ふ
り
か
斗
り
た
る
を
、
袖
に
つ
斗
み
な
か
ら
、
い
っ
ち
へ
ゆ
く
と
も
、

お
ほ
え
す
、
暮
行
け
し
き
に
、

き
え
さ
り
ぬ
と
覚
え
て
、
夢
は
則
さ
め
に
け
り

〔絵

第
一
図
〕

是
既
、
諸
願
成
就
の
、
夢
想
な
り
と
、

お
も
ひ
て
、

ま
た
し
の
斗
め
の
、

あ
け
は
て
ぬ
に
、

た
ち
か
へ
り
ぬ
、
外
よ
り
、
来
へ
き
人
を
待

や
う
に
、
今
や
道
心
発
と
、

ま
ち
居
た
れ
は
、
山
ふ
か
く
、
す
ま
は
や
と
、

お
も
ひ
し
心
は
、
う
ち
忘
て
、
夢
に
み
え
つ
る
、
児
の
面
か

け
、
時
の
間
も
、
身
を
は
な
れ
す
、

そ
れ
も
誠
の
、
う
つ
斗
な
ら
ね
は
、

せ
ん
か
た
な
き
面
影
に
、

た
え
か
ね
て
、
さ
て
も
や
、
若
、
な

く
さ
む
と
、

一
一
輝
の
香
を
、

た
き
て
、
仏
前
に
む
か
へ
は
、
漢
の
李
夫
人
か
、
け
ふ
り
に
う
か
ひ
し
面
影
に
、
身
を
こ
か
し
た
ま
ひ
し
、

武
帝
の
御
お
も
ひ
も
、
身
に
し
ら
れ
て
、
空
山
の
花
を
、

な
か
め
て
、
雲
底
に
よ
れ
は
、

亙
山
の
神
女
、
く
も
と
な
り
、
雨
と
な
り
し
、

夢
の
斗
ち
の
、

お
も
か
け
に
、

た
つ
き
も
し
ら
す
、
歎
け
む
、

か
ん
わ
う
の
御
涙
も
、

よ
そ
な
ら
す



山
王
の
御
神
詫
に
、
我
一
人
の
衆
徒
を
、
う
し
な
へ
は
、
三
尺
の
つ
る
き
を
、
さ
か
さ
ま
に
、

の
む
か
こ
と
し
と
、

か
な
し
み
た
ま
ひ
け

わ
か
離
山
を
、
山
王
の
お
し
み
お
ほ
し
め
し
て
、
道
心
を
、
さ
ま
た
け
さ
せ
た
ま
ふ
に
や
、

命
有
て
こ
そ
、
法
燈
頼
風
に
、
む
か
ふ
を
も
、

れ
は
、

た
と
ひ
、
さ
や
う
の
神
慮
な
り
と
も
、

か
L
A

け
む
、
暮
ま
つ
程
の
、
露
の
身
も
、

あ
ら
し
と
、

い
ま
は
お
も
ひ
け
れ
は
、
石
山
の

観
音
を
こ
そ
、

か
こ
ち
申
さ
め
と
、

お
も
ひ
て
、
又
い
し
や
ま
へ
そ
、

ま
ふ
て
け
る

三
井
寺
の
前
を
、
す
き
け
る
に
、

ふ
る
と
も
し
ら
ぬ
春
雨
の
、

-hy

ま
こ
、

t
t
y
v
 
は
ら
ノ
¥
と
、

か
k
A

り
け
れ
は
、

し
は
ら
く
、

は
れ
ま
を
、

ま

た
む
と
思
て
、
金
堂
の
方
へ
、

ゆ
く
処
に
、
聖
護
院
の
御
坊
の
庭
に
、
老
木
の
は
な
、
色
こ
と
な
る
か
、

こ
す
ゑ
、

か
き
に
あ
ま
り
て
、

雲
を
し
け
る
か
と
、

お
ほ
え
て
け
り
、
準
に
人
家
を
み
て
、
花
あ
れ
は
、
則
い
る
、

と
い
ふ
詩
の
こ
斗
ろ
に
、

ひ
か
れ
て
、
門
の
か
た
は

ら
に
、
立
よ
り
た
れ
は
、

よ
は
ひ
、

二
八
は
か
り
な
る
児
の
、
水
魚
紗
の
水
間
干
に
、
う
す
く
れ
な
ひ
の
、
あ
こ
め
か
さ
ね
に
て
、
腰
の
ま

は
り
、

ほ
そ
や
か
に
、

け
ま
は
し
ふ
か
く
、

た
を
や
か
な
る
か
、

み
る
人
有
と
も
、

し
ら
て
や
侍
り
け
む
、
御
す
の
う
ち
よ
り
、
庭
に
立

い
て
斗
、
雪
を
も
け
に
、

さ
き
た
る
花
を
、

一
ふ
さ
手
折
て

ふ
る
あ
め
に
、

ぬ
る
と
も
お
ら
む
、
や
ま
さ
く
ら
、
雲
の
か
へ
し
の
、

か
せ
も
こ
そ
ふ
け

と
な
か
め
て
、
花
の
し
つ
く
に
、
た
ち
ぬ
れ
た
る
弟
、

れ
は
、
を
L

は
か
り
の
袖
も
か
な
と
、
雲
に
も
、
か
す
み
に
も
、

(
ふ
脱
カ
)

を
、
き
り
ノ
¥
と
、
吹
な
ら
し
た
る
に
、
あ
く
る
人
有
り
や
と
、

こ
れ
も
花
か
と
、
う
た
か
は
れ
、
さ
そ
ふ
風
も
や
あ
ら
む
と
、

し
つ
こ
斗
ろ
な
け

お
し
む
へ
き
心
ち
な
む
し
け
る
、

こ
k
A

ろ
な
く
、

か
せ
、
門
の
戸
ひ
ら

あ
や
し
け
に
、
見
や
り
て
、
花
を
手
に
持
な
か
ら
、
懸
の
も
と
を
、

あ

ゆ
み
た
ま
ふ
、

ふ
さ
の
こ
と
く
に
、

ゆ
ら
ノ
¥
と
、

か
L
A

り
た
る
か
み
の
、
青
柳
の
糸
に
、
う
ち
ま
と
ひ
て
、
引
と
斗
め
た
る
を
、

ほ;
れ

ノ
¥
と
、
見
か
へ
り
た
る
、
目
っ
き
、
顔
の
に
ほ
ひ
、

い
ふ
は
か
り
な
き
さ
ま
、

ゆ
く
末
な
く
、

わ
れ
を
、

ま
よ
は
し
つ
る
、
夢
の
た
斗

ち
に
、
す
こ
し
も
た
か
は
ね
は
、
い
ま
の
う
つ
与
に
、

み
し
夜
の
夢
は
、
う
ち
わ
す
れ
て
、

日
く
れ
け
れ
と
も
、
行
へ
き
方
も
お
ほ
え
す
、

三
四
九



三
五

O

そ
の
夜
は
、
金
堂
の
ゑ
ん
に
、

ひ
れ
ふ
し
て
、
夜
も
す
か
ら
、

な
か
め
わ
ひ
ぬ

こ
れ
や
夢
、
あ
り
し
や
う
つ
ヘ

わ
き
か
ね
つ
、

い
つ
れ
に
ま
よ
ふ
、

こ
斗
ろ
な
る
ら
む

絵
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夜
あ
け
斗
れ
は
、

又
、
昨
日
の
と
こ
ろ
に
行
て
、
御
坊
の
か
た
は
ら
に
、
俳
佃
し
た
る
に
、
童
の
い
と
き
よ
け
な
る
か
、

ぬ
き
す
の
し
た

な
る
、
水
す
て
む
と
て
、
円
の
外
に
出
た
り
、

こ
れ
や
も
し
、
児
の
御
事
、

し
る
ら
む
と
て
、
立
よ
り
つ
ヘ
物
申
さ
む
と
、

い
へ
は
、

こ
と
の
外
な
る
け
し
き
も
な
し

律
師
、
う
れ
し
と
お
も
ひ
て
、
昨
日
、
此
院
家
に
、
水
魚
紗
の
水
日
干
め
さ
れ
て
候
、

と
し
の
ほ
と
、

十
六
七
は
か
り
に
、

み
え
さ
せ
た
ま

ふ
、
少
人
の
御
こ
と
や
、

し
ら
せ
た
ま
ふ
と
、
問
へ
は
、
童
、
う
ち
ゑ
み
て
、
我
身
こ
そ
、

こ
の
御
坊
に
、
朝
夕
、
め
し
っ
か
は
る
斗
物

三
条
院
の
御
跡
と
や
ら
覧
こ
と
な
き
、
御
事
に
て
、
御
わ

に
て
候
、
御
名
を
は
、
梅
若
公
と
申
て
、
御
里
は
、
花
園
の
左
大
臣
と
申
て
、

た
り
候
、
御
こ
斗
ろ
わ
く
か
た
も
な
く
、
偽
の
あ
る
世
と
た
に
、

お
ほ
し
め
さ
れ
ぬ
程
の
、

は
か
な
き
、
御
心
あ
て
に
て
候
へ
は
、

寺

の
老
僧
、
若
輩
、
春
に
さ
き
立
、

一
木
の
花
を
み
て
、

よ
そ
に
ち
る
、

こ
k
A

ろ
も
な
く
、
仲
秋
の
月
、
我
家
の
ひ
か
り
を
、

あ
ら
そ
ふ
な

る
風
情
に
て
、
御
所
の
御
様
、

ゆ
る
す
方
な
く
、
御
渡
候
程
に
、
詩
歌
管
絃
の
座
席
な
ら
で
は
、
御
出
も
候
は
す
、
何
と
な
く
、

ふ
か
き

窓
に
む
か
ひ
て
、
詩
を
つ
く
り
、
五
月
を
よ
み
て
、

な
を
さ
り
に
、
月
日
を
、
送
り
た
ま
ふ
と
そ
、

か
た
り
け
る

聞
に
付
て
も
、

り
に
ひ
た
け
た
ら
ん
も
、
さ
す
か
な
り
け
れ
は
、
石
山
へ
参
て
、
我
山
へ
そ
、

い
と
斗
、
心
も
う
か
れ
ぬ
れ
は
、
や
か
て
、
比
童
を
た
よ
り
に
て
、

こ
t
A

ろ
の
奥
を
、

し
ら
せ
は
や
と
思
へ
と
も
、

あ
ま

か
へ
り
け
る
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律
師
は
、
夢
と
う
つ
斗
と
の
面
影
に
、

お
き
も
せ
す
、

ね
も
せ
て
、
夜
を
あ
か
し
、

日
を
暮
し
け
る
か
、
聖
護
院
の
か
た
は
ら
に
、

む
か

し
し
り
た
る
人
の
、
あ
り
け
る
を
、

た
つ
ね
出
し
て
、
あ
る
と
き
は
、
詩
歌
の
会
に
、

こ
と
よ
せ
、
あ
る
時
は
、
酒
宴
に
興
し
た
る
殊
に

て、

一
夜
二
夜
を
あ
か
す
事
、
た
ひ
/
¥
に
、
な
り
に
け
り

か
た
ら
ひ
よ
り
、
茶
を
の
み
、
沼
を
た
斗
へ
て
、

あ
そ
ひ
け
る
次
に
、
梅
若
公
に
、
思
ひ
ま
よ
へ
る
、
心
の
や
み
、

い共
つ後
は、

れマさ
へき
しの
と童
もに

お
ほ
え
ぬ
よ
し
を
、

か
た
り
け
れ
は
、
童
は
、
先
、
文
を
給
侯
へ
、
申
て
見
侠
は
む
と
そ
、

い
ひ
け
る

お
も
ふ
こ
斗
ろ
を
、

つ
く
す
ほ
と
の
言
葉
、
あ
り
か
た
け
れ
は
、
歌
は
か
り
に
て

し
ら
せ
は
や
、

ほ
の
み
し
は
な
の
、

お
も
か
け
に
、

た
ち
そ
ふ
雲
の
、

か
与
る
ま
よ
ひ
を

絵
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童
、
ふ
み
を
、

ふ
と
こ
ろ
よ
り
、

と
り
出
し
、
是
御
覧
候
へ
、

い
っ
そ
や
、
雨
の
ゆ
ふ
へ
の
、
花
の
木
か
け
に
、
立
ぬ
れ
て
、
御
わ
た
り

候
け
る
、
袖
の
け
し
き
、

は
や
く
れ
な
ゐ
の
、

ふ
り
い
て
斗
、
泣
は
か
り
に
、

つ
t
A

み
か
ね
た
る
様
に
、

み
え
候
と
、
申
は
、
若
公
は
、

か
ほ
う
ち
あ
か
め
て
、
文
の
ひ
も
を
、

と
か
む
と
し
た
ま
ふ
処
に
、
出
世
者
、

な
に
か
し
の
僧
都
と
哉
ら
ん
、

わ
た
り
殿
、
板
ふ
み
な
ら

し
、
内
へ
い
る
に
、
此
ふ
み
を
見
せ
し
と
、
袖
の
中
に
、

て、

い
そ
き
行
た
る
に
、
律
師
、

か
く
し
た
ま
ふ
、
わ
ら
は
、
た
よ
り
有
と
、
隙
を
ま
ち
て
、
日
暮
る
ま
で
、
紙

し
は
ら
く
あ
り
て
、
書
院
の
窓
よ
り
、
返
事
あ
そ
は
は
し
て
、
出
し
た
ま
ふ
、
童
、
と
る
手
も
か
ろ
く
、
う
れ
し
く
思
ひ

め
も
は
や
に
悦
て
、

ま
こ
と
に
、
身
も
あ
ら
れ
ぬ
、
さ
ま
な
り
、

ひ
ら
き
て
み
れ
は
、

こ
れ
も
、
言
葉

候
し
た
る
に
、

は
な
く
て

三
五
一
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た
の
ま
す
よ
、
人
の
こ
斗
ろ
の
、

は
な
の
色
に
、
あ
た
な
る
雲
の
、

か
E
A

る
ま
よ
ひ
を

絵
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律
師
、

こ
の
返
事
を
見
て
、

こ
斗
ろ
、

い
と
斗
う
か
れ
し
か
は
、

さ
ら
に
、

た
ち
帰
る
へ
き
、

こ
L

ち
も
な
く
、
あ
ひ
み
ぬ
さ
き
に
、
別

も
せ
ん
か
た
な
く
、

お
ほ
え
し
か
は
、

し
は
ら
く
有
て
、

よ
そ
な
か
ら
の
音
信
を
も
、
き
か
ま
ほ
し
く
は
、

お
も
へ
共
、
童
に
、

い
と
ま

こ
ひ
て
、
山
へ
帰
り
け
る
か
、

一
足
あ
ゆ
み
て
は
、
見
か
へ
り
、

ニ
足
あ
ゆ
み
て
は
、
立
か
へ
り
け
る
程
に
、
春
の
目
、
な
か
し
と
い
へ

と
も
、

ほ
と
ち
か
き
、
坂
本
の
坊
ま
て
も
、
行
っ
か
て
、
日
く
れ
に
け
れ
は
、
戸
津
の
辺
に
そ
、
在
り
に
け
る
、

は
に
ふ
の
小
屋
に
、

と

ま
り
け
り

夜
も
す
か
ら
、

お
も
ひ
あ
か
し
て
、
朝
に
な
れ
は
、
山
へ
の
ほ
ら
む
と
て
、
立
出
た
れ
は
、
ち
引
の
縄
を
、
腰
に
付
た
ら
ん
か
こ
と
く
に
、

我
な
ら
ぬ
こ
斗
ろ
に
、

ひ
か
れ
け
れ
は
、
戸
津
よ
り
、

又
引
か
へ
し
て
、
大
津
の
か
た
へ
そ
、
あ
く
か
れ
け
る

雨
し
め
や
か
に
、
降
け
れ
は
、
袋
か
さ
、
う
ち
き
て
、
旅
人
の
形
に
、
身
を
や
っ
し
て
、
行
と
こ
ろ
に
、

か
ら
か
さ
さ
し
た
る
、
騎
馬
、

み
ち
に
て
、
行
あ
ひ
ぬ
、
誰
な
る
ら
む
と
、
見
や
り
た
れ
は
、
彼
童
に
て
そ
、
あ
り
け
る

童
、
律
師
を
み
て
、

ふ
し
き
や
、
申
へ
き
事
あ
り
て
、

し
ら
ぬ
山
ま
て
も
、
尋
ま
い
ら
ん
と
、

し
つ
る
と
こ
ろ
に
、
う
れ
敷
も
、
参
あ
ひ

た
る
も
の
か
な
と
て
、
馬
よ
り
と
む
て
お
り
、
律
師
の
手
を
と
り
て
、
傍
な
る
堂
へ
立
寄
て
、
さ
て
、
何
事
に
や
と
、
問
へ
は
、
童
、

斗ョ

と
こ
ろ
よ
り
、
色
こ
と
に
、

こ
か
れ
た
る
文
の
、

ふ
る
斗
袖
ま
て
、
匂
ひ
た
る
を
、
取
出
し
て
、

い
か
な
る
山
の
、

お
く
な
り
と
も
、
聞

し
は
か
り
を
、

し
る
へ
に
て
、
尋
ま
い
れ
と
侠
し
、
け
し
か
ら
ぬ
、
御
心
ま
よ
ひ
や
、

ま
し
て
、

一
夜
の
後
の
御
袖
の
露
、

さ
こ
そ
候
は

ん
と
、
う
ち
ゑ
み
て
、
律
師
も
、

せ
め
て
、
別
を
歎
か
む
事
に
て
候
は
斗
や
と
、

た
は
ふ
れ
、

み
れ
は



い
つ
わ
り
の
、

あ
る
世
を
し
ら
て
、

た
の
み
け
る
、

わ
か
こ
斗
ろ
さ
へ
、
う
ら
め
し
の
身
や

r--¥ 
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さ
て
、
童
、
申
け
る
は
、
御
所
の
か
た
は
ら
に
、
衆
徒
の
坊
の
候
へ
は
、

そ
れ
に
、

し
は
ら
く
、
御
座
候
て
、

玉
す
た
れ
の
隙
を
も
、
御

こ
t
A

ろ
か
け
候
へ
と
、

し
き
り
に
、

い
さ
な
へ
は
、
思
方
に
、
心
ひ
か
れ
て
、
律
師
、
又
三
井
寺
に
行
ぬ

童
、
し
は
し
か
程
の
、
宿
か
り
て
、

あ
る
坊
の
学
問
所
に
、
を
き
た
れ
は
、
其
坊
の
あ
る
し
、
懇
な
る
さ
ま
な
り
、
常
に
児
な
と
、

あ
ま

た
出
し
て
、
管
絃
を
し
、

ほ
う
へ
ん
の
奇
合
な
と
し
て
、
日
を
送
り
け
る

律
師
は
、
諸
願
の
事
あ
り
と
て
、
新
羅
大
明
神
に
、
七
日
参
詣
の
よ
し
を
い
ひ
て
、
夜
る
に
な
れ
は
、
院
家
の
傍
に
、
立
め
く
り
、
築
山

せ
ん
載
の
草
の
露
に
、
か
く
れ
ゐ
た
る
に
、
若
公
も
、
は
や
、
心
得
た
る
け
し
き
に
て
、
人
目
の
隙
も
か
な
と
、
求
る

の
松
の
木
か
け
、

さ
ま
な
れ
共
、

か
な
は
て
、
出
か
ね
た
る
心
つ
く
し
を
、
見
も
、
中
/
¥
、

い
た
は
し
け
れ
は
、
明
日
は
、
山
へ
帰
ら
む
と
、
思
け
る
処

に
、
童
、
来
申
け
る
は
、
今
夜
は
、
御
所
へ
、
京
よ
り
客
人
、
御
入
候
て
、
酒
宴
に
て
候
程
に
、
門
主
も
、
い
た
く
よ
は
せ
給
て
候
へ
は
、

忍
や
か
に
、
御
入
候
へ
し
と
、

こ
れ
を
き
く
よ
り
、
心
う
か
れ
、
魂
み
た
れ
て
、

お
ほ
せ
つ
る
に
、
門
さ
ふ
て
、
御
待
侠
へ
と
、

い
そ
か
し
け
に
、

い
ひ
す
て
t
A

そ
、
帰
り
け
る

律
師
は
、

い
つ
く
に
あ
る
、
我
身
と
も
、
覚
え
す
、

ふ
け
ゆ
く
鐘
の
、

つ
く
ノ
¥
と
、

月
の
南
に
、

め
く
る
に
、
を
と
す
れ
は
、
書
院
の
す
き
障
子
よ
り
、
見
出
し
た
る
に
、
童
さ
き
に
立
て
、
魚
な
う
の
と
う
ろ
に
、
債
を
入
、

其
影
、

か
す
か
な
る
に
、
若
公
、
金
紗
の
水
早
溺
、
う
ち
し
ほ
れ
た
る
勝
に
て
、
人
も
み
る
や
と
、

か
t
A

り
の
も
と
に
、
立
や
す
ら
ひ
た

れ
は
、

み
た
れ
て
か
与
る
青
柳
の
、

い
と
t
A

云
は
か
り
な
く
、

み
え
た
る
に
、
律
師
、

い
つ
し
か
、
心
ほ
れ
ノ
¥
と
な
り
て
、

あ
る
も
あ

ら
れ
ぬ
さ
ま
な
り

三
五
三



三
五
四

童
、
先
う
ち
へ
入
て
、

ほ
た
る
を
は
、
軒
に
か
け
、
書
院
の
戸
を
、

ほ
と
ノ
¥
と
、

た
ふ
き
て
、

こ
れ
に
、
御
わ
た
り
候
ゃ
ら
ん
と
、
案

内
す
れ
は
、
言
へ
き
様
な
く
し
て
、

か
た
は
ら
に
、
身
を
そ
は
む
る
、

し
ら
せ
た
り

け
し
き
斗
あ
る
よ
し
を
、

童
、
庭
に
帰
て
、
早
と
申
は
、
若
公
、
さ
き
に
立
、
妻
戸
よ
り
、
内
へ
入
ぬ
、
さ
し
も
、
窓
を
な
ら
す
、

そ
の
袖
の
う
つ
り
か
も
、
身
に

ふ
る
斗
は
か
り
、
寄
そ
ひ
て
、
う
ち
か
た
ふ
き
た
れ
は
、
縛
娼
た
る
、
秋
の
せ
み
の
、

は
つ
も
と
ゆ
ひ
、
宛
転
た
る
、
蛾
眉
の
黛
の
に
ほ

ひ
、
花
に
も
ね
た
ま
れ
、
月
に
も
そ
ね
ま
れ
ぬ
へ
き
、
も
t
A

の
か
ほ
は
せ
、

ち
h
A

の
如
、
ゑ
に
書
と
も
、
筆
も
及
か
た
く
、
語
に
言
葉
も

な
か
る
へ
し

涙
と
共
に
、
、
む
す
ほ
斗
れ
て
、

こ
斗
ろ
の
し
た
ひ
も
、
う
ち
と
け
て
、

ゆ
く
す
ゑ
ま
で
の
、

む
つ
こ
と
も
、

ま
た
つ
き
さ
る
に
、

し
の
-
A

小
篠
の
一
ふ
し
に
、

あ
け
ぬ
と
つ
く
る
、
烏
の
ね
も
、
う
ら
め
し
く
、

た
ち
わ
か
れ
な
む
と
す
る
に
、
あ
け
か
た
の
月
、
窓
の
に
し
よ
り
、

く
ま
な
く
、
さ
し
入
た
れ
は
、

ね
み
た
れ
か
み
の
、

は
ら
ノ
¥
と
、

か
斗
り
た
る
は
つ
れ
よ
り
、
眉
の
匂
ひ
、

ほ
け
や
か
に
、
見
え
た
る

さ
ま
、
又
あ
ふ
ま
て
を
待
ほ
と
の
、
命
も
あ
る
へ
し
と
も
、

お
ほ
え
す

絵

第
七
図
〕

さ
て
、
律
師
、

わ
か
君
を
送
り
た
て
ま
つ
り
て
、
暁
い
て
た
る
ま
斗
に
て
、
内
へ
も
入
ら
す
、
門
の
か
ら
い
し
き
に
、
立
た
る
と
こ
ろ
に
、

童
、
文
と
て
、
さ
し
出
し
た
る
を
、

み
れ
は

わ
か
袖
に
、
や
と
し
や
は
て
ん
、
き
ぬ
ノ
¥
の
、

な
み
た
に
わ
け
し
、
有
あ
け
の
月

律
師
、
書
院
に
か
へ
り
て

と
も
に
み
し
、
月
を
名
残
の
、

そ
で
の
露
、

は
ら
は
て
い
く
夜
、

な
け
き
あ
か
さ
む



絵

第
八
図
〕

律
師
は
、
夢
と
た
に
、

お
も
ひ
も
分
さ
り
つ
る
面
影
を
、
身
に
そ
へ
、

ふ
れ
つ
る
袖
の
、
う
つ
り
か
を
、
己
か
き
ぬ
/
¥
、
ひ
や
t
A

か
に
、

思
し
こ
t

ふ
ろ
に
、
立
別
、
心
し
ほ
れ
て
、
世
の
こ
と
、
人
の
物
云
、
返
事
を
も
せ
す
、

な
み
た
、
人
め
に
あ
ま
り
て
、

お
さ
ふ
る
袖
も
、

朽
ぬ
へ
き
、
さ
れ
は
、

い
た
は
る
事
有
と
、
披
露
し
て
、
対
面
も
せ
す
、
伏
し
つ
み
て
、
日
を
送
り
け
る

童、

こ
の
よ
し
伝
き
斗
て
、
若
公
に
、

か
く
と
申
け
れ
は
、

わ
か
き
み
も
、

ま
こ
と
に
、

こ
斗
ろ
く
る
し
き
事
に
思
、
け
し
き
常
よ
り
、

打
し
ほ
れ
給
て
、
今
も
や
、
音
信
あ
り
と
、

し
は
ら
く
は
、
心
に
待
た
ま
ひ
け
り

余
に
、

日
か
す
経
に
け
れ
は
、
童
を
め
し
て
、
仰
け
る
は
、
さ
て
も
、
あ
り
し
夜
の
、
夢
の
た
斗
ち
も
、
う
つ
t
A

な
く
、

お
と
ろ
か
す
、

た
よ
り
も
な
く
、

ほ
と
逢
な
る
を
、
誰
方
の
つ
ら
さ
に
な
し
て
、

そ
の
ま
斗
、
遠
さ
か
り
は
つ
へ
き
、
又
、
風
の
こ
t
A

ち
と
や
ら
む
、
開

し
は
、
露
の
命
も
、

い
か
斗
成
ぬ
ら
ん
、
も
し
も
、

は
か
な
く
な
り
な
は
、
無
跡
は
問
て
も
、
其
か
ひ
な
し
、
又
い
か
な
る
山
の
奥
な
り

と
も
、
尋
行
は
や
と
、

お
も
へ
共
、
申
置
こ
と
な
く
て
、
ま
か
り
出
な
は
、
門
主
の
御
意
、

い
か
t
A

と
お
も
は
れ
て
、
そ
れ
も
か
な
は
す
、

ゆ
く
ゑ
も
し
ら
ぬ
、
あ
た
人
の
、

た
斗
い
ひ
す
て
し
言
葉
在
、
ま
一
回
と
に
な
し
て
、
わ
れ
に
こ
ふ
ろ
を
付
し
も
、

¥

/

カ

い
か
な
る
山
の
奥
、
い
/
つ
く
司
浦
な
り
と
も
、
尋
行
と
、
か
こ
ち
た
ま
ひ
て
、
涙
を
は
ら
/
¥
と
、
こ
ほ

た
か
せ
し
わ
さ
そ
や
、

今
の
程
に
、
我
し
る
へ
し
て
、

し
た
ま
ふ

さ
す
か
に
、

、
レ
広
三
、

l
v
J
H
d
中

J

い
と
け
な
き
、

あ
た
し
心
に
て
、
又
も
な
く
、
思
っ
き
ぬ
る
、

な
ら
ひ
な
れ
は
、
け
に
も
、

こ
と
は
り
に
や
と
、

童
お
も
ひ
し
り
て
、
其
人
の
在
所
を
は
、
委
、
う
け
給
て
候
、
御
供
申
候
は
む
と
て
、
若
公
と
、
童
と
、

た
・
ふ
二
人
、
行
へ
き
方
も
し
ら

ナ
、
立
出
ぬ

三
五
五



二
五
六

若
き
み
は
、
も
と
よ
り
、
三
た
い
く
わ
う
し
よ
の
、
家
に
む
ま
れ
て
、
泥
土
を
も
ふ
み
た
ま
は
ね
は
、
歩
か
ね
た
ま
へ
り
、
御
手
を
引
け

る
童
さ
へ
?
あ
ゆ
み
か
ね
け
れ
は
、
思
ゃ
う
、

い
か
な
る
天
狗
、

は
け
物
な
り
と
も
、
我
等
を
と
り
て
、
比
叡
山
へ
、

の
ほ
せ
よ
か
し
と

お
も
ひ
て
、
木
す
ゑ
の
月
に
、
心
を
す
ま

L
て、

か
ら
さ
き
の
松
か
け
に
、
や
す
み
居
た
る
処
に
、
歳
た
け
た
る
山
伏
、

四
方
輿
に
の
り

て、

い
つ
か
た
へ
、
御
渡
候
や
ら
む
と
、
問
へ
は
、
童
、

あ
り
の
ま
L

に、

こ
た
へ
け
り

山
伏
、

い
そ
き
輿
よ
り
飛
て
お
り
、
我
こ
そ
、
御
尋
の
御
坊
の
と
な
り
へ
、
参
者
に
て
候
、

あ
ま
り
に
い
た
は
し
く
、
見
ま
い
ら
せ
候
へ

は
、
我
ら
は
か
ち
に
て
、
歩
候
は
む
、

こ
の
血
ぺ

め
さ
れ
候
へ
と
て
、
児
と
童
と
、

か
き
の
せ
て
、
力
者
十
二
人
、
前
後
に
、

は
し
り
ち

り
て
、
鳥
の
と
ふ
か
こ
と
く
に
そ
、
行
け
る

〔絵

第
九
図
〕

さ
て
、
太
峯
の
釈
迦
の
獄
へ
そ
、

か
き
も
ち
て
く
る
、

こ
L

に
て
、
磐
石
を
た
斗
み
た
る
、

ろ
う
の
内
に
、

お
し
こ
め
て
、
を
き
た
れ
は
、

よ
る
ひ
る
の
、
さ
か
ひ
も
し
ら
す
、
月
日
の
光
を
も
見
す
、

な
く
よ
り
外
の
、
事
そ
な
き

さ
て
、
夜
よ
り
、
若
公
、
う
せ
た
ま
ひ
ぬ
る
事
、

た
L
A

こ
と
な
ら
す
、
門
主
の
御
な
け
き
、
寺
中
の
さ
わ
き
、
申
は
か
り
も
な
し
、
さ
て
、

御
尋
あ
り
け
れ
共
、

し
る
人
、
さ
ら
に
な
か
り
け
り

東
坂
本
よ
り
、
大
津
へ
通
、

た
ひ
人
行
あ
ひ
て
、
さ
や
う
の
人
は
、
亥
刻
は
か
り
に
、

か
ら
さ
き
の
、
松
の
下
に
て
、
見
奉
り
候
し
と
、

語
け
る
、

さ
て
は
、

こ
の
問
、
忍
て
、

い
ひ
か
よ
は
す
人
、
山
に
あ
り
と
、
き
〉
つ
る
か
、

か
と
ひ
け
る
と
て
、
院
家
の
主
上
は
、
申
に

お
よ
は
す
、

一
寺
の
衆
徒
、

な
〉
め
な
ら
す
、
さ
わ
き
け
る

父
の
大
臣
も
、
知
た
ま
は
ぬ
事
、

よ
も
あ
ら
し
、
先
、
花
薗
の
亭
へ
、
を
し
よ
せ
て
、
う
ら
み
申
さ
む
と
て
、
御
門
徒
の
大
衆
、

五
百
余



人
、
三
条
京
極
へ
、

と
り
か
け
た
る
に
、
近
習
五
十
余
人
、
身
命
を
か
ろ
し
め
、

た
〉
か
ふ
と
い
へ
と
も
、
大
衆
、
事
と
も
せ
す
、
責
入

け
り
、

わ
た
殿
、

つ
り
殿
、
裏
を
な
ら
へ
し
玉
の
欄
干
、

一
う
も
の
こ
ら
す
、
焼
は
ら
ふ

絵

第
十
図
)

園
城
寺
の
衆
徒
、
是
に
も
猶
、
無
念
さ
む
せ
す
、

一
山
一
向
に
、
余
議
し
け
る
は
、
寺
内
の
恥
辱
、

こ
れ
に
過
た
る
事
、
あ
る
へ
か
ら
す
、

所
詮
、
以
此
次
、
当
寺
に
、
三
摩
耶
戒
壇
を
た
て
は
、
山
門
、
定
、

り
そ
く
る
、
戒
法
を
ひ
ろ
む
る
、

み
ち
た
る
へ
し
、
天
こ
〉
に
、
時
を
あ
た
へ
た
り
、

ょ
せ
す
ら
ん
、
是
則
、
敵
を
ほ
ろ
ほ
す
な
か
た
ち
、
又
、
衆
生
を
し

し
は
ら
く
も
、
遅
々
す
へ
か
ら
す
と
て
、

一
味
同

心
の
衆
徒
、
二
千
余
人
、
如
意
寺
越
の
み
ち
を
、
所
々
、

ほ
り
き
り
、
寺
中
を
城
郡
に
か
ま
へ
て
、
や
か
て
、
戒
壇
を
そ
、
立
た
り
け
る

上
巻
終

〔絵

第
十
一
図
〕

山
門
、
是
を
開
し
か
は
、

ほ
っ
き
せ
さ
ら
ん
、
戒
壇
の
事
に
依
て
、
園
城
寺
へ
発
向
す
る
事
、
以
前
既
六
ケ
度
な
り
、

公
家
に
奏
し
、
武

家
に
訴
ま
て
も
、
あ
る
へ
か
ら
す
、
時
を
か
へ
す
、
を
し
よ
せ
て
、
や
き
は
ら
へ
と
て
、
末
寺
末
社
、
三
千
七
百
余
ケ
所
、
一
ふ
れ
送
る
、

先
近
国
の
勢
共
、
馳
あ
つ
ま
り
て
、
山
坂
本
に
、
充
満
せ
り

十
月
二
十
五
日
、
中
の
申
に
あ
た
れ
り
、
是
に
ま
す
、
吉
日
あ
る
へ
か
ら
す
と
て
、
十
万
騎
の
勢
を
、

七
手
に
分
て
、
押
ょ
す
る
、
或
は

平
/
¥
た
る
、
志
賀
か
ら
さ
き
の
浜
路
に
、
駒
に
む
ち
打
、
衆
徒
も
あ
り
、
或
は
、
漫
々
た
る
煙
波
、
湖
水
の
、
舟
に
さ
ほ
さ
す
、
大
衆

も
有
り
、
思
々
に
、

ょ
せ
け
る
、

そ
の
中
に
、
桂
海
律
師
、
申
け
る
は
、
此
み
た
れ
、
併
、
我
身
よ
り
こ
と
発
挟
な
れ
は
、
人
よ
り
さ
き

三
五
七



三
五
八

?
」
、

‘，U
冒
・

一
合
戦
し
て
、
名
を
後
記
に
、

と
〉
め
む
と
思
け
れ
は
、
す
く
り
た
る
、
同
宿
若
葉
、

五
百
余
人
、
神
水
を
の
み
て
、

五
更
の
天
の

あ
け
ぬ
ま
に
、
如
意
寺
越
を
そ
、

ょ
せ
た
り
け
る

大
手
、

か
ら
め
て
、
城
の
内
、
す
へ
て
十
万
七
千
余
人
、

一
味
同
心
に
、

と
き
の
声
を
あ
け
た
れ
は
、
太
山
も
、
こ
れ
か
た
め
に
く
つ
れ
、

湖
水
も
、

こ
れ
か
た
め
に
か
た
ふ
き
て
、
水
輪
際
に
落
か
と
、
う
た
か
は
れ
、
手
負
死
人
を
も
い
は
す
、
乗
越
々
々
、

せ
め
入
ぬ

よ
せ
て
に
は
、
本
院
に
、
習
禅
、
禅
智
、
円
宗
院
、
杉
生
、
金
輪
院
、
杉
本
、
山
本
、
妙
観
院
、
西
塔
に
は
、
常
喜
、
乗
実
、
行
泉
、
行

住
、
上
林
坊
、
横
川
に
は
、
善
法
、
主
口
住
、
般
若
院

是
を
先
途
と
、
ふ
せ
き
た
〉
か
ふ
、
園
城
寺
の
大
衆
に
、
円
満
院
の
鬼
駿
河
、
唐
院
の
七
天
狗
、
南
院
の
八
金
剛
、
千
人
き
り
の
荒
讃
岐
、

か
な
さ
い
は
う
の
悪
大
夫
、

八
方
破
の
武
蔵
坊
、
三
町
つ
ふ
て
の
円
月
坊
、
さ
け
き
り
こ
の
み
の
党
蔵
一
房
、
此
等
、
命
を
塵
灰
に
か
ろ
く

し
て
、
三
時
は
か
り
、
戦
た
り

よ
せ
て
、

七
千
余
人
、
手
を
負
て
、
半
死
半
生
に
成
け
れ
は
、

こ
の
城
、

尽
末
来
際
を
ふ
る
と
も
、
落
へ
し
と
は
、
見
え
さ
り
け
る
、
桂

海
こ
れ
を
み
て
、
ゆ
い
甲
斐
な
き
人
々
の
、
合
戦
の
し
ゃ
う
か
な
、

い
く
ほ
と
も
な
き
、
堀
一
、
死
人
に
て
、

む
め
た
ら
ん
に
、
な
と
か

攻
落
さ
で
あ
る
へ
き
、
我
と
思
は
ん
人
々
は
、
付
て
、
桂
海
か
手
か
ら
の
程
を
見
よ
と
て
、
あ
く
ま
で
に
、
庚
言
し
て
、
ゃ
け
ん
ほ
り
の

そ
こ
せ
は
な
る
な
か
へ
、

か
は
と
と
ひ
入
、
二
丈
あ
ま
り
に
、

み
え
け
る
、
き
り
き
し
の
、
扉
は
し
ら
に
、
手
う
ち
か
け
て
、

ゆ
ら
/
¥

と
、
は
ね
越
て
、
敵
三
百
余
人
か
中
へ
、
唯
一
人
、

み
た
れ
入

さ
け
き
り
、
け
さ
切
、
車
き
り
、
将
碁
倒
し
の
払
切
、

い
そ
う
つ
な
み
の
ま
く
り
き
り
、

そ
は
め
て
も
と
る
一
刀
き
り
、
も
と
り
で
す
〉

む
を
か
み
う
ち
、

ら
ん
も
む
、

ひ
し
ぬ
い
、
く
も
て
、

か
く
な
は
、
十
も
ん
し
、

四
か
く
八
方
、
や
つ
は
な
か
た
に
、
を
ひ
た
て
/
¥
、

あ
し
を
も
た
め
す
、
切
て
ま
は
る
に
、
如
意
寺
越
を
ふ
せ
く
者
、
三
百
余
人
、

か
な
は
し
と
や
思
け
ん
、
右
往
左
往
に
、
落
て
行



続
て
せ
め
入
、
桂
海
か
手
の
者
、

五
百
余
人
、

は
し
り
ち
り
、
院
々
谷
々
に
、
火
を
か
け
た
る
に
、
魔
風
し
き
り
に
吹
て
、
余
炎
四
方
に

お
ほ
ひ
け
れ
は
、
金
堂
、
講
堂
、
鐘
楼
、
経
蔵
、
常
行
三
味
阿
弥
階
堂
、
普
賢
行
願
如
法
堂
、
教
待
和
尚
御
影
堂
、
智
詮
大
師
御
影
堂
、

ニ
門
跡
の
御
坊
に
至
ま
て
、
凡
三
千
八
百
余
ケ
所
を
、

一
時
に
、
火
炎
と
な
し
て
、
た
〉
新
羅
大
明
神
の
社
壇
よ
り
外
は
、
残
坊
も
な
か

り
け
り

絵
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若
公
は
、
三
井
寺
の
、

か
や
う
に
成
ぬ
る
を
も
、

し
ら
せ
た
ま
は
す
、
石
の
寵
の
内
に
、
押
こ
め
ら
れ
て
、
あ
け
暮
、

な
き
し
つ
み
て
、

お
は
し
け
る
処
に
、
無
量
の
天
狗
共
、
あ
つ
ま
り
て
、

四
方
山
の
物
か
た
り
し
け
る
中
に
、
あ
る
小
天
狗
の
、
申
け
る
は
、
我
等
か
面
白

し
と
、

お
も
ふ
事
は
、

せ
う
ま
ふ
、
騰
、
小
い
さ
か
ひ
、

ろ
む
の
す
ま
う
の
事
出
し
、
山
阿
南
都
の
御
輿
ふ
り
、
五
山
の
僧
の
門
徒
た
て
、

は
、
又
そ
は
な
る
天
狗
の
、

一
風
情
有
り
と
、
思
へ
る
に
、
昨
日
、
三
井
寺
の
合
戦
は
、
ょ
に
た
く
ひ
な
き
、
見
事
哉
と
、
申
せ

い
し
き
事
、
こ
の
梅
若
公
を
、
と
り
ま
い
ら
せ
す
は
、
是
程
の
い
く
さ
、
何
ゆ
へ
に
か
出
来

此
等
そ
、
興
あ
る
見
物
出
来
し
て
、
い
ひ
け
る
は
、

へ
き
、
陣
の
最
中
に
、
寺
の
門
主
た
ち
の
、
素
絹
の
衣
を
著
し
て
、
方
々
へ
、

に
け
さ
せ
た
ま
ひ
し
、

お
か
し
さ
に
、
折
句
の
寄
を
、
よ

み
た
り
と
て

う
か
り
け
る
、

は
ち
三
井
寺
の
、
あ
り
さ
ま
や
、

か
い
つ
く
り
て
は
、

ね
を
の
み
そ
な
く

諸
の
天
狗
、
ゑ
つ
ほ
に
入
て
そ
、
咲
け
る
、
若
公
、
是
を
開
た
ま
ひ
て
、
あ
な
あ
さ
ま
し
ゃ
、
さ
て
は
、
三
井
寺
は
、

わ
れ
故
に
、

ほ
ろ

ひ
け
る
に
や
と
、
思
た
ま
へ
と
も
、
委
、
尋
へ
き
人
な
け
れ
は
、
唯
、
童
と
共
に
、

な
く
よ
り
外
の
、
事
そ
な
き

か
〉
る
処
に
、
淡
路
の
国
よ
り
、

八
旬
は
か
り
な
る
老
翁
を
、

し
は
り
て
、
龍
の
中
へ
入
て
、
申
け
る
は
、
此
翁
は
、

日
て
り
の
雨
に
、

三
五
九
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雲
の
は
つ
れ
よ
り
、

ふ
み
は
つ
し
て
、
落
て
候
を
、

と
ら
へ
て
ま
い
ら
せ
候
、
何
と
も
名
を
御
付
候
て
、

め
し
っ
か
へ
、
虚
空
を
か
け

p

候
へ
き
事
、

た
れ
に
も
、
を
と
り
候
は
し
と
そ
、
申
け
る

〔絵
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一
両
日
あ
り
て
、
彼
翁
、
児
と
童
と
、

か
な
し
む
を
み
て
、
も
し
、
御
袖
や
ぬ
れ
て
候
と
、
問
へ
は
、
児
も
童
も
、

い
ひ
け
る
は
、
す
み

な
れ
し
所
を
、

か
り
そ
め
な
か
ら
、
立
別
て
、
此
天
狗
道
に
落
ぬ
れ
は
、

父
母
の
御
な
し
み
、
師
匠
の
御
な
け
き
、
恩
や
ら
る
〉
度
こ
と

に
、
涙
せ
き
あ
へ
す
候
へ
は
、
さ
こ
そ
袖
も
、

ぬ
れ
て
候
ら
め
と
そ
、

こ
た
へ
け
る

老
翁
、
大
に
よ
ろ
こ
ひ
て
、
若
公
の
袖
を
、

し
ほ
り
て
み
る
に
、

し
ら
玉
か
な
に
そ
と
、
人
の
と
ふ
斗
に
、
一
俣
の
露
、
滴
け
り
、
翁
、
こ

の
露
を
、

左
の
手
に
入
て
、

し
は
ら
く
、
宛
転
す
る
に
、
彼
玉
、

ほ
と
な
く
、
鞠
の
勢
に
な
り
ぬ
、
是
を
又
二
に
わ
け
で
、

左
右
の
手
に

入
て
、

ゆ
る
か
し
ゐ
た
る
に
、
ニ
の
露
、
次
第
に
、
大
に
な
り
て
、
石
の
籍
、

ま
ん
ノ
¥
た
る
、
大
水
と
な
り
に
け
る
時
、
老
翁
、

た
ち

ま
ち
に
、
大
龍
と
な
り
て
、
雷
鼓
、
地
を
う
こ
か
し
、
電
光
、
天
に
ひ
ら
め
く
、
さ
し
も
義
勢
の
天
狗
共
、
怖
恐
、
十
方
に
う
せ
ぬ

さ
て
、
龍
神
、

い
し
の
龍
を
け
や
ふ
り
て
、
児
と
童
と
の
み
な
ら
す
、
諸
の
者
と
も
を
、
雲
に
乗
て
、
大
内
の
旧
跡
、
神
泉
淵
の
辺
に
、

置
け
り
、
此
者
共
、
皆
わ
か
れ
て
、
己
か
古
郷
へ
、
帰
り
ぬ

若
公
と
、
童
と
、
我
古
郷
を
た
つ
ね
て
、
花
園
へ
行
給
ひ
た
れ
は
、
蓑
を
な
ら
へ
て
、
作
し
も
、
皆
、
焼
野
々
原
と
な
り
て
、
事
問
へ
き

人
も
な
し
、
あ
た
り
な
る
僧
坊
に
て
、
事
の
様
を
尋
れ
は
、
左
大
臣
殿
は
、
き
ん
た
ち
の
若
公
、
比
叡
山
へ
、
う
は
〉
れ
さ
せ
給
て
候
、

御
里
に
も
、

し
ろ
し
め
さ
ぬ
事
は
、
候
ま
し
き
と
て
、
三
井
寺
よ
り
寄
て
、
焼
は
ら
ひ
候
と
そ
、
語
け
る
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大
臣
の
御
ゆ
く
ゑ
、
尋
ま
い
ら
せ
ん
程
、
立
寄
へ
き
宿
も
な
け
れ
は
、
さ
ら
は
、
三
井
寺
に
行
て
、
門
主
の
御
事
を
も
、
尋
申
さ
む
と
て
、

一
宇
も
の
こ
ら
す
、
皆
焼
は
ら
は
れ
て
、
寒
庭
の
草
の
露
、
空
山
の
松
風
に
吟
す
、
是
、

三
井
寺
へ
ゆ
き
て
、
見
た
ま
へ
は
、
仏
閣
僧
坊
、

我
昔
住
に
し
、
跡
よ
と
て
み
れ
は
、

い
し
す
ゑ
も
、
焼
く
た
け
、
苔
の
み
と
り
も
、
色
か
は
り
、
軒
端
の
梅
も
、
枝
か
れ
て
、
匂
ひ
に
待

し
、
風
も
な
し

物
こ
と
に
、
替
は
で
ぬ
れ
は
、
さ
こ
そ
、
神
慮
に
も
背
、
人
非
に
も
、
落
ぬ
ら
ん
と
、
あ
さ
ま
し
く
み
る
に
、
目
も
あ
て
ら
れ
ね
と
も
、

年
久
、
住
な
れ
し
跡
な
れ
は
、
腕
加
市
、
見
す
つ
る
も
、
名
残
お
し
く
て
、
其
夜
は
、
新
羅
大
明
神
の
は
い
て
ん
に
、
湖
水
の
月
を
、
う
ち

な
か
め
て
、
泣
あ
か
し
つ

門
主
は
、
も
し
石
山
に
や
、
御
座
あ
る
ら
む
と
、

た
つ
ね
た
れ
は
、
是
に
も
、
御
座
な
し
と
、
申
け
る
程
に
、
章
、

さ
候
は
L
、
今
夜
は

参
詣
の
人
の
鮮
に
て
、
本
堂
に
御
座
候
へ
、
わ
れ
、
山
門
へ
ま
か
り
候
て
、
律
師
の
御
坊
を
、
尋
申
候
は
ん
と
、
申
け
れ
は
、
若
公
は
、

う
き
世
に
あ
ら
ぬ
身
と
な
ら
む
も
、
ふ
か
く
思
さ
た
め
た
ま
ふ
心
あ
り
け
れ
は
、
よ
し
ゃ
た
ヘ
中
ノ
¥
、
と
斗
む
る
人
な
く
は
、

こ
ぶ

ろ
の
ま
斗
に
、

い
か
な
る
淵
河
に
も
、
身
を
し
つ
め
む
と
、

お
ほ
し
め
し
て
、

な
く
/
¥
消
息
か
き
て
、
童
に
た
ひ
け
る

〔絵
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童
は
、
文
を
た
ま
は
り
て
、

い
そ
き
、
山
へ
尋
行
け
れ
は
、
律
師
は
、
童
を
見
る
よ
り
、
更
に
、
物
を
も
い
は
す
、

た
〉
さ
め
ノ
¥
と
、

な
き
た
ま
ふ
、
童
も
、
涙
押
と
〉
め
て
、
此
あ
ひ
た
、
有
つ
る
事
を
も
、
語
申
さ
む
と
思
候
へ
共
、
先
、

ふ
み
御
覧
候
へ
と
て
、
さ
し
出

二
六
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し
た
る
を
、

ひ
ら
き
み
る
に
、
あ
や
し
き
こ
〉
ろ
の
寄
あ
り

わ
か
身
さ
て
、

し
つ
み
も
は
て
は
、

ふ
か
き
瀬
の
、

そ
こ
ま
で
照
せ
、
や
ま
の
は
の
月

律
師
、

こ
れ
御
ら
ん
し
候
へ
、
御
う
た
の
、
心
も
と
な
く
、
見
え
て
侠
へ
は
、
何
事
も
、
道
す
か
ら
、
御
物
か
た
り
候
へ
、
先
、

い
そ
き

参
侠
は
ん
と
て
、
坂
本
よ
り
、
童
を
さ
き
た
て
〉
、
と
る
物
も
と
り
あ
へ
す
、
石
山
へ
行
処
に
、
大
津
を
過
て
、
旅
人
あ
ま
た
行
あ
ひ
て
、

あ
は
れ
や
、
此
御
ち
こ
、

い
か
な
る
う
ら
み
あ
り
て
か
、
身
を
な
け
た
ま
ひ
つ
ら
ん
、
父
母
師
匠
の
、

い
か
は
か
り
、

な
け
き
た
ま
ふ
ら

む
と
、

い
ふ
を
、
あ
や
し
と
思
て
、
尋
と
へ
は
、
旅
人
、
立
と
〉
ま
り
、
只
今
、

せ
た
の
橋
を
、

わ
た
り
侯
に
、

と
し
の
よ
は
ひ
、
十
六

七
は
か
り
に
、

み
え
さ
せ
給
ふ
少
人
の
、
紅
の
小
袖
に
、
水
干
の
下
は
か
り
め
さ
れ
て
候
か
、
西
に
向
て
、
念
仏
十
遍
斗
と
な
へ
て
、
身

を
な
け
さ
せ
た
ま
ひ
て
候
、
あ
ま
り
に
か
な
し
く
、

み
ま
い
ら
せ
候
程
に
、
我
等
、
や
か
て
、
水
に
入
て
、

と
り
あ
け
ま
い
ら
せ
ん
と
、

お
も
ひ
候
へ
共
、
見
え
さ
せ
た
ま
は
ぬ
ほ
と
に
、

ち
か
ら
な
く
、

ま
か
り
過
侠
と
、
語
て
、
一
課
を
は
ら
ノ
¥
と
、

こ
ほ
し
け
る

〔絵
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こ
れ
を
き
く
に
、

と
し
の
程
、
衣
装
の
さ
ま
、
う
た
か
ふ
と
こ
ろ
も
な
し
、
律
師
も
、
童
も
、

こ
〉
ろ
あ
き
れ
て
、

た
を
れ
ふ
し
ぬ
へ
き

心
ち
す
れ
と
も
、
馬
を
は
や
め
て
、
橋
つ
め
に
行
て
み
る
に
、
若
公
の
身
を
は
な
さ
す
、

か
け
さ
せ
た
ま
ひ
し
、
金
欄
の
ま
も
り
、
碧
る

り
の
小
念
珠
を
、
橋
は
し
ら
に
、

か
け
ら
れ
た
り

こ
れ
を
見
て
、
律
師
も
童
も
、

お
な
し
な
か
れ
に
、
身
を
し
つ
め
む
と
、
も
た
へ
こ
か
れ
け
れ
共
、

と
り
留
ぬ
れ
は
、

よ
し
ゃ
、

そ
の
む

な
し
き
、
す
か
た
な
り
と
も
、

一
目
み
て
後
こ
そ
、

と
も
か
く
も
な
ら
め
と
、

お
も
ひ
て
、
桂
海
は
、

つ
な
き
す
て
た
る
、

あ
ま
小
舟
に

と
り
乗
て
、
淵
の
そ
こ
を
、

の
そ
み
て
、
同
宿
の
者
と
も
は
、
岩
の
は
さ
ま
、
岸
の
か
け
ま
て
、
残
と
こ
ろ
な
く
、
さ
か
し
け
れ
と
も
、



み
え
た
ま
は
ね
は
、
天
に
あ
を
き
、
地
に
ふ
し
て
、

な
き
さ
け
ふ
こ
と
、

な
〉
め
な
ら
す

盗
、
時
う
つ
り
て
、
九
こ
の
瀬
と
い
ふ
所
ま
て
、
も
と
め
く
た
り
け
れ
は
、

せ
か
れ
て
と
ま
る
、
紅
葉
は
の
、
く
れ
な
ゐ
ふ
か
き
色
か
と

見
え
て
、
岩
の
陰
に
、

な
か
れ
か
〉
り
た
る
物
あ
り
、
舟
さ
し
よ
せ
て
、

み
れ
は
、
あ
る
も
む
な
し
き
、
す
か
た
に
て
、
た
け
な
る
髪
の
、

流
も
に
み
た
れ
か
〉
り
て
、
岩
こ
す
浪
に
、

ゆ
ら
れ
ゐ
た
り

な
く
/
¥
、

と
り
あ
け
て
、
律
師
は
、
顔
を
ひ
さ
に
か
き
の
せ
て
、
童
は
、
あ
し
を
ふ
と
こ
ろ
の
中
に
い
た
き
、
う
た
て
し
の
御
あ
り
さ

ま
や
、
我
等
を
は
、

い
か
〉
な
れ
と
、

お
ほ
し
め
し
て
、

か
〉
る
事
は
、
あ
り
け
る
そ
や
、
党
天
、
帝
尺
、
天
神
、
唯
、
我
等
か
命
め
さ

れ
て
、
今
一
目
、

む
な
し
か
ら
ぬ
す
か
た
を
、
見
せ
給
へ
と
、
芦
も
お
し
ま
す
、

な
き
か
な
し
め
と
も
、
落
花
、
技
を
辞
し
て
、

二
た
ひ

さ
く
な
ら
ひ
な
く
、
残
月
、
西
に
か
た
ふ
き
て
、
又
、
半
空
に
、

か
へ
る
こ
と
な
け
れ
は
、

ぬ
れ
て
色
こ
き
紅
葉
は
の
、

し
ほ
ノ
¥
と
し

た
る
に
、
雪
の
こ
と
く
な
る
、

む
ね
の
あ
た
り
、

ひ
へ
は
て
ぬ
、

み
た
れ
て
の
こ
る
、

ま
ゆ
す
み
の
色
、

こ
ほ
れ
か
〉
り
、

か
ん
さ
し
の

み
と
り
の
髪
、

わ
り
な
き
、

か
ほ
は
せ
は
、

か
は
ら
ね
と
、

一
た
ひ
咲
は
、
も
〉
の
煽
あ
り
し
、
眼
ふ
た
か
り
、
色
変
し
け
れ
は
、
律
師

も
童
も
、
あ
と
ま
く
ら
に
、

ひ
れ
ふ
し
て
、
絶
入
は
か
り
に
、
泣
し
つ
み
、
其
日
一
日
は
、
も
し
や
と
、
肌
に
む
ね
を
あ
て
、
あ
た
〉
め

け
れ
共
、
叶
さ
り
け
り

絵
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次
の
目
、

ち
か
き
山
の
、

と
り
へ
野
に
て
、

一
片
の
煙
と
な
し
た
て
ま
つ
り
、
律
師
と
童
と
は
、

一
豪
の
灰
に
向
で
、
三
日
ま
て
、

な
き

居
た
り
け
る
か
、
同
苔
に
も
、
う
つ
も
れ
は
や
と
思
へ
と
も
、

い
ま
は
の
き
は
に
、
送
り
給
ひ
し
専
に
、

そ
こ
ま
で
て
ら
せ
、
山
の
は
の

月
、
と
あ
り
し
は
、

な
か
ら
ん
跡
を
、

と
ふ
ら
へ
と
の
た
め
に
こ
そ
あ
れ
と
、
思
け
れ
は
、
律
師
は
、
山
へ
も
帰
ら
す
、

こ
〉
よ
り
、
や

一ムハ
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か
て
、

こ
き
墨
染
に
、
身
を
か
へ
て
、

そ
の
遺
骨
を
、
く
ひ
に
か
け
、
山
川
を
、
と
そ
ふ
し
げ
る
か
、
後
に
は
、
西
山
の
岩
寵
と
い
ふ
所

に
、
庵
室
を
む
す
ひ
て
、
彼
後
生
菩
提
を
、

と
ふ
ら
ひ
て
、
童
も
、
糠
、
髪
お
ろ
し
て
、
高
野
山
に
、
と
ち
篇
て
、

つ
ゐ
に
、
山
を
は
出

さ
り
け
り

〔絵
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其
後
、
圏
域
寺
の
、
三
摩
耶
戒
壇
の
、
張
本
の
衆
徒
三
十
人
、

い
ま
は
立
か
へ
り
、
住
寺
す
へ
き
様
も
な
け
れ
は
、
世
中
、
あ
ち
き
な
く

お
ほ
え
て
、

み
な
離
山
せ
ん
と
し
け
る
か
、
今
一
た
ひ
、
寺
門
の
焼
跡
に
、
立
帰
り
、
内
詮
甚
深
の
、
法
施
を
も
た
て
ま
つ
り
、
発
心
修

行
の
、

お
も
ひ
て
、
皆
新
羅
大
明
神
の
御
前
に
、
通
夜
し
て
、
今
を
か
き
り
の
、
法
味
を
そ
さ
〉
け
〉
る

夜
ふ
け
て
、
東
方
の
虚
空
よ
り
、
馬
を
馳
、
車
を
と
〉
ろ
か
す
音
し
て
、
を
ひ
た
〉
し
ヘ
大
人
高
客
の
、

い
き
を
ひ
有
り
、
ぁ
ゃ
し
ゃ
、

い
と
ま
を
も
申
は
や
と
、

誰
な
る
ら
む
と
見
に
、
法
務
の
大
僧
正
か
や
と
、
み
え
た
り
、
高
僧
、
四
方
輿
に
乗
、
大
衆
、
前
後
に
囲
達
し
、
或
、
衣
冠
た
〉
し
き
俗

鉢
、
各
甲
胃
を
対
し
、
随
兵
を
め
し
具
し
、
或
、
玉
の
か
ん
さ
し
を
、
か
た
ふ
け
た
る
人
、
軽
軒
に
の
り
て
、
侍
り
め
、
す
十
人
、
左
右

に
し
た
か
ひ
、
跡
に
さ
か
り
た
る
、
か
ふ
い
う
に
、
是
は
い
か
な
る
入
に
て
、
御
渡
候
そ
と
、
問
へ
は
、
こ
れ
こ
そ
、
東
坂
本
に
お
は
し

ま
す
、
日
吉
山
王
に
て
、
御
渡
侠
と
そ
、
答
け
る

此
高
客
、

み
な
輿
車
よ
り
お
り
、
慢
の
内
へ
入
給
へ
は
、
新
羅
大
明
神
、

玉
の
冠
た
〉
し
く
し
て
、
威
儀
を
と
〉
の
へ
て
、
金
帳
の
う
ち

よ
り
、
出
向
給
ふ
、
賓
主
座
さ
た
ま
り
て
後
、

た
〉
し
き
礼
あ
り
、
舞
曲
の
ゑ
ん
有
て
、
新
羅
大
明
神
、

ま
こ
と
に
、
興
に
乗
し
て
、
歓

喜
の
ゑ
み
を
ふ
く
ま
せ
た
ま
ふ
、
終
夜
、
遊
宴
歓
娯
し
て
、
あ
く
れ
は
、
山
王
も
、
還
御
な
る
に
、
明
神
、
寺
門
の
外
ま
て
、
送
り
た
て

ま
つ
り
て
、

と
〉
ま
ら
せ
た
ま
ふ



大
明
神
、

玉
の
橋
を
わ
た
り
て
、
社
壇
の
内
へ
、

い
ら
せ
た
ま
は
む
と
す
る
に
、
通
夜
の
大
衆
、
明
神
の
御
前
に
、

ひ
さ
ま
っ
き
て
、
涙

を
な
か
し
て
、
申
け
る
は
、
三
耶
摩
戒
壇
、
建
立
の
事
は
、

一
往
の
、

て
う
き
に
ま
か
せ
、
我
寺
の
、

と
〉
の
へ
勅
裁
を
、
そ
む
き
奉
り
、
数
々
の
ま
し
ゃ
う
を

こ
う
り
う
を
存
て
、
興
行
仕
事
に

て
候
へ
は
、
衆
徒
の
ひ
か
こ
と
と
は
存
候
は
す
、
然
を
、
山
門
、

み
た
り
に
、

な
し
、
当
寺
を
焼
は
ら
ひ
候
へ
は
、
神
明
仏
陥
も
、
さ
こ
そ
御
こ
〉
ろ
を
、

な
や
ま
さ
れ
候
と
こ
そ
存
候
へ
、

そ
れ
に
、
当
寺
敵
対
の
、

山
門
お
う
こ
の
神
、
日
吉
山
王
に
対
し
て
、
宴
を
ま
ふ
け
、
興
を
尽
、
あ
そ
ひ
た
は
ふ
れ
さ
せ
給
候
は
、
い
か
な
る
神
慮
に
て
候
哉
ら
ん
、

斗
か
た
く
こ
そ
、
存
候
へ
と
申
は
、
明
神
、
通
夜
の
大
衆
を
、
皆
御
前
に
め
さ
れ
て
、
衆
徒
の
う
ら
み
申
処
、

一
往
、
其
理
あ
る
に
、
似

た
り
と
い
へ
と
も
、

こ
れ
み
な
、
天
の
禍
患
な
り
、

そ
れ
、
神
明
仏
胞
の
、

り
し
ゃ
う
方
便
を
、

た
る
〉
日
、

か
れ
を
是
し
て
、
福
を
あ

た
ふ
る
も
、
慈
悲
の
至
な
り
、
順
逆
の
え
ん
を
以
て
、
我
よ
ろ
こ
ふ
と
こ
ろ
を
は
、
人
い
ま
た
し
ら
す
、
仏
閣
僧
坊
の
焼
た
る
は
、
さ
う

ゑ
ひ
す
る
に
、
在
世
の
り
や
く
有
り
、
経
論
聖
教
の
焼
た
る
は
、
是
を
か
く
に
、
文
者
結
縁
あ
り
、
う
い
の
神
仏
、
あ
に
生
滅
の
さ
う
な

か
ら
ん
や
、

只

こ
の
み
た
り
に
よ
り
て
、
桂
海
か
発
心
し
て
、

そ
こ
は
く
の
け
た
う
を
、

の
こ
〉
ろ
を
、

い
た
さ
む
す
る
こ
と
の
う
れ
し
さ
に
、
歓
喜

あ
ら
は
し
つ
る
な
り
、
山
王
も
、
是
を
悦
た
ま
は
む
か
た
め
に
、
来
給
へ
り
、
石
山
の
観
音
の
、
童
に
変
化
の
と
く
、
ま

こ
と
に
、
あ
り
か
た
き
、
大
慈
大
悲
の
ち
か
ひ
か
な
と
、
仰
ら
れ
て
、
明
神
、
帳
の
内
へ
、
い
ら
せ
た
ま
ふ
と
お
ほ
え
て
、
通
夜
の
大
衆
、

一
時
に
、
夢
覚
て
、
同
様
に
そ
、
語
け
る

〔絵

第
十
九
図
〕

若
公
の
、
身
を
な
け
給
ひ
し
も
、
観
音
の
変
化
な
り
、
寺
門
の
焼
た
る
も
、
済
度
の
方
便
な
り
と
、
信
心
に
め
い
し
け
れ
は
、
三
十
人
の

衆
徒
、
皆
発
心
し
て
、
共
に
仏
道
を
し
ゅ
せ
ん
と
て
、
彼
桂
海
か
、
謄
西
上
人
と
名
を
あ
け
て
、
住
た
ま
ふ
、
岩
寵
の
庵
室
へ
、
尋
行
て
、

二
六
五



見
れ
は
、
三
間
の
は
う
屋
、
半
、
雲
を
分
、
三
秋
の
霜
の
斗
ち
、
敗
荷
の
衣
う
す
く
、

一
二
六
六

一
朝
の
風
の
前
に
、
落
菓
の
き
し
き
、
と
も
し
か

ら
す
、
松
ふ
く
あ
ら
し
、
谷
の
こ
ゑ
、
う
き
世
の
夢
も
、
さ
め
/
¥
と
、

な
き
人
を
、

と
ふ
ら
ふ
と
覚
て

む
か
し
み
し
、
月
の
ひ
か
り
を
、

し
る
へ
に
て
、

こ
よ
ひ
や
き
み
か
、

に
し
に
ゆ
く
ら
ん

と
、
書
院
の
石
壁
に
、

か
き
つ
け
て
け
り
、
君
か
き
り
な
く
、
容
感
あ
り
て
、
新
古
今
、
釈
教
の
部
に
、
撰
入
さ
せ
た
ま
ふ

徳
不
孤
、
必
有
隣
事
な
れ
は
、

い
と
ふ
と
す
れ
と
も
、
同
や
う
な
る
桑
門
、

か
な
た
こ
な
た
よ
り
、
来
し
か
は
、

み
や
こ
ち
か
き
所
に
、

と
り
お
こ
な
ひ
た
ま
ふ
、
二
十
五
の
菩
薩
、
伎
楽
歌
謡
し
て
、
往
生
の
人
を
、

り
や
く
せ
ん
と
て
、
東
山
に
、
雲
居
寺
と
い
ふ
堂
を
、
建
立
し
て
、
春
こ
と
に
、
三
尊
来
迎
の
き
し
き
を
、

む
か
ひ
た
ま
ふ
さ
ま
、
見
入
、
信
心
を
発
さ
す
と
い
ふ
事

寺
を
た
て
、
人
を
も
ひ
ろ
く
、

な
し
、
遠
近
腫
を
継
て
、

こ
〉
に
ま
う
て
来
り
、
貴
賎
た
な
こ
〉
ろ
を
合
、
敬
礼
す

仏
種
従
縁
起
と
、

い
ふ
こ
と
は
、

か
〉
る
を
や
申
へ
き
、
閑
人
、
共
に
感
歎
し
て
、
袖
を
ぬ
ら
さ
ぬ
は
、

な
か
り
け
り

下
巻
終


